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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『桜さくら沢ざわ、助けてくれ。俺の肉体が奪うばわれたんだ！』

　切せつ迫ぱくした声で、日向ひなた陽よう一いちが電話をかけてきたのは、草木も眠ねむる丑うし三みつ時どきの事。

　日付が変わるまで、所属の法律事務所で無む慈じ悲ひなサービス残業を行っていた桜さくら沢ざわ結ゆい人とは、ようやく帰宅して倒たおれ込むようにベッドに入ったのも束つかの間、眠りに入る前に枕まくら元もとに投げていた携けい帯たいが、フランツ・リストの死の舞ぶ踏とう（『怒いかりの日』によるパラフレーズ）を音量マックスで奏かなで始めたものだから、毛布と布ふ団とんにくるまったまま、思わず手を伸のばしてしまった。

　残念ながら、こんな夜中にハートマークが乱らん舞ぶしているような、甘ったるいメールや電話をくれる彼女はいない。まして、放任主義の両親が息子むすこの安否を気き遣づかい連れん絡らくなどしてくるはずもなかった。英国人の祖母グランマが時差を考こう慮りよするのを忘れて気まぐれにかけてくる事もあるが、その時は携帯ではなく自宅電話にだ。

　深夜、携帯にかかってくるのは緊きん急きゆう性せいの高い、仕事関係のものに違ちがいない。そうでなければ変質者のいたずらか、間ま違ちがい電話のどちらかであろう。そう思ってディスプレイを見れば、表示されていたのは「日向」の文字だ。

　四よつ辻つじ市内にある明めい聖せい大学の法学部に通っていた同期生だが、司法試験合格を機に大学を辞やめてからは一度も会ってはいない。

　陽一はアメフト部で活かつ躍やくしていただけはあり、胸筋は無む駄だに厚く、忌いま々いましい事に背せ丈たけは百八十センチを超こえていただろう。日焼けした健康そうな肌はだ色いろで、髪かみはスポーツマンらしく短く切っていたような気がする。

　学力偏へん差さ値ちはともかく、顔面偏差値はそれなりに高く、爽さわやかな風ふう貌ぼうと胸筋と同じく無駄に厚い人望のおかげでか、男女問わず人気のある学生だった。

　とはいえ、講堂を社交場と勘かん違ちがいし、友人にかこまれ和わ気き藹あい々あいとしている陽一の存在は、結人にとっては目め障ざわりなものであり、その気楽さが真しん剣けんに学ぼうとする者に対しての許されざる冒ぼう瀆とくのように思えたものだ。

　日本の法ほう曹そう界かいで活躍しようという若者たちの神聖なる学舎で、学業という本分を忘れ、ボールを抱かかえてひたすらマッスル軍団に突とつ撃げきし続けるのも全く理解しがたい。

　同じ学部の同期とはいえ、陽一はまったく種類の違う人間だった。

　そもそも、体型からして相反している。結人の身長は辛かろうじて百七十センチに引っかかり、瘦やせ型がたでデパートの化け粧しよう品ひん売り場のお姉さんが嫉しつ妬とする程度に色白だ。

　筋肉と人徳だけで器用に世よ渡わたりしている陽一と、お友達は六法全書しかいなかった結人との間に、間違っても親交など深まろうはずがなかった。

　一つ訂てい正せいするが、結人は決して根暗で陰いん険けんなわけではない。司法試験合格という崇すう高こうなる目標をストイックに目差した結果であり、そのために青春などという無用の長物は容よう赦しやなく捨て去っただけに過ぎない。

　そのおかげで、大学二年目にして司法試験に合格し、今の一流法律事務所所属の弁護士という誰だれもが憧あこがれるステータスを得られたのだ。たとえ、在学中に一度もコンパに誘さそわれた事がなくとも、二十代前半にしてモテない街かい道どうまっしぐらだとしても、何を嘆なげく必要があろうか。

　そんな人生絶賛謳おう歌か中にかかってきたのが、日向陽一からの電話だった。







　最後に会ったのは、大学二年の秋。退学届を提出するために事務局に立ち寄り、世話になった教授に挨あい拶さつを終え、後あと腐くされなく学舎に別れを告げて出て行こうとしていた時だ。

「桜沢！」

　呼ばれて振ふり返ると、二階の講義室の窓から陽一が顔を出していた。

　この男と顔を合わせる事も、二度とないだろう。そう思いながら立ち去ろうとすると、陽一が手にしていたアーモンド形のボールを放ほうり投げた。

　思わず身を避よけると、ボールはワンバウンドして足もとに転がる。

「何のつもりだ!?」

「それ、やるよ」

「はっ!?　いらん。だいたい、部の備品だろう」

「それは、マイボール」

　転がったボールを拾い上げると、黒のマジックで『おめでとう』と書かれている。

　予よ鈴れいが鳴り、顔を上げた時にはすでに陽一の姿は窓のそばから離はなれていた。




　　　　＊＊＊




　通話ボタンを押したのは、学生時代を懐なつかしみ、ともに思い出を語り合いたいなどと血迷った事を考えたわけではない。かかってきた電話には出なければならないという先入観から、親指が勝手に誤作動を起こしたのだ。

『あっ、繫つながった！』

　耳に飛び込んできた陽一の声に、一いつ瞬しゆんだけ学生時代に引き戻もどされたような錯さつ覚かくを覚える。無駄に声が大きなところも相変わらずだ。

『桜沢か？　俺だ、日向。日向陽一。覚えてねえか？　ほら、大学で一いつ緒しよだっただろ？』

　そのような方は存じ上げません。番号をお確かめの上、もう一度おかけ直しくださいと、そう言って切ってしまいたかったが、思いのほか陽一の声が動どう揺ようしていたのでタイミングを逸いつしてしまった。

「こんな夜中に非常識だとは思わないのか？」

　携帯越ごしにもよく響ひびく声に顔をしかめながら、迷めい惑わく声で尋たずねる。

『悪い、他ほかのやつには全然繫がらなくてな。お前が出てくれてよかった。今、ちょっと緊急事態に陥おちいってるというか、絶体絶命の大ピンチなんだよ』

　電話の向こうで、『くそっ、どうなってんだ』と吐はき捨てる声が聞こえる。おそらく、頭でも抱えているのだろう。

「落ち着け。何があったのか、分かるように説明しろ」

　のっそりと起き上がり、携帯を耳に当て直す。

　仕し事ごと柄がらトラブって動揺している人間と相対する事が多いために、つい宥なだめてしまったが、よくよく考えてみれば、日向陽一がどれほど悲ひ惨さんな事態に陥っていようとも知ったことではない。

　自分たちは世間で言うところの友人の定義に該がい当とうするような関係ではなかった。陽一にしつこく請こわれて連絡先を交こう換かんした覚えはあるが、在学中も、大学を辞めた後も、メールの一通も交かわした事はない。

　正式な仕事の依い頼らいで相応の報ほう酬しゆうを貰もらえるとなれば話は別だが、無む償しようで相談事にのってやる必要はないだろう。冷静な頭でそう考えはしたが、『桜沢、助けてくれ』という陽一の切迫した声に、親指は携帯を切るのを躊ちゆう躇ちよする。

　だが、次に発せられたのは……。

『俺の肉体が奪われたんだ！』

　人並み以上に知能は高いつもりでいる。言語能力にも問題はない。だが、陽一の発した言葉の意味を理解するのに、ゆうに十秒ほどの時間を要した。

　いや、それだけの時間を費ついやしてもなお、言葉の意味する状じよう況きようを正確に理解できなかった。

　口から出たのは一言。

「……は？」

『いや、だから、俺の体が何者かに奪われたんだよ』

　正月だというのに年始の挨拶もなく質たちの悪いいたずら電話をかけてくるとは非常識を通り越こして絶ぜつ縁えん決定だ。もっとも、最初から絶縁状態だった。

　今日のこの瞬しゆん間かんまでは……。

　今度こそ問答無用で携帯を切り、ベッドに放り投げようとしたが、間かん髪はつ容いれずに二度目の着信音が鳴り響いた。手の中で携帯がブルブルと震ふるえ、ついでに結人の体も睡すい眠みんを妨ぼう害がいされたという理り不ふ尽じん極きわまりない怒りによって、小刻みにブルブルと震える。

「今、何時何分何秒だと思っている。ちょっとした冗じよう談だんで済まされる時間帯ではないだろう。警察に通報されたいのか!?」

　思わず怒りの声を発すると、『待て、頼たのむから切るな！』と、陽一の必死な声が返ってきた。

『事情、話すからちょっと待てって』

　仕方なく待っていると、ハアハアと興奮を静める息づかいだけが伝わってくる。これではまるで、変質者からの電話のようだ。

　ようやく落ち着くと、陽一が小さく唸うなる。

『やっぱり、口で説明するのは無理だ』

「はあっ!?　ふざけているのか？」

　こちらは、完全に寝ねるタイミングを逃のがしてしまったではないか。日本国憲法を序文から第百三条まですべて唱えたとしても眠ねむれそうにないくらい、すでに頭は冴さえてしまっている。

『お前、今から来られる……わけないか。明日は、時間あるか？』

「愚ぐ問もんだな。あるわけないだろう。仕事だ」

　正月をムショで過ごしたかったという理由で、コンビニからアンパンを盗ぬすんだ住所不定の婆ばあさんの窃せつ盗とう事件の公判があり、その準備がある。公選の仕事なので金にはならないが、どのような依頼も引き受けたからには全力で弁護するのが自分の務めであり使命だ。

『何時に終わる？』

「二十二時過ぎだろうな」

『時間が空き次し第だい、来てくれ』

「なぜ、俺がお前に会いに行かねばならん」

『会って話した方が早いだろ。ともかく、必ず来いよ。来てくれなかったら、俺は多分、死ぬ！』

　自信たっぷりに不ふ吉きつな宣言を行い、一方的に待ち合わせ場所を指定する。

「誰も行くとは約束していない！」

　慌あわててそう言ったが、陽一は最後まで聞かずに通話を終しゆう了りようしてしまった。

「なに、勝手に切っているんだ、あいつは!?」

　腹はら立だち紛まぎれに携けい帯たいを放り投げ、枕まくらに顔を埋うずめる。

　こんな真夜中に電話してきた挙げ句、肉体が奪うばわれたなどと意味不明な事を。酩めい酊てい状態なのかと疑ってみたが、声はしっかりしていた。

　結人は不意に、ガバッと身を起こした。

「まさか、暴漢にでも襲おそわれたのか？」

　いやいや、ありえない。ありえないだろう。

　仮にもアメフト部で活かつ躍やくしていた男だ。横よこ綱づな級の相撲すもう取とりに囲まれたのならいざ知らず、チンピラ風ふ情ぜいならば余よ裕ゆうで返り討うちにしている。しかし、クロロフォルムをかがされていたり、飲み物に薬物を混ぜられたりしたという可能性もあるだろう。

　男だか、女だか、宇宙人だか、ネアンデルタール人だか分からない未み確かく認にん生物に弄もてあそばれた挙げ句、素すっ裸ぱだかで遺い棄きされており、人前に出るに出られず、救助を待っているのかもしれない。

　陽一の哀あわれな姿を思わず想像してしまい、額を押さえて呻うめいた。

　世の中では日々、奇き想そう天てん外がいな事件が山ほど起きている。そんな事例をなまじ多く見てきただけに、ありえないことはないと考えてしまったのだ。

　十代の小こ娘むすめならばともかく、二十代半ばの大の男だ。今は混乱して電話をかけてきただけだとしても、明日になれば落ち着いて、自力で窮きゆう地ちを脱だつする方法を思い付くだろう。最悪、勤勉で献けん身しん的てきな日本国の警察に何とかしてもらえるはずだ。

　結人は繭まゆのように布ふ団とんにくるまった。

　何のメリットもないのに、自分から面倒事に首を突つっ込む必要はない。煩わずらわしい人間関係などに悩なやまされない鉄則は、必要以上に関かかわらない事だ。そうやって、今まで順じゆん風ぷう満まん帆ぱんに生きてきた。これからも、そのスタンスを貫つらぬけばいい。変則的に動いて良かった例ためしなど、今まで一度もなかったのだから。




　──だが、本当にそれでいいのか。




　布団から抜ぬけ出し、クローゼットに向かう。

　積み上げられた収納ケースに何年もしまわれていたアーモンド形のボールを取り出した。

　黒のマジックで記された『おめでとう』の文字は、薄うすれることなくそこに残っている。

「まったく……今さらだろ」

　ボールを収納ケースの中に押し込み、ハンガーにかかったシャツとネクタイをつかんだ。







　深夜に車を飛ばして待ち合わせの場所までやってきたのは、陽一の身を案じたからではない。

　一日あの男の事を考えて悶もん々もんとするより、手っ取り早く用を済ませて仕事に集中したい。その方がより効率的だと判断しただけだ。

　車を道どう路ろ脇わきに停とめて降り、点つけっぱなしのヘッドライトが照らす夜道を歩く。

　六時からは通常どおりに出勤だ。戻もどって眠る時間もないから、用が済んだら事務所に向かうつもりで、背広にコートをはおり、黒と灰色のストライプ柄がらのマフラーをしっかりと巻いていた。去年のクリスマスに、英国人の祖母グランマが贈おくってくれた手編みのマフラーだ。さらに革かわ手て袋ぶくろをはめればかなり暖かい。小こ脇わきには必ひつ需じゆ品ひんの六法全書も抱かかえてきた。

「日向のやつ、くだらない用事じゃないだろうな？」

　もし、そうだったら、原始的方法で遺い憾かんの意を表明してやる。もっとも、自分のひ弱な拳こぶしが陽一の顔面に与あたえられる損傷は極めて軽けい微びだと分かった上での行動だ。裁判で訴うつたえられたとしても、自分の行動の正当性を裁判官と裁判員に納なつ得とくさせ、勝しよう訴そする自信は十分にある。

　この場合は、労働基準法に違い反はんした連日連夜のサービス残業で心身とも憔しよう悴すい状態にあった被ひ告こく（桜沢結人）の責任能力の有無が争点になるだろう。

　小脇にビジネスバッグを抱え、革の手袋をすり合わせながら息を吹ふきかける。

　目の前にあるのは売り地の看板が立っている廃はい工場だ。部品工場のようだが、廃業して久しいのだろう。うっすらと雪を被かぶるトタン屋根は錆さび、一部は剝はがれている。

　懐ふところから取り出した懐かい中ちゆう時計を見れば、まだ午前四時だ。寂さびれた工業団地など通る人もいない。

　空はまだ闇やみに包まれており、点てん滅めつする街灯がなければ、何も見えなかっただろう。明かりに照らされた無人工場は、足を踏ふみ入れるのを躊躇する程度には不気味だった。

「本当に、いるのか？」

　いたとしてもこの寒さだ。凍とう死しでもしているんじゃないかと不吉な予感に眉まゆをひそめながら、門を開いて中に入る。廃材が放置されたまま、鉄臭くさいにおいを放っている。建物のドアはすでになくなっており、雪が吹き込んでいた。

　ポケットからペンライトのついたキーホルダーを取り出す。エアコンを買い換かえた時に電器店からもらった粗そ品しなだが、こんな時にはなかなか役に立つ。

　ライトを点けて建物の中を照らしながら、「おい、日向」と呼びかけた。

「こっちだ、こっち」

　振ふり向くと、掃そう除じ道具入れの陰かげから日向陽一が姿を現した。どうやら、凍死したのではないらしい。その事に少しばかり安あん堵どしたのは事実だ。

　ペンライトの明かりの中で佇たたずむ陽一の姿は、大学時代とそれほど変わっていなかった。少し大人びて見えるのは、リクルートスーツにしては黒すぎるスーツのおかげだろう。中には色物のシャツを着ており、ノータイで、襟えり元もとを開けていた。

　警けい戒かいするように辺りを見回す姿は挙動不ふ審しんだが、電話口で言っていたような絶体絶命の大ピンチに陥おちいっているようには見えない。これでは、こんな郊こう外がいの廃工場まで貴重な睡すい眠みん時間を削けずってノコノコやって来てしまった自分が馬ば鹿かみたいではないか。

「いったい、どういうつもり……」

「桜沢、良かった。やっぱり、来てくれると信じてたぞ！」

　全身全ぜん霊れいを込めて突とつ進しんしてくる元アメフト部員に顔を強こわばらせる。あんなものにタックルされれば、あばら骨の二、三本は簡単にへし折れてしまうだろう。

　間かん一いつ髪ぱつでかわすと、陽一は腕うでを広げたまま勢い余って前のめりにこけそうになる。

　体勢を立て直して向き直った陽一の異変に気付いて、眉をひそめた。

　その体は背後の鉄柱がうっすらと透すけて見えている。ペンライトの明かりの加減と言うにはあまりにも不自然だ。

「お前……」

「いや、実はさ。こういう事になってるもんだから、電話じゃ説明できなかったんだよ」

　陽一は腰こしに手をやりながら、そう言って苦く笑しようした。

　思わず、手を伸のばして陽一の肩かたに触ふれてみる。

[image: ]

　触れているはずなのに、何の感かん触しよくもなかった。

　こんなこと、物理的にあり得るはずがない。肌はだの感触も体温もないなんて。

　これでは、まるで……。

　頭が真っ白になるとともに、体が前のめりに倒たおれる。

　人間は理性で処理できない怪かい現象に出くわすと、性能の悪いパソコンと一いつ緒しよでフリーズするように出来ているらしい。

「おい、桜沢！」

　遠のく意識の中、焦あせったような日向陽一の声を聞く。

　お前は一体、どうなっているんだ？

　その問いは声にならないまま、プツリと思考が途と切ぎれた。







　記き憶おくが間ま違ちがっていなければ、大学一年の前期試験を終えて、夏季休きゆう暇かに入る直前の事だ。

　駅の駐ちゆう輪りん場じようの裏手で四人の悪漢どもに包囲された事がある。

「今、オレらの事、目で侮ぶ辱じよくしたろ。精神的苦痛を受けたから、慰い謝しや料りよう三万円」

　結人の黒いポロシャツの胸むなぐらをつかんだ悪漢の一人が、毛のない眉を精せい一いつ杯ぱい吊つり上げながら傍ぼう若じやく無ぶ人じんな要求をしてくる。

　腕に六法全書を抱えたまま、社会の底辺を見下すような冷ややかな視線を相手に向けた。

「人の財物を奪うばう行こう為いは、刑けい法ほう第二百四十九条、財物恐きよう喝かつ罪ざいに当たり、十年以下の懲ちよう役えきが科されるが、それを承知の上で言っているのだろうな？」

「いいから、さっさと金出せよ。オレらミセーネンだし、ケイホーとか関係ないから、テメーをボクサツしても罪にならねえんだよ」

　チッと舌打ちをする。こういう頭の悪い悪童どもには骨の髄ずいまで社会の厳しさを教えてやるのが世のため、人のため、本人のためであり、現行の少年法は寛かん容ようすぎるのだ。

「今日だけは見み逃のがしてやる。人生を棒に振る前に失うせろ」

　そう言い捨てて立ち去ろうとしたが、乱暴に肩を押され、金かな網あみに押し付けられた。

　金網の一部が飛び出していたのか背中をひっかき、その痛みに顔が歪ゆがむ。ポロシャツの一部が破れたに違ちがいない。まったく、とんだ損失だ。

「自分の立場、分かってんの？　オマエの人生が終しゆう了りようする前に、有り金を全部吐はき出せ！」

　よほど、非力に思われているのだろう。屈くつ辱じよくだが、結人の腕は六法全書より重い物を持つ仕様にはなっていない。まして、未開社会ならばともかく、二十一世紀の文明社会においては、暴力などという野や蛮ばんなものは、法という絶対的権けん威いの前に駆く逐ちくされるべきものだ。

　マハトマ・ガンジーをリスペクトしているわけではないが、仮にも司法の徒を目指す者が暴力を暴力によって排はい除じよするなどあってはならない。

　だが、もちろん、生命の危機に瀕ひんした時には自衛手段を行使することはやぶさかではない。結人が敬愛してやまない六法全書でも、正当防衛は認められている。

　密ひそかに拳を握にぎりしめた直後、頰ほおに強い衝しよう撃げきを覚える。めまいがして、口の中に不快な血の味が広がった。

　いくら法律で認められていても、正当防衛権を適切に行使できるとは限らない。こんな事なら、振り下ろされた拳をかわせるくらいの敏びん捷しよう性せいをもっと身につけておくべきだった。

　人体における反射神経の重要性について考察しながら二度目の攻こう撃げきを耐たえ忍しのぼうと、歯を食いしばった時だ。

「おい、桜沢。何やってんだ？」

　名前を呼ばれて顔を上げると、一台のスクーターが徐じよ行こうしながら近付いてくる。

「……日向」

　手にしていた六法全書で顔を隠かくそうとしたが、すでに遅おそい。よりにもよって、悪童どもに恐喝されている情けない姿を、顔見知りに発見されようとは。さっさとあっちに行けと念じたが、空気の読めない陽一はスクーターを停めると、キーを弄もてあそびながら降りてくる。

「何だ、てめえ。ここは今、関係者以外立ち入り禁止なんだよ。痛いてー目に遭あいたくなけりゃ、すっこんでろ」

　悪童は突とつ然ぜん割り込んできた陽一を、威い嚇かくするように乱暴に金網を蹴けっ飛ばした。だが、陽一は顔色を変える事なく、平然と近付いてくる。

　その足が適度な距きよ離りを保ってピタリと止まった。

「生憎あいにくと、俺はそいつの関係者なんだよ。放してやってくれねえか？　相手なら、かわりに俺がなってやるからさ」

「はっ!?　誰だれが関係者だ。お前など知らん」

　思わずそう言い返すと、悪童たちが馬鹿にしたように笑い出す。

「てめえの助けはいらねえってよ。分かったら、邪じや魔ますんじゃねえよ」

「お前なあ。強がってられる場合か？」

　陽一が悪童を無視してこちらを見ながら、腰に手を当てて呆あきれたように言う。余計なお世話だ。たとえ窮きゆう地ちに陥っていようとも、陽一の手など借りられるか。そもそも、弁護士を志す者が、恐喝や脅きよう迫はくに屈くつするような事があってはならない。この程度の事、自力で解決できなければ、他者を救済する事などできはしないだろう。

　立ち去れと告げようとしたが、悪童にポロシャツの襟えりを乱暴につかまれる。

「無視して勝手に話してんじゃねえよ！」

　苛いら立だった悪童の一人が陽一に歩み寄り、肩を突つき飛ばした。だが、よろめいたのはむしろ悪童の方で、陽一はびくともしない。

　顔を真っ赤にしながら、悪童はさらに陽一に殴なぐりかかろうとしたが、大きな手に頭をつかまれ、ボールさながらに放ほうり投げられる。

　地面に転がって呻うめく仲間の姿を見て、悪童どもの怒いかりは頂点に達したらしい。一人がズボンのポケットから折りたたみ式の万ばん能のうナイフを抜ぬき出す。

　銃じゆう刀とう法ほう違い反はんにはぎりぎり引っかからないとはいえ、十分に人を害する事のできる武器だ。

「お前のせいで状じよう況きようが悪化しているだろう！」

　陽一は殺気を剝むき出しにしている悪童どもを一いち瞥べつしてから、軽くため息を吐ついた。

「しょうがねえなあ」

　陽一がズボンのポケットに手を伸ばすのを見て、悪童どもが警戒するように一いつ斉せいに一歩下がった。だが、取り出したのは戦せん闘とう力のなさそうな薄うすっぺらい広告の切り抜きだ。

「ポテトのタダ券やるから、大人しく家に帰れ」

「舐なめんじゃねえよ。ポテトくらいでオレらがバイシューできると思ってんのか!?　オレら、そんなにお安くねえっつーの！」

「じゃあ、ほら、エンジンオイルの半額割引券もやるから」

「ざけんなよ。オレら、クルマ持ってねえのに、エンジンオイルがいるわけねえだろ！」

「インドカレー屋のラッシー無料券もあるぞ？」

　ポケットに何枚突っ込んでいるのか、陽一は次々にサービス券を繰くり出す。

「マジ、シネよ！　クソが」

　悪童は万能ナイフを振ふりかざして陽一に襲おそいかかる。突き付けた万能ナイフの先がワインのコルク抜きになっている事も気付かないほど、理性が失われているようだ。

　陽一は涼すずしい顔のままかわし、悪童の腕うでを押さえ込む。同時に反対の腕で悪童の首を絞しめ上げた。

　落ちた万能ナイフを足で踏ふみながら、陽一は残っている悪童たちを見回した。

「このまま、警察に突き出されたくねえだろ？　大人しく帰るなら見逃してやるけど、どうする？」

「わ、分かった。分かったから、放せよ！」

　取り押さえられた悪童が悲鳴混じりに叫さけんだ。

　ようやく腕を緩ゆるめた陽一は、悪童の背中を軽く突き飛ばす。

「そんな歳で刃は物ものなんか振り回してると、ろくな人生歩めないぞ、お前ら」

「うっせー、この○○○野や郎ろう！」

　悪童どもは誰のものか分からない自転車に跨またがり、公こう序じよ良りよう俗ぞくに反するような暴言をまき散らしながら表通りへと消えていく。

　気だるい暑さと、汗あせばんだ背中に貼はり付いたポロシャツがひどく不快だった。しかも針金で引っ搔かいたところがズクズクと疼うずく。立ち上がって唇くちびるの端はしを拭ぬぐえば、手の甲こうに血が付着した。

「大だい丈じよう夫ぶか？　唇、切れてるぞ」

　陽一が伸のばしてきた手を、無下にはね除のける。

「……何のつもりだ」

「何のって、お前が困ってそうだったから、助けてやったんだろ？」

「誰が助けてくれと言った。余計な事をするな！」

　六法全書などいくら頭に詰つめ込んだところで意味はない。結局、本当に窮地に陥おちいった時に助けになるのは、自分のような人間ではない。陽一のような人間だ。

　この男の存在は、いつだって自分の生き方を否定する。

　だから、関かかわり合いになりたくはないのだ……。

「おい、桜沢」

　情けない顔を見られるのも癪しやくで、うつむいたまま急ぎ足で立ち去った。
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「おい、桜沢」

　呼ばれて、軽くうずく頭を押さえながら目を開く。

　ペンライトの明かりで照らされ、まぶしさに顔をしかめながら起き上がった。

「大丈夫か？」

「大丈夫じゃないのは、お前の方だろう。いったい、どうなっている!?」

　改めて見ても、やはり陽一の体はぼんやりと透すけている。プロジェクタで映し出された映像というわけでもなさそうだ。

「それを俺も知りてえ。なあ、桜沢。もしかして、俺って幽ゆう霊れいになってねえか？」

　馬ば鹿か馬ば鹿かしいと鼻で笑い飛ばそうとしたが、陽一は至し極ごく真ま面じ目めな顔だ。

「寝ねぼけているのか」

「だって、そうだろ？　体から魂たましいが抜けた状態だろ？」

「くだらん。そんな非科学的な現象が起こるわけないだろう」

　メガネのブリッジを押し上げようとした指が途と中ちゆうで止まる。冷や汗がうなじを伝った。

「おい、桜沢？」

　これは……まずい。非常に、まずい。

「メガネを家に忘れてきた」

「今、それ、重要か？」

「重要だ！」

　思わず両手で顔をおおう。あれがないから、こんな非常識なものを目もく撃げきする事になるのだ。

　小学校三年の時に、走行中のデコトラに激げき突とつし、病院の集中治ち療りよう室で一週間ほど生死の境を彷徨さまよったせいなのか、霊れい能のう力者を自じ称しようする英国人の祖母グランマが生まれた時に謎なぞの儀ぎ式しきを行ったせいなのかは分からないが、子供の頃ころから度たび々たびあらぬものが見えてしまう。

　もちろん、両親にすら言ってはいない。言えば、脳組織に異常があると思われ病院に放り込まれる事になるだろう。

　メガネをかけている時にはある程度その不可解な現象が軽減されると分かってからは、それは就しゆう寝しん時以外に外す事のできない必ひつ須すアイテムとなっていた。

　もちろん、そのあらぬものが『幽霊』などというものだとは断じて認めるつもりはない。メガネによって矯きよう正せいされるということは、視力的な問題であって、超ちよう常じよう現象などではない。

　世の中で超常現象と言われるものの大半は誤ご認にんか、あるいは錯さつ覚かくか、偶ぐう然ぜんの産物だ。幽霊も地球外生命体もイエティもチュパカブラも人間の妄もう想そうの産物であって、実際には存在しない。

　ということは、目の前にいる日向陽一も実際には存在していない事になる。

「何だ、夢か」

　目が覚めればベッドの上で、何もかも忘れているだろう。六法全書を枕まくらがわりに横たわり、目を伏ふせる。コンクリートの冷たさと埃ほこりっぽさがやけにリアルだ。

「おい、一人で寝るなよ」

「うるさい、俺は明日も早いんだ」

　いきなり六法全書が奪うばわれ、頭がガクッと下がる。

　コンクリートの床ゆかに後頭部をぶつけ、痛みを堪こらえて呻いた。

「何をする!?」

「夢じゃねえの、分かったか？」

　確かに、痛みは本物だ。

　のっそり起き上がると、せっかくクリーニングに出したばかりのコートも埃まみれだ。

「夢じゃないというのなら、お前は何なんだ？」

「だから、魂だけになってんだって。他ほかに説明がつかねえだろ？」

「分かった、事情だけは聞いてやる。魂とやらになった経けい緯いを簡潔明めい瞭りように話せ」

　片手を上げて、投げやりにきく。

「それがだな」

　陽一の話によれば、昨夜の十八時過ぎにビジネスホテルのロビーで仕事先の相手と会い、十九時前に別れて自宅に戻もどろうとしていたという。

「帰りに、誰だれかと飲みに行った、と思う。駅前に渡と坂さかってうまい焼き鳥屋があるだろ？　そこで一いつ杯ぱいやって、話が盛り上がって、二軒けん目に行こうって事になってだな」

　焼き鳥屋の横手の細い路地を入って、空き地を通り抜けようとしたところまでは断だん片ぺん的てきに覚えているが、アルコールが回っていたせいか、飲んだ相手が誰だったのかは思い出せないらしい。気付いたら魂だけの状態で廃はい工場にいたそうだ。

「お前は医学的見地から言えば、すでに生命活動を停止していると主張しているわけか？」

　目の前にいるのが何なのかはとりあえず置いておくとして、陽一が酩めい酊ていした挙げ句に、財さい布ふでも盗ぬすまれて殺害されたというのは十分ありそうだ。

　今日日、数千円のために殺しも厭いとわない輩やからはいくらでもいる。だとしたら、自分に出来る事は何もない。御ご冥めい福ふくを祈いのるのみだ。

「いや、そうじゃねえよ。俺は死んでねえ」

「幽霊になったと主張したのはお前だろう」

「俺はこの目で自分が見下ろしてんのを見たんだよ。あいつに体を奪われたんだ。間ま違ちがいないって！」

　信じてくれと言うように見つめられても困る。人差し指を眉み間けんに運んだ。

「お前の説明は意味不明だ。証言としての信しん憑ぴよう性せいに著いちじるしく欠けている」

「俺が思うに、これは絶対ドッペルゲンガーってやつだ！」

　陽一は真ま面じ目めな顔付きで、そう断言した。

「は？　何だって？」

「あるだろ？　自分と瓜うり二ふたつの人間を見ると死んじまうとかいう伝説が」

「何を馬ば鹿かな。瓜二つの人間を見ただけで死ぬならば、一卵性双そう生せい児じはどうなる」

「だから、伝説の妖よう怪かいっぽいやつなんだって！」

　陽一は焦じれったそうに声を大きくした。

「日向、お前の体が異常事態なのは分かった。だが、幽霊だの、妖怪だのと言われても俺には理解不能だ。今から救急車を呼んでやるから、しかるべき医い療りよう機関で精密検査を受けてこい」

　今、自分にできるアドバイスはそれくらいだ。

「お前以外に、俺の姿が見えると思ってるのかよ？」

　そう問われて、返す言葉に詰まる。

「桜沢、あいつは俺を見て笑いやがったんだ。俺の体を奪って、俺に成り済まして、どこかをほっつき歩いてんだよ。そんな事、許せねえだろ」

　仮に陽一の証言が事実だとして、この場合は窃せつ盗とう罪ざいになるのだろうか、それとも傷害罪になるのだろうか。そんな埒らちもない事を考えたのは、一種の現実逃とう避ひか……。

「桜沢、頼たのむ。力、貸してくれ！」

　陽一は膝ひざに手をついて、深く頭を下げた。

「俺にも仕事がある」

「忙いそがしいのは分かってる。俺の体を奪ったやつは、俺が見つけ出す。ただ、家族に連れん絡らくが取れねえんだ。俺に成り済ましたやつが戻ってくるかもしれないし、おふくろや妹に余計な心配をかけたくねえ。家族の事、お前に頼みたいんだ」

　沈ちん黙もくが落ちる。結人は割れた窓ガラスの方に視線を移した。

　ペンライトの明かりに照らされたそこに映るのは自分の姿だけだ。

　魂だけとなった人間を救う事など、どこかの宗教団体が崇あがめ奉たてまつる救世主ではないので、できはしない。有能を自負していたところで一いつ介かいの弁護士に過ぎない。

　これは、自分のキャパシティーを大おお幅はばに超こえた案件だ。

　だからといって、無視できるのか？

　駅裏の駐ちゆう輪りん場じようで悪童に恐きよう喝かつされていた時、通りがかったのが別の誰かであれば、おそらく助けはしなかっただろう。写メでも撮とられ、十年後の同窓会どころか半世紀先の同窓会まで物笑いの種にされていたのが関の山だ。

　大学時代、他人から好かれていなかった自覚はある。愛あい想そもなかったし、他人と積極的に関かかわろうともしなかった。人から見れば、気にくわない人間だっただろう。

　陽一だから助けに入ったのだ。

　見返りもなく、困っていそうだという、ただそれだけの単純な理由で。

　助けられておきながら、陽一が窮きゆう地ちに陥おちいっている時には、我関せずと見捨てるのか。

　それは、自分が軽けい蔑べつする類たぐいの人間と同じではないか。そんなものになるために、弁護士という道を志したわけではない。

　目を伏せてふっと息を吐はいてから、改めて陽一を見た。

「俺はお前の家族の事まで責任は持てない」

　そう言うと、陽一は落らく胆たんの表情をわずかに覗のぞかせ、うつむき加減に「そう、か」と言う。

「お前の体を奪ったやつが戻ってくるかもしれないんだろう。だったら、お前が家を見張っていろ。そのかわり、体の方は仕事の合間になら……さがしてやる」

　陽一は顔を上げ、驚おどろきを込めた瞳ひとみで見つめてきた。

「いい、のか？　お前を危険に巻き込む事になるかもしれないんだぞ」

　陽一の体を奪った何者かが本当に存在するかどうかはともかく、その体に起こっている超常現象の解明に手を貸すくらいはしていいはずだ。

　あの時、陽一に助けられながら、礼も言わなかった。その代わりだと思えばいい。

「その方が効率的だと判断しただけだ。お前のために命までかけるつもりはないからな。危険だと思ったら、遠えん慮りよ無く身を引かせてもらう」

　こうなったら、一刻も早く問題を片付けて、正常なる我が日常に戻るのみだ。

　陽一は安あん堵どしたように表情を和やわらげて、片手で短い髪かみをかき上げた。

「連絡取れたのが、お前で良かったよ」

「こっちは、はた迷めい惑わくだがな」

　顔をしかめて、ため息を吐く。

「俺、お前の事、死ぬまで恩に着るからな。もしかしたら、もう死んでる可能性もあるけど、その時には来世できっちり返す！」

　陽一は改まったように姿勢を正して頭を下げた。

「いらん。暑苦しい」

　来世なんてものがあったとしても、その時まで陽一と関わり合うつもりはない。

「そう言うなよ。受けた恩は絶対に返せってのが、我が家の家訓なんだ。守らないと日向家の墓には入れてもらえねえ」

　真ま面じ目め腐くさった顔をして言う陽一から、視線をそらす。

「言っておくが、今回限りだ」

「ああ、分かってるよ」

「用があればこちらから連絡を入れる」

　人生の重要な分ぶん岐き点てんは、いついかなる時に用意されているのか分からない。だからこそ、どんな選せん択たくも慎しん重ちようを期さねばならない。

　この時の選択を後々になって深く悔くいる事になるとは、思いもしなかった……。

　外に出て懐かい中ちゆう時計を見れば、午前五時半。

　空はまだ闇やみに包まれたままだった。




　　　　＊＊＊




　駅前ロータリーの一角に、五階建ての真新しいビルが建つ。円形でガラス張りのモダンな外観は、テレビにも度たび々たび登場する某ぼう有名デザイナーの設計らしく、古びたビルばかりが並ぶ駅前通りでは、一ひと際きわ異い彩さいを放っていた。

　所属している弁護士は結人を入れて五人、事務スタッフ二名だ。王おう城ぎ法律事務所は国内だけで二十の支部を持つ。結人の所属している四辻支部は中でも小規模な事務所ではあるが、近きん隣りん県の依い頼らいも引き受けているので、一人当たり十から二十以上の案件を抱かかえており、暇ひまを持て余すような事はない。

　支部で実績を積めば、晴れて東京にある本部事務所で名実共にトップ弁護士として活かつ躍やくできる。それは王城法律事務所に所属する五百名からなる弁護士の共通する目標であり、結人ももちろん例外ではない。本来なら、日向陽一などにかまっている暇などないのだが、口頭とはいえ約束を交かわした以上は、遂すい行こうする義務が生じる。

　一月四日の午前六時半現在、オフィスにいるのは結人一人きりだった。窓まど際ぎわのデスクで、眉間に皺しわを寄せながらノート型パソコンと向き合う。

　開いているのは明聖大学文化人類学部教授が十年ほど前に書いた論文のＰＤＦファイルだ。

「ドッペルゲンガーか」

　それを目もく撃げきすれば死ぬ、あるいは死期の近い人間が目撃する、などの伝承がある。

　あまりにも非現実的な事象だと頭かぶりを振ふった時、オフィスのガラス戸が開いた。

「あれぇ、桜沢先せん輩ぱいじゃないですか」

　小こ脇わきに分厚い茶ちや封ぶう筒とうを抱えて入ってきたのは、後こう輩はいの栗くる栖す澪みおだった。

　去年の春に採用された新人弁護士である。

　高校生でも通用しそうな華きや奢しやな体格と童顔だ。弁護士事務所よりも芸能事務所にでも所属している方が様になっているほど綺き麗れいな顔立ちで、オフィスの女性陣じんには大変受けがよい。

　茶系に染めた髪と、同色のカラーコンタクトを入れた瞳は社会人としてどうかとも思うが、個人の趣しゆ味みなのでとやかくは言うまい。

　基本的に、結人は仕事さえできれば外見がどうであれ気にはしない。栗栖はこう見えてなかなか仕事熱心で、礼れい儀ぎ正ただしく、業務もそつなくこなす。少々八方美人気味なところが鼻につくこともあるが、それは愛あい嬌きようの範はん囲いだ。

「休日なのに仕事ですか？」

　そう尋たずねる栗栖も、ダッフルコートの下はスーツだ。

　コートかけにコートを引っかけ、茶封筒を抱えながらやってくる。

　結人が教育係に抜ばつ擢てきされているため、栗栖のデスクは結人の隣となりだった。書類や法律関係の本が山積みになっている結人のデスクとは違ちがい、栗栖の机は数冊の本がブックエンドの間にきちんと収まり、出しっぱなしの書類は一枚もない。地元銀行のワニを模したオリジナルキャラクター、『ゼッニー』のペン立てや卓たく上じようカレンダー、メモ帳などが並んでいるだけだ。

「お前の方こそ、実家に帰るんじゃなかったのか？」

「年末にインフルエンザにかかっちゃったから、仕事が溜たまってて。どうせなら、片付けちゃおうかなあと。誰だれもいないと思ってたのに、先輩いるんだもんなあ。敵かなわないや」

「例の花はな田だ夫妻の離り婚こん訴そ訟しようか？　かなりもめていたようだな」

「ああ、あれはいいんです。終わったから」

　椅い子すに腰こしを下ろし、栗栖は茶封筒をデスクに置いて中から書類の束を取り出す。

「終わった？」

「訴訟取り下げ。刃にん傷じよう沙ざ汰たになるんじゃないかってくらい、大げんかしてたのに仲直りしたらしくって。ラスベガスで年とし越こしだそうですよ。新しん婚こん旅行のやり直しだって。こっちは彼女作る暇もないっていうのに、嫌いやになっちゃいますよね」

　形のいい眉まゆをひそめてため息を吐く栗栖の整った横顔を思わず見る。

「それ、訴訟の準備は進めておいた方がいいぞ」

「え？　何でです？」

「不ふ吉きつな予感がする。多分、空港に降りたら即そつ刻こく、駆かけ込んでくるな」

「ラスベガスで年越しなんですよ？　カウントダウン花火とか見るんですよ？　カジノで遊んで、ホテルでディナーとか食べたりして、スイートルームでＨとかしちゃうんですよ!?」

「甘いな、栗栖。カジノで旦だん那ながすってんてんになり、ホテルディナーは超ちよう満まん員いんで入れず、街に繰くり出したら人ひと混ごみで頼たのみの綱つなのカード入り財さい布ふをすられ、スタンダードルームに戻もどってカップラーメンを啜すすっているうちに、パートナーに対する不信感が募つのり、人生の選択を誤ったことを再さい認にん識しきし、一言も口をきかずに空港まで戻ってくるというのが、予測されるパターンだ」

　メガネの縁ふちをクイッと指で押し上げる。椅子をクルリと回した栗栖が、尊敬の色を湛たたえた瞳でじっと見つめてきたので、何やらむず痒がゆくなってディスプレイに視線を戻した。

「やっぱり桜沢先輩ってすごいですよね」

「経験による勘かんだな。お前もいずれ分かるようになる」

「僕には夫ふう婦ふ間のことなんてまだ分かりませんよ。先輩も結けつ婚こんはまだでしょ？」

「まあ、そうだな。今は家庭より仕事優先だ」

「男女の機き微びなんて、僕には全然分かりませんけど、先輩は経験も豊富なんですね」

　少し落ち込んだようにうつむき、栗栖は膝ひざの上で拳こぶしを握にぎった。

「お前だって、交際相手には事欠かなかっただろう」

「ええ、まあ。三十人くらいと付き合いましたけど」

　結人の眉がピクリと跳はねる。栗栖ははあっとため息を吐つき、デスクに向き直って頰ほお杖づえをついた。童顔には似合わない大人びた哀あい愁しゆうがその横顔に漂ただよう。

「どの子も可愛かわいかったし、付き合っている時は楽しかったけど、なんだか違うんですよね。運命を感じないって言うか。それに僕、追いかけられると面めん倒どうくさくなるタイプって言うか。大学卒業の時に別れてからは、付き合う気が失うせちゃったんですよ」

　この、好き者めが！

　栗栖の細い首を我が手が絞しめ上げる前に、テントウムシ形のマウスを力ちから一いつ杯ぱい握にぎり締めた。

　実を言えば結人は経験豊富どころか、生まれてこの方、異性と交際した経験など皆かい無むだ。

　それもこれも一心不乱に勉学に勤いそしんできたからであり、遊び呆ほうけている暇など自分の人生においては一分一秒たりともなかったし、これからもおそらくはないだろう。

　なのに、隣の後輩はというと、取っ替かえ引っ替え飽あきるほど女と遊んだ挙げ句に、司法試験にも一度で合格し、今は自分と同じこの王城法律事務所に所属しているのだ。

　結人は勉学一色に彩いろどられた自分の人生を悔くやみはしない。俺も少しくらい遊んでおけばよかったなどと軽けい薄はくな思考にとらわれているわけではない。

　が、何だろうか。とてつもない不公平さを感じる。沸ふつ々ふつと込み上げる不快感に眉まゆ根ねを寄せていると、栗栖がこちらを向いて実に無む邪じや気きな笑えみを浮うかべた。

「それに、今は桜沢先輩と一いつ緒しよに仕事している方がずっと楽しいし！　僕、先輩がいるからこの事務所に入ったんですから」

　そういえば、事務所に入った時にもそんな話を聞いた覚えがある。

　小学生男子の上うわ履ばきばかりを狙ねらった連続窃せつ盗とう犯の裁判を傍ぼう聴ちようした事があるらしい。その時、被ひ告こくの弁護を担当していた結人の弁べん舌ぜつに、いたく感かん銘めいを受けたのだと新人歓かん迎げい会かいの時に熱心に話してくれた。

　最初はおべんちゃらかと思っていたが、先輩、先輩と慕したわれればさすがに悪い気はしない。容姿がよければ女性が群がってくるのは世の常であり、それは栗栖の責任というわけではないだろう。女性と付き合いながらも、勉強にも励はげんでいたのだからむしろ褒ほめられるべきだ。

　本人としては悪気はないのだし、可愛げのあることも言うから憎にくめない。そう、後輩の評価について見直していると、横からヒョイとディスプレイを覗のぞかれる。

「先輩は例のコンビニ窃盗犯の件ですか？」

「いや、これは」

　焦あせって開きっぱなしになっていたＰＤＦファイルをしまおうとしたが、すでに遅おそかったようだ。「ドッペルゲンガー？」と、栗栖が怪け訝げんそうに首を傾かしげる。

「つまりは……被ひ害がい者しやに成り済ました窃盗事件というか、そういう類たぐいのものだ」

「ああ、オレオレ詐さ欺ぎっぽいやつですか」

　オレオレ詐欺とは、電話口で「オレ、オレ」と言っては、善良なるジジババから溜め込んでいたタンス預金や年金、退職金、生きる気力まで根こそぎ奪うばっていく悪質な詐欺のことだ。

　年金支給日近くになると、テレビでは盛んに注意を呼びかけている。

　確かに、他者に成り済ますという点においては共通性があるようにも見えるが、奪われたのはお金ではなく本人の肉体そのものだ。

　類るい似じの事件はないのだろうかと不意に思い至り、背もたれから身を起こして過去の裁判記録を網もう羅らしたオンラインデータベースにアクセスする。

「先輩、コーヒーいれましょうか。あ、先輩はコーヒーより、紅茶派でしたっけ」

　椅子を引いて立ち上がった栗栖に「ああ」と、生返事をしながらキーボードで検けん索さくワードを打ち込んでいく。関連事件の一覧が表示されるのを待ちながら顔を上げた。

「アッサムをブラックティーで頼む」

　振ふり向いて言うと、給湯室の方から「はーい」と、栗栖の声が返ってくる。

　こんな時、自分は英国人祖母グランマの血を色いろ濃こく受け継ついでいるのだと思う。

　頭をクリアにしたい時にはコーヒーより、やはり紅茶だ。







　四辻駅の表通りから少し外れた商店街は、休日だというのに賑にぎわいもなく、ほとんどの店がシャッターを下ろしていた。

　アーケードの看板に書かれた『黄泉よみ坂ざか商店街』の文字を確かめてからゆっくり左折する。

　通りには古びた外観の仏具店や写真館が店を構えていた。

　黄泉坂という名前も不吉だが、全体から漂う末期の空気が何とも不気味だ。

　メガネをかけていることを無意識に確かめながら車を徐じよ行こうさせると、木造二階建ての店が見えてきた。車を脇わきに寄せて停とめ、ドアを開いて降りる。

　店は一階部分が事務所になっているらしく、隣となりが一台分の車庫になっている。事務所と車庫の二階部分が住居なのだろう。窓にかかっているのは少女趣しゆ味みなイチゴ柄がらのカーテンだ。

　車庫のシャッターは下りており、事務所の玄げん関かん戸にもカーテンがかかっていた。玄関先に並べられた観葉植物の鉢はち植うえはすっかり枯かれ、看板はなく、戸のガラス部分にかなりレトロな字体で『黄泉坂法律事務所』と書いてある。

　正月だから休んでいるのか、それともすでに廃はい業ぎようしているのか、表向きには分からなかった。

　背後から肩かたをつかまれて反射的に振り返ると、そこには誰の姿もない。

　眉をひそめて見回すと、「おい、桜沢」と辺りをはばかるような小声が聞こえる。

　メガネを外せば、陽一の姿が目の前にあった。愛車の陰かげに引っ張り込まれ、二人して身を屈かがめる。傷一つないパールホワイトの車体に映るのは自分の姿のみだ。陽一はやはり、特異な状態にあるらしい。

「何度も連れん絡らくしたのに、なんで出ないんだよ。着拒してんじゃねえだろうな？」

「連絡はこちらからすると言っただろう。それより、例の窃盗犯は現れたのか？」

「いや、見張ってる間は現れなかったな。一応、俺の姿をしたやつを見かけたら、知らせてくれるように声をかけておいた。それで、あちこち回ってたんだよ」

「おい、待て。誰だれに声をかけたって？」

　聞き捨てならず、思わず陽一の顔を見て問う。陽一の姿を見る事ができる人間は限られているだろう。

「子供の頃ころに世話になった近所の爺じいちゃんとか、交通事故に遭あったサラリーマンのおっさんとか、甲かつ冑ちゆうきた侍さむらいとかもいたぞ。血みどろだけど、話してみると案外気の良いやつでさ。幽ゆう霊れいって、あちこちにいるんだな」

　陽一は懐ふところをさぐって箱を取り出した。

「葬そう式しきまんじゅう、もらったけど、お前も食うか？」

　差し出された箱には、いかにも縁えん起ぎの悪そうなまんじゅうが二つ並んでいる。陽一の姿が見えている自分ならともかく、通行人から見れば箱が宙に浮いているようにしか見えないはずだ。

　慌あわてて辺りを見回したが、幸いに誰の姿もない。

「いいから、さっさと片付けろ！」

　小声で言うと、陽一は急いでまんじゅうを口に押し込む。

　軽い頭痛を覚え、額に手をやってため息を吐く。

　ただでさえ、訳の分からない状じよう況きようなのだ。これ以上の面倒事は御ご免めんだ。

「得体の知れないものまで、節操なく親しん睦ぼくを深めるな」

　小声で釘くぎを刺さすと、陽一は心外そうに眉まゆをひそめた。

「ちょっと成じよう仏ぶつできてねえだけで、親切な連中だぞ。幽霊の心得とか教えてくれたしな」

「お前は一生、幽霊とやらでいたいのか？」

　陽一のスーツの襟えりをつかみ、声のトーンを低くして問う。

「怒おこるなよ。情報収集しようと思ったんだって。お前にばっかり頼たよるわけにもいかないだろ」

「それで、有益な情報は得られたのか？」

「得られていれば、苦労はしてねえよ」

　結人も今日一日、データベースや、図書館で地元新聞のバックナンバーを調べてみたが、大した収しゆう穫かくは得られていない。陽一の置かれている状況について不確定要素が多すぎるのだ。

　事務所の二階を見上げた陽一の表情が不安に陰かげる。

　女性や子供ならいざ知らず、成人男子が二日ほど家に戻もどらなかったからといって、騒さわがれる事はないだろう。だが、このまま連絡も取れず、行方ゆくえも分からないとなれば、さすがに家族も異変に気付く。仕方ないと、膝ひざに手をついて立ち上がった。

「適当な事情を説明すればいいんだろう」

「悪い、桜沢。俺のために面倒かける」

　陽一が両手を合わせて申し訳なさそうな顔をする。

　玄関戸を開こうと手を伸のばすと、タイミングがいいのか悪いのか、内側からガラッと音を立てて開いた。買い物かごを提さげた女性が、あらっという顔をして結人を見上げる。

　背は低く、くせのある髪かみを横で一つに束ねていた。ベージュのダウンジャケットの下はフリース素材のタートルネックとジーンズという恰かつ好こうだ。

　挨あい拶さつを忘れて不ふ審しん者しやよろしく突つっ立っていると、女性の方が声をかけてきた。

「うちの事務所に何か御ご用ようですか？」

　おっとりした柔やわらかな声だった。事務所から出てきたという事は陽一の家族だろう。だが、母親というには若すぎるし、姉というような若さでもない。

　確かく認にんしようにも陽一の姿はいつの間にか側そばから消えている。仕方なく、上着の内ポケットに入れていた名めい刺しケースを取り出し、一歩進み出た。

「申し遅おくれました。私、王城法律事務所に勤めております弁護士の桜沢と申します」

　名刺を差し出しながら名乗る。

「これはご丁てい寧ねいに」

　女性は両手で受け取った名刺を見た途と端たん、瞳ひとみを輝かがやかせた。

「まあ、桜沢さん！」

「ええ、そうですが」

「陽一と大学時代にお友達だった、あの桜沢さん！」

「いえ、私は……」

「大学の頃、陽一からよく話を聞いていたんですよ。なんだか、とっても懐なつかしいわ」

　女性は嬉うれしそうに、パチンと両手を合わせる。陽一め、いったい何の話題を家族に吹ふい聴ちようして回っていたのか。少なくとも、ろくな話題ではあるまい。

「ごめんなさいね。陽一は昨日から帰ってないの。連絡もしてこないなんて珍めずらしいんだけど」

「その件で立ち寄ったのですが、日向君からご家族の方に言こと伝づてを頼たのまれておりまして」

　軽く咳せき払ばらいをしてから、肝かん心じんの話を切り出す。

「まあ、そうなの？　それなら、中に入って。今、ストーブを点つけるから」

「いえ、すぐに帰りますから」

　用件を告げるだけなので、玄関先で十分だ。

「陽一のお友達を外に立たせたままじゃ悪いわ。それに雪も降ってきたし」

　事務所に戻ろうとした女性は、そう言って微笑ほほえんだ。アーケードの隙すき間まから、ふわりと雪が落ちてくる。友人ではないと訂てい正せいするタイミングを完全に逸したらしい。

「それでは、少しだけお邪じや魔まします」

　あまり強く拒きよ否ひしては、かえって失礼に当たるだろう。観念して営業用の笑えみを作った。

「ゆっくりして行って。今、お茶をいれるから」

　女性の声が事務所の中から返ってくる。

　ため息を吐ついて電信柱に歩み寄ると、その陰からスーツと靴くつが覗のぞいていた。

「何をしている？」

　腰こしを落としてうな垂れている陽一に、声をかける。

「こんな情けねえ姿、おふくろに見せられるかよ」

「母親なのか」

　到とう底てい、陽一のような息子むすこがいる年ねん齢れいには見えない。

「ああ、日向志し織おり。あれでも五十一だぞ」

「五十……」

「今、詐さ欺ぎだって思ったろ？　俺もそう思う」

「ともかく、隠かくれていたってどうしようもないだろう」

　どのみち、母親には陽一の姿は見えないのだ。いや、だから余計に入り辛づらいのか。

「ここで待っているのか？」

「いや……行く」

　陽一は覚かく悟ごを決めたのか、のっそりと立ち上がった。

　車を車庫に入れて、事務所に向かう。

　玄関戸を開くと、陽一の母、志織がちょうどお茶をいれたところだった。







　二人がけ用の黒い応接椅い子すに腰をかけた結人は、出された緑茶に口を付けながら、さりげなく事務所の中を見回した。

　明かりはついているが、カーテンを閉め切っているせいで薄うす暗ぐらい。応接セットやねずみ色の書類棚だな、事務机などが置かれ、一応は事務所らしい体てい裁さいを保っている。

　しかし、部屋の半分を占せん拠きよしているのは、本来法律事務所には無用の代しろ物ものである筋トレマシンの数々だ。小型で折りたたみ収納可能なランニングマシンから、傾けい斜しやのついた腹筋台、通つう販はんでお馴な染じみの開閉式美び脚きやくマシン、さらには振しん動どうによって腹筋を鍛きたえるベルトまでそろっており、ちょっとしたトレーニングジムのようだ。

　ヤカンののっているストーブの前にしゃがみ込み、志織はマッチで火を点ける。ボッという音とともに、いささか不完全燃ねん焼しよう気味の煙けむりとにおいが一いつ瞬しゆんだけ立ち上る。

「桜沢さんはおぜんざいはお好きかしら？」

「ぜんざいですか？　ええ……まあ」

　曖あい昧まいな返答をすると、志織は「よかった」と嬉しそうな顔をして立ち上がった。

「ちょうど、小豆あずきを煮にたところだったのよ。ちょっと、待っててね」

「いえ、おかまいなく！」

　引き止めようと伸ばした手も届かず、志織は暖簾のれんをくぐって廊ろう下かの奥に姿を消してしまう。

「正月に商店街で餅もちつきしたからな。餅が余ってんだよ。消費に協力してくれ」

　陽一は菓か子し器の煎せん餅べいに手を伸ばし、パクリとくわえる。

「お前な……」

「おふくろのぜんざいは、けっこううまいぞ？」

「そういう事じゃない。この状況でよく食えるな」

　さきほど、葬そう式しきまんじゅう二つを平らげたばかりだ。

「一昨日おとといから食ってなかったから、腹が減ったんだよ。お前もワサビ煎せん食うか？」

　半分に割った煎餅を、陽一が差し出してきた。

「結構だ。それより、母親や妹の前ではやるなよ」

「分かってるって」

　本当に分かっているのかどうか怪あやしいものだと思いながら、呆あきれた目で煎餅を食べている陽一を観察する。

　子供の頃ころに幾いく度どとなく目もく撃げきした正体不明のアストラル生命体Ｘ（通つう称しよう、幽ゆう霊れい）とは大おお違ちがいだ。

　寄らば祟たたるぞとばかりに睨にらまれて気絶したことも一度や二度ではない。そのおかげで、周囲の大人たちには体の弱い子だと思われ、総合病院に放ほうり込まれて精密検査を受けたこともある。

　だが、陽一の場合はほんの少し透すけているところと、自分以外に見えない事を除けば、普ふ通つうの人間となんら変わらない。

　大学を中退以後、二度と会う事はないと思っていた相手と、こんな奇き妙みような形で再び関かかわり合う事になろうとは。縁えんは異なものとはよく言ったものだ。

　ため息を吐いた時、背中に注がれている視線に気付いた。

　何気なく振ふり返ると、暖簾の陰かげから少女が覗いている。

　高校生くらいだろうか。前まえ髪がみを切り揃そろえた古風なボブカットで、少々野や暮ぼったい黒くろ縁ぶちのメガネをかけている。ハイソックスを履はいた細い足は、何か物言いたげにモジモジしていた。

「おい、日向」

　小声で呼びながら、二枚目の煎餅に手を伸ばそうとしていた陽一の足を軽く蹴ける。手を止めた陽一が、廊下へと続く奥の入り口を振り返った。

「ああ、何だ、トキか」

「トキ？」

「俺の妹。時とき子こって名前だから、トキって呼んでんだよ。あいつ、すげえ人見知りでさ。座ざ敷しき童わらし並みに引っ込んでるから、出てくるの珍しいんだ」

　座敷童……たしかに、今時珍しいくらいに奥ゆかしげな雰ふん囲い気きの少女である。目が合うと、顔を真っ赤にして暖簾の陰に身を潜ひそめてしまった。

　ご家族とあらば、挨拶しないわけにはいかない。

「お邪魔しています」

　会え釈しやくすると、そっと顔を覗かせた時子も会釈を返してきた。

「あの……誰だれとお話していたんですか？」

「あ、いや、電話を」

　かけていたふりをするには、携けい帯たいを取り出すのが遅おそすぎた。メガネ越ごしにじっと見つめられて非常に決まりが悪い。

「時ちゃん、お客さんにご挨あい拶さつした？　あなたもいらっしゃいな」

　お盆ぼんに器うつわをのせた志織が、娘むすめにそう言いながら事務所に現れる。時子はコクリと頷うなずいて、母親の陰に隠れるように事務所に出てきた。

「さあ、どうぞ」

　お椀わんを受け取ると、あんこの海に、小島のようにぷっくりと焼き餅が浮うかんでいる。

　何故なぜに、正月にぜんざい？

「気にすんな。俺ん家ちは先祖代々、正月はぜんざいを食うって家訓で決まってんだよ」

　陽一が顔を寄せて囁ささやく。家訓ならば仕方がないし、正月にぜんざいを食してはならないという法律もない。むしろ、『正月餅食べ方選せん択たくの自由』が日本国民には与あたえられていていいはずだ。ここは郷に入っては何とやらで、いただくのが筋というものだろう。

　口に運ぶと、ほっこりとした優やさしい甘さが口に広がる。しばらくの間は、三人ともぜんざいを堪たん能のうする事に集中した。おかげで会話はなく、壁かべにかかったクラシカルなボンボン時計が、やけに大きな音を立てて時を刻む。

　そういえば、正月にこうして誰かと餅を食べたのは何年ぶりの事だろうか。父親も母親も司法関係の仕事をしていたし、弟とはあまり仲が良くなかった。

　正月に家族全員で餅を食べた事も、初はつ詣もうでに行った事も覚えている限り一度もない。

　互たがいに無関心で、辛かろうじて外そと面づらだけ家族という体裁を保っている。そういう家だった。唯ゆい一いつ、身内と思える人がいるとしたらそれは英国にいる祖母だけだ。

　正月だけでも家族そろって餅を食べるような家だったら、家庭崩ほう壊かいを起こす事もなく、自分も疎そ遠えんになる事はなかったのかもしれない。

　不意に胸に込み上げてくるものがあり、目め頭がしらを指で押さえた。いかん、甘さが目にきた。

　ぜんざい如ごときで感傷的になるとは。日向家に染みついた生活臭しゆうのようなもののせいだろうか。

「桜沢さん。それで、あの子は今どこなのかしら？」

　お椀を置いた志織に尋たずねられ、結人は箸はしを休めて傍かたわらの陽一に視線を向けた。

　どちらもこちらも、お宅の息子さんは今、そばにいる。

　だが、志織も時子も陽一の存在には気付かない。

　いつもの癖くせでメガネを押し上げようとしたがかけておらず、咳せき払ばらいでごまかした。

「実は、日向君はしばらく戻もどれないので、その事を伝えるよう頼たのまれたのです」

「あら、そうなの？　連れん絡らくもしてこないからどうしたのかと思っていたのだけど、どこに行っているのかしら？」

「それが、実は……」

　弁護士たるもの噓うそを口にする事はできない。だが、曖昧な返答では陽一の母親を納なつ得とくさせる事はできないだろう。返答に詰つまっていると、陽一がケ・ン・シュ・ウと口を動かした。

「研修で、しばらく東京の方に」

　営業用の笑えみを作り、思わずそう答える。

　陽一め。これでは騙だましたも同然ではないか。とはいえ、正直に伝えれば無用な不安を煽あおる事になる。それに、現状を説明したところで信じてもらえるとは思えない。警察にでも駆かけ込まれ、捜そう索さく願いを出されれば余計に面めん倒どうな事になるだろう。

　陽一の言う通り何者かがその体を盗ぬすんだのであれば、騒さわぎになれば陽一の身も危なくなるだろう。いわば、それは人ひと質じちに取られるようなものだ。この際、仕方がない。

「そうだったの。あの子ったら、それならそうと言って出ればいいのに」

　志織は驚おどろいたように目を丸くする。お人ひと好よしは日向家の遺伝なのか、微み塵じんも疑いは抱いだいていないようだ。今まで高額の布ふ団とんを売りつけられたり、還かん付ぷ金きん詐さ欺ぎに引っかかってはいないだろうかと心配になる。

「急に決まった事だったので、お伝えする時間がなかったのでしょう」

「その研修って、どれくらいかかるのかしら？」

「一ひと月つきくらいでしょうか。早ければ一週間くらいで……」

　できるだけ早く片付いて欲しいものだが、状じよう況きようから考えてそうはいかないだろう。

「まあ、そんなに？　あの子、ちゃんと着き替がえとか持って行ったのかしら？」

「生活必ひつ需じゆ品ひんならコンビニでも売っていますし、洗せん濯たくはコインランドリーがありますから」

「ああ、そうね。私ったら心配ばかりしちゃって」

　頰ほおに手を添そえて困ったように笑みを浮かべる母親を、陽一は複雑な表情で見ていた。

　本当は、ここにいるのに……。

　伝えることもできず、結人はただ曖あい昧まいな笑みを返した。







　結局、この日は志織に夕食を食べて行けと強く勧すすめられ、断るに断れなくなって留とどまることになった。夕食が出来るまでの間、事務所の応接椅い子すで待たせてもらう。

　志織と時子は居間の方に戻り、陽一は残量の少ない灯油を補給するためにタンクを手に、勝手口から車庫へと出て行った。体がなくても、物を動かす事くらいはできるらしい。車庫なら人の目に触ふれる事もないだろう。

　一人になった事務所はやけに静かだった。

　陽一が戻ってくるのを待ちながら、立ち上がって事務机の置かれている窓まど際ぎわに歩み寄る。

　窓の上には、額がく縁ぶち入りの合格証書が並んでいる。一番古いものは紙が黄ばみ、昭和の年号が入っていた。祖父の代から弁護士だったようだ。一番新しい証書には、日向陽一の名が誇ほこらしげに記されていた。

　冷えた空気が部屋に滑すべり込み、勝手口の戸が閉まる音がした。振り返ると、陽一が戻ってきたところだった。

「去年、ようやく取ったんだよ。お前には随ずい分ぶん差を付けられたけどな」

　合格証書を見ていると、陽一が青いタンクを下ろしながらそう答えた。

「お前も弁護士志望だったとは知らなかった」

　法学部に入る学生が全すべて法ほう曹そう界かいを目差しているわけではない。地方の一私立の法学部ではなおさらだ。大半の生徒は卒業後、就職に有利だという程度の理由でしかなく、司法試験のために勉強している生徒は結人を含ふくめてごくわずかだった。

　陽一は講義を熱心に受けるようなタイプではなく、どちらかというとアメフト部やアルバイトに熱心な学生だった。

「最初はなる気なんてなかったんだよ。司法試験なんて受かるとも思ってなかったしな」

「事務所を継つぐためか？」

「いや、おふくろは最初から俺が弁護士になる事に反対だった。じいちゃんの代から世話になってる人もいるし、近所のみんなには事務所がなくなると困るって言ってもらってたけどな」

　陽一がやってきて隣となりに並び、自分の合格証書を見上げる。

「他人の人生背負って法ほう廷ていに立つなんて無理だ。そう思ってたんだよ。それに、俺じゃ合格まで何年かかるか分からないだろ。何年も浪ろう人にんできるほど俺ん家はゆとりがないし、おふくろと妹を養ってやらなきゃならないからな。大学卒業して、適当なところに就職できればそれでよかったんだ」

「なんで……」

　陽一の横顔を見て、口を噤つぐむ。

　人には色々な事情があるものだ。そこに踏ふみ込んで、あれこれときく事はない。

「まあ、合格してよかったじゃないか」

「頭が爆ばく発はつするかと思ったぜ。たった二年で合格するお前はやっぱり、普ふ通つうじゃねえよ」

「普通じゃなくて悪かったな」

　顔をしかめて言い返す。自分には弁護士になるという目標しかなかった。それだけの事だ。

「お前は自分の決めた道を歩く事に迷いがなかっただろ。そのためにすげえ努力してたじゃねえか。なんでそこまでやれるんだって、お前見ながら思ってた」

　真顔でそう言われ、居い心地ごこちの悪さに視線をそらした。

　違ちがう……。

　自分はそんなに真っ直すぐに歩いてきたわけでも、迷わなかったわけでもない。

「お前だって、司法試験に合格したのは同じだろう」

「そりゃ、悔くやしかったからな。お前はさっさと学校辞やめて弁護士になるし。俺は出来ないことを言い訳にして逃にげてる自分が情けなくなったんだよ。本気になったのは、その時からだ」

　大学を辞めた時に見た陽一の姿が頭を過よぎる。

　そんな風に思っていたのか。この男は……。

「だから、今の俺があるのはお前のおかげって事だ」

　陽一は照れ隠かくしに笑ってみせる。

　他人が自分をどう見ているのかなんて、今まで考えた事はなかった。

　勉強以外に能のない面おも白しろみのない人間だったのは分かっている。その事で陰かげ口ぐちを叩たたかれている事も。他人の視線はいつも嘲ちよう笑しようか、やっかみ混じりのもので、陽一のように努力を認めてくれる人間がいるとは思いもしなかった。

　口もとを手でおおいながら、思わずうつむく。

　頰が熱を帯びるのは、給油したてのストーブがやけに張り切って燃ねん焼しようしているせいだけではないだろう。

「バ……ヵじゃないのか」

　声が小さくなる。

「何だよ。本気で言ってんだぞ」

　心外そうに、陽一は眉まゆ根ねを寄せた。

　大学時代、陽一と距きよ離りを置いていたのは自分の方だ。目差すところも、価値観も、何もかも違う人間だと決め付けて、理解し合う事も放ほう棄きしていた。

　弁護士になるという事で頭が一いつ杯ぱいで、他ほかに目を向ける余よ裕ゆうがなかったのだ。

「ようやく、弁護士になったんだろう」

　通ってきた道だから分かる。生半可な気持ちで合格できるような、容易たやすいものではない。血の滲にじむような努力をして、多くの犠ぎ牲せいを払はらって、ようやく成し遂とげられるものだ。陽一もそれは同じだったはずだ。

　それなのに……。

「養わなきゃならない家族もいるのに、幽ゆう体たい離り脱だつなんてしている場合か！」

「俺だってあきらめてねえよ。未練だって山ほどあるし、割り切って潔いさぎよく死んでやるほど人間出来ちゃいないからな」

　もう一度、合格証書を見上げながら陽一はそう言った。

　まったく……この男の体を、何としても取り戻してやるしかないではないか。

　ため息を吐つき、いつもの癖くせで人差し指を眉み間けんに運ぶ。

　だが、取り戻すといっても、手がかりなどどこにもない。体を何者かに奪うばわれたというが、陽一の証言が事実であるとは限らない。本人は気付いてないだけで、体はもうとっくに死体になってどこかに捨てられている可能性もある。

　山ほどの判例を見てきたから分かる。

　ほとんどの事件では、人の期待は最悪の形で裏切られるものだ。







　日向家で夕食をご馳ち走そうになり、家を出た時には二十一時を回っていた。

　片手にビジネスバッグとビニール袋ぶくろ、片手にいつものように六法全書を抱かかえつつ、お礼を言って事務所を出る。コタツのおかげで温ぬくもっていた体が瞬またたく間に冷え、息が白く染まった。

　陽一はどんよりと重い空気を背負いながら、電信柱に額を押し付けている。

「おい、何をしている」

「こんな事なら、腹一杯コロッケ食ってから幽ゆう霊れいになるんだった」

「まだ、言っているのか。あきらめの悪いやつだな」

　ビニール袋を提さげた片手を、腰こしに当てながら呆あきれた顔をする。

「俺の目の前で五つもパクパク食ったお前が、それを言うか!?」

　志織の作るコロッケが衣ころもがさっくりとしていて、熱々で、カレースパイスが効いていて、うまかったものだから、つい遠えん慮りよを忘れてしまったのは事実だ。

　ため息をもらしてから、手に提げていたビニール袋を陽一の胸に押し付ける。

「何だよ……」

　受け取ったビニール袋を開いた途と端たんに、陽一がパッと顔を上げた。志織が残ったコロッケをパックに詰つめてくれたのだ。ほんのりと温もりが残っている。

「食っていいのか？」

「いいも何も、お前の家のコロッケだろ。それに、そんなにもらっても食えん」

「桜沢……俺、お前が神様に見えてきた。コロッケの神様に」

「バカめ」

　陽一は袋ふくろに溜たまった『コロッケの匂におい』を、胸一杯に吸い込んで恍こう惚こつとした表情を浮うかべる。よほど、コロッケに愛着があるらしい。

「あれえ、誰だれかと思ったら、先せん輩ぱいじゃありませんか」

　声をかけられ、陽一と結人は同時に振ふり向いた。

　不規則に点てん滅めつするアーケードの蛍けい光こう灯とう。その下に立つのは、ダッフルコート姿の後こう輩はいだ。

「栗栖」

　いったい、いつからいたのか。気配にまったく気付かなかった。

「……こんなところで、何をしているんだ？」

　咳せき払ばらいしてから、何食わぬ顔を装よそおって尋たずねる。栗栖の家がこの近辺だとは聞いていない。

「仕事ですよ。先輩こそ、何の用です？」

　茶色の革かわ靴ぐつを鳴らしながら、ゆっくりと距離を詰めてくる。

「仕事だ」

「何だ、お前の後輩かよ。弟か何かかと思った。高校生か？」

　遠慮のない視線を向ける陽一に、栗栖の笑え顔がおがひくっと引きつる。

「僕は高校生じゃなくて、先輩と同じ職場の弁護士です！」

　栗栖はダッフルコートを開き、スーツの襟えりについた弁護士記章バツジを見せる。

「栗栖、お前……」

「でもまあ、今は弁護士としての仕事じゃないんですけどね」

　ダッフルコートから手を離はなし、にっこりと笑みを浮かべた栗栖に強きよう烈れつな違い和わ感かんを覚え、足が無意識に一歩後退する。

「見えているのか。日向の姿が」

「ああ、もう。駄だ目めですよ、先輩」

　自分の前まえ髪がみを指で掬すくい上げながら、栗栖はクスクスと笑う。

「こっち側に来ちゃ。だって、先輩は普通の人だもの」

「何を、言っている？」

「物分かりが悪いなあ。それから離れろって言っているんです」

　栗栖がゆっくりと片手で構えたのは、三十八口径のリボルバー。銃じゆう口こうが向けられているのは、結人ではなく陽一だった。考えるより早く、危機を察した手が陽一の腕うでをつかむ。

「だーかーらー、駄目だって言っているでしょ！」

　栗栖の指が躊ちゆう躇ちよなくトリガーを引いた瞬しゆん間かん、陽一の手からビニール袋が弾はじき飛ばされた。

「ああっ、俺のコロッケ！」

　陽一が絶望的な声を上げる。

「それはもうご臨終だ。あきらめろ！」

　ビニール袋やパックは黒くろ焦こげとなり、中のコロッケは見る影かげもない。

　状じよう況きようがまったく分かっていない陽一も、さすがに栗栖のことを敵認にん識しきしたらしい。とはいえ、結人自身も状況を正確に把は握あくしているとは言い難がたい。

　つい数時間前まで事務所の後輩だった栗栖が、いきなりスナイパーと化して目の前に現れ、陽一の母親が作ってくれたカレーコロッケを襲しゆう撃げきする理由など、分かるはずもなかった。

「先輩、この銃ね。普ふ通つうの銃じゃないんですよ。魂たましいを消しよう滅めつさせるためのものですから」

　栗栖が銃を軽く上げて見せる。

「魂を消滅させる？」

　意味が分からず眉まゆをひそめた瞬間、銃声が響ひびく。咄とつ嗟さに抱えていた六法全書で身をかばったが、痛みはない。恐おそる恐る目を開けば、六法全書の表紙に削けずれたような傷が付いている。

「生きた人間に当たっても、大した威い力りよくなんてないんです。といっても、当たれば悶もん絶ぜつするくらいには痛いと思いますけど」

　酷こく薄はくな微び笑しようを浮かべた後輩を睨にらみ、「栗栖っ！」と怒いかりを込めて呼んだ。

　ビクッと身を震ふるわせた栗栖に向かって六法全書を突つき付ける。

「全すべての法律家にとってのバイブルである六法全書を傷付けるとは。それでも弁護士か!?」
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　叱しつ責せきすると、栗栖はさすがに動どう揺ようを見せる。

「それは……先輩が悪いんですよ。僕の仕事を邪じや魔まするから！」

「黙だまれ、痴しれ者めが。どうやら、俺はお前の教育を間ま違ちがえたらしい。失望したぞ！」

「僕だって先輩に向けて銃なんて撃うちたくないですよ。先輩の大事な六法全書だって……でも、仕方ないでしょ。先輩がそんなのと一いつ緒しよにいるから、僕だってやらなきゃならなくなるんだ！」

　栗栖が銃を両手で握にぎり締しめながら、恨うらみの矛ほこ先さきを陽一に向けるようにキッと睨み付けた。

「悪い、桜沢。俺もさすがに勘かん弁べんならねえ。お前の後輩にお仕置きしてやってもいいよな？」

　陽一が怒りを滾たぎらせながら、片手の拳こぶしをぐっと握った。栗栖を見み据すえた目が本気だ。食べ物の恨みは千年先まで続くとはよく言ったものだ。

　栗栖は強がるようにはっと笑って見せたが、頰ほおが引きつっている。

「あんた、先輩に取り憑ついている悪あく霊りようなんだから、さっさと消滅しちゃってよ。これ以上、先輩をこっち側に引っ張り込もうとするなら僕が許さない」

　睨み合う二人の間に一いつ触しよく即そく発はつの空気が流れる。平和な商店街のど真ん中で殺せつ生しよう沙ざ汰たは御ご免めんだ。

「日向、ここは引け」

「何言ってんだよ。こいつはお前まで狙ねらったんだぞ！」

「いいから、行くぞ」

　陽一の腕をつかんで愛車に向かう。

「だから、それは置いていってくれなきゃ、困るんですよ！」

　栗栖の声と同時に愛車のフロントガラスが粉々に砕くだけ散った。

「俺の車！」

　愕がく然ぜんとして座り込もうとしたが、陽一に腕を引っ張られてよろける。

　気付いた時には脇わきに抱えられ、がっちりと腕にホールドされていた。

「下ろせ、日向！」

「俺が運んだ方が早いだろ！」

　陽一の判断は正しい。非常に情けなくはあるが、運動能力に関しては人並み以下だ。

　銃じゆう弾だんが間かん一いつ髪ぱつ逸それて、電柱に張られていた『不ふ審しん人物に注意』の看板にめり込んだ。

　全力で駆かけ出した陽一に抱えられたまま振り返ると、栗栖が思い詰めた表情で、ゆっくりと銃口を下げた。

　なぜだという思いが頭を巡めぐる。

　栗栖……。

　角を曲がると、佇たたずむその姿は見えなくなった。







　　　二




「車はディーラーに取りに行かせる。ああ……分かっている。お前のバイクだろう？　駐ちゆう車しや料金は後で徴ちよう収しゆうするからな」

　ようやく正月休きゆう暇かが明けた一月七日、七時四十五分きっかりにオフィスビルに到とう着ちやくした結人は携けい帯たいを耳に当てながら、ビジネスバッグを提さげた方の手でエレベーターのボタンを押す。

　下の階に入ってる広告代理会社も今日が出勤日なのだろう。女性社員二人が早朝から賑にぎやかな声で話しながら、エレベーターに乗り込んできた。

　携帯をジャケットのポケットに入れ、腕を組みながら壁かべにもたれる。

　二日前の襲撃事件以来、栗栖は連れん絡らくをしてこない。事務所にも現れなかったし、陽一の事務所にも行っていないようだ。今日は出勤してこないかも知れないが、こちらとしてもその方が好都合だ。スナイパーと仲良くお仕事などできるものか。

　いつ、紅茶に毒を混入されたり、机の引き出しに時限爆ばく弾だんを仕し掛かけられたり、向かいのビルの屋上から狙そ撃げき銃じゆうで狙われたりするか知れないのだ。

　そもそも、いったい自分が何をした。命を狙われなければならないほどの恨みを買った覚えはない。

　眉を寄せたまま唸うなっていると、「桜沢君、降りないの？」と声がする。

　我に返れば三階に到着しており、エレベーターの前に中年の男が立っていた。

「稲いな垣がき所長」

　王城法律事務所四辻支部の所長、稲いな垣がき千ち裕ひろは人の好よさそうな顔に心配そうな色を浮うかべた。

　身長は低く、サーフィンが趣しゆ味みだというだけあり、健康そうな褐かつ色しよくの肌はだだ。すでに既き婚こんであり、愛妻家っぷりは事務所内でも有名だ。趣味がいいのか悪いのか微び妙みようなピンクのネクタイは、おそらく奥さんからの贈おくり物だろう。ちょこんと鼻の下に生やしたヒゲも奥さんの希望らしい。

「どうしたの？　お腹なかでも痛いの？」

「いえ、何でもありません」

　開ボタンを押しながら、急いでエレベーターを降りる。

「それならいいけどね。あ、僕、ちょっと挨あい拶さつ回まわりがあるから。夕方には戻もどると思うから、今日は早めに切り上げて新年会やろうよ。セッティングは栗栖君に任せておいたからさ」

「栗栖は出てきているんですか？」

　入れ違ちがいにエレベーターに乗り込んだ稲垣所長に尋たずねる。

「うん、彼、随ずい分ぶん早く来ていたみたいだよ。新人はやる気があっていいねえ。じゃ、そういう事で、後はよろしく」

　手を振ふる稲垣所長を、閉まるドア越ごしに見送る。

　そうか、スナイパー栗栖は出勤しているのか。思わず低い笑いがもれる。

「あいつめ」

　六法全書と愛車の恨み、どう晴らしてくれようか。

　踵きびすを返してホールを通り抜ぬけ、事務所のドアを開いた。







　その日の業務終しゆう了りよう後、栗栖が予約した創作和食の店でひとしきり盛り上がり、適度に酔よいが回った頃ころに二次会のバーに移動した。

　黒を基調としたシックな内装で、シャンデリアの薄うす暗ぐらい明かりが客席を照らす。

　カウンター席に座った結人がウィスキーグラスを両手で温めていると、「先せん輩ぱい、いいですか？」と栗栖が声をかけてきた。答える前にはすでに椅い子すに腰こしをかけている。

　少し離はなれた円形ソファーで雑談している同どう僚りようたちの声も衝つい立たての陰かげで遠い。

　いつもなら、早々に帰路についていたところだ。二次会まで出ようと思ったのは、栗栖と一昨日おとといの件について話をつける必要があると思ったからだ。

　栗栖はバーテンダーにドライマティーニを注文する。

「あ、そうそう。例の離り婚こん訴そ訟しよう、先輩のアドバイス通り、準備しておいて良かったですよ。さっそく、昼過ぎに電話がかかってきましたから。慰い謝しや料りよう倍額ふっかけてやらなきゃ気が収まらないって、そりゃもうすごい剣けん幕まくで」

　カウンターに頰ほお杖づえをつきながら、栗栖はクスクス笑う。

　朝、顔を合わせてからずっとこの調子だ。何事もなかったように挨あい拶さつを交かわし、十時と十五時にはお茶をいれてくれ（もちろん、毒入りではなかった）、法務局にも一いつ緒しよに出かけた。

　襲しゆう撃げき事件の事なんてまるで無かったような、いつも通りの態度だ。

　何のアクションも起こしてこない事が、逆に不気味過ぎる。

　もしや、一昨日現れたのは、栗栖澪のドッペルゲンガーだったのではないか。

　あっちやこっちにドッペルゲンガーが多発しているなどとは考えたくないが、そう疑いたくなるほど、目の前にいる栗栖と、スナイパー栗栖は様子が違っている。

「ラスベガス土産みやげもらったんで、先輩にもお裾すそ分わけしますよ。って言っても、マカダミアナッツ入りのチョコレートですけどね」

　カウンターに置かれたカクテルグラスを引き寄せ、パクッとオリーブの実を頰ほお張ばる栗栖の横顔を、まじまじと観察した。

「世界各国、どこに行ってもお土産がみんなマカダミアナッツ入りのチョコレートって、なんかおかしくないですか？」

　それは、空港の免めん税ぜい店てんで買える安価で、それなりに箱が大きく、中身がたくさん入った手て頃ごろな土産がマカダミアナッツ入りのチョコレートだからだろうと思ったが、そんな事は今、どうでもいい。凝ぎよう視しし続けていると、栗栖が気付いて怪け訝げんそうな顔をした。

「先輩？　今日、何か様子がおかしくありませんか？　僕の顔ばっかり見てるし。御ご飯はん粒つぶでもついてます？」

　様子がおかしいのはお前の方だ。

　顔を正面に戻し、グラスの底に残ったウィスキーを飲み干す。

「どういうつもりだ？」

「僕、ナッツ入りのチョコってあんまり好きじゃないんですよね。あ、先輩もでしたっけ？」

「お前が襲撃してきた理由について説明を求めているんだがな。納なつ得とくのいく返答が得られるまで、今日は帰すつもりはない」

　カウンターに両りよう肘ひじをついたまま、栗栖はふうっとため息を吐ついた。

「先輩、それ口説いているように聞こえますよ」

「ふざけるな」

　思わず声が大きくなる。カウンターの隅すみにいたカップルがこちらを見たが、すぐに自分たちだけの世界に浸ひたる。

「なかった事にするってのは、やっぱりなしですか？」

「無理だな」

　忘れ去るには、こちらの損害は甚じん大だいだ。襲撃された理由を知る権利くらいあるだろう。

　栗栖は「嫌いやになるなあ」と、ため息混じりにぼやいた。

「どうして、こっち側に足を踏ふみ入れようとするんですか。駄だ目めですよ。気付かないふりをしておかなくちゃ。今までだってそうしてきたでしょ」

「抽ちゆう象しよう的てきな言葉ではぐらかすな」

　眉み間けんに皺しわを寄せてはっきりと言うと、栗栖は体を斜ななめに向け、片手で頰杖をついたまま、ドライマティーニのオリーブが刺ささっていた串くしを手に取った。

「つまり、こういう事ですよ」

　水すい滴てきのついたそれが、結人との間に縦線を引く。

「何がだ？」

「先輩がいるそちら側と、僕のいるこちら側では存在している世界が違う。いや、次元が違うと言うべきかな？」

　不可解な顔をしていると、栗栖は「分かりませんか？」と、困ったような顔をした。

「僕らは同じ空間にいるように見えている。でもね、この線を隔へだてたそちらとこちらでは、全然別の世界なんです。うっかり踏み越こえてしまえば、もう二度と平へい穏おんな日常には戻れなくなる。先輩はそんな事、望んではいないでしょう？」

「脅おどしているつもりか？」

「嫌だなあ。言ったでしょ。僕は先輩に憧あこがれてるし、尊敬しているんですってば」

「目的は何だ？」

「先輩があの場にいた事は、想定してなかったんです。車は不ふ可か抗こう力りよくってやつですよ。修理費は僕に請せい求きゆうしてくれてかまいませんから。示談にして全部、忘れてくれませんか？」

　どこが不可抗力だ。思い切り狙ねらい撃うちしただろう。

　怒いかりを腹に溜ためながら横目で睨にらみ付ける。修理費は遠えん慮りよなく請求させてもらうつもりだ。

「日向の体が奪うばわれた一件に、お前は関かん与よしているんじゃないだろうな？」

「僕はあれを片付けようとしただけですよ」

「日向と家族に今後一いつ切さい手を出さないと誓ちかうなら、示談も考こう慮りよしてやる」

「それは無理、かな。僕が手を下さなくても、どのみち回収されるんですから」

　陽一を物か何かのように語る栗栖に不快感を覚え、いっそう眉間に力を込める。

「交こう渉しよう決けつ裂れつだな」

「いいんですか？　引き返せなくなっても。きっと、後こう悔かいするんじゃないかな」

　バーの暗い照明の下、笑えみを浮かべた栗栖の瞳ひとみに挑ちよう発はつ的てきな光が宿る。

「栗栖、あまり俺を甘く見るな。妨ぼう害がいするつもりなら、後悔するのはお前の方だ。俺の今までの勝率は知っているだろう？」

　グラスを残して立ち上がり、唇くちびるを引き結んだ栗栖の後ろを通り過ぎた。







　翌日、珍めずらしく定時で仕事を切り上げると、結人は四辻警察署に向かった。

　市役所に隣りん接せつした味気ないコンクリートの建物で、数台のパトカーが停車している。

　正直、ここに来るのは気が進まなかったが仕方がない。愛車の代わりに使っている代車を駐ちゆう車しや場じように停とめ、助手席に投げていたビジネスバッグを取って降りる。

　制服姿の警察官と入れ違ちがいに中に入り、相談窓口に向かうと、部屋にいるのは数人だった。その中に出来れば遭そう遇ぐうしたくない相手の姿を見つけてしまい、条件反射的にしかめ面づらになる。

　デスクにもたれながら女性警官の相手をしていた青年は、こちらに気付くと、会話を中断してわざわざ近付いてきた。

「これはこれは、桜沢君。君が自ら警察署に出頭してくるとは、どういう風の吹ふき回しかね？」

　カウンター越しに眺ながめてくる警備課の警部、椿つばき原はら伶れい司じを露ろ骨こつに不快感を込めて見返す。

　弁護士という職しよく業ぎよう柄がら、警察や検察の人間と相あい容いれないのは仕方がないが、その中でも特に好感の持てない相手だった。

　身長は結人より長身なので、いつも見下ろされる形になるのも気に入らない。

　オールバックの髪かみが黒光りしているのは整せい髪はつ料のつけすぎだろう。

　身にぴったりとあったスーツは一万円特価の安物大量生産品ではなく、一目で高級な生き地じと分かるオーダーメイドだ。

　銀と琥こ珀はくのカフスやネクタイピン、それに新車一台分くらいの値段は軽くするであろうと推測される腕うで時ど計けいをこれ見よがしに身に着けている。

　父親が警察官かん僚りようで、世間的にも名の知られた一流大学卒業の出世組。その上、平均的日本人より長い足と、造形の整ったシャープな顔立ちがオプションで付いてくるともなれば、女性警官たちが遠巻きにうっとり眺めてしまうのも仕方がない事だろう。

　この男の前に出ると、多少、コンプレックスを刺し激げきされるのは事実だが、それだけで相手を嫌けん悪おするほど自分の華きや奢しやな体格や線の細い顔立ちを卑ひ下げしているわけではない。この男に対する苦手意識はもっと根本的な、遺伝的レベルのものだ。ようするに、虫が好かない。

「出頭してきたわけではない。お前にも用はない」

「それは残念だ。己おのれの犯おかした罪の数々を懺ざん悔げする気になったのかと思ったのだがね」

　椿原は顎あごに手をやり、口もとにサディスティックさを感じさせる歪ゆがんだ笑みを滲にじませた。

　この笑みで、今まで数多あまたの被ひ疑ぎ者しやを自白に追い込んできた男だ。被疑者を追い込む事を生き甲が斐いにしているような変質者で、そのために違い法ほうぎりぎりの取り調べも平然とやる。

　人権を無視した強ごう引いんなやり方は到とう底てい、弁護士としては容よう認にんできるものではなく、椿原が引き出した自白を、ことごとく裁判で覆くつがえし、被疑者の無罪、減げん刑けいを勝ち取ってきた。

　だが、そのせいで顔を合わせるたびに、ネチネチとした陰いん湿しつで執しつ拗ような絡からまれ方をされるようになったという不幸な経けい緯いがある。
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「そんなに人の懺悔を聞くのが好きなら、警察などやめて神父にでも転職したらどうだ？　案外、天職だと思うがな」

「生憎あいにくだが、私は許しを与あたえるのは得意ではなくてね。世にはびこる犯罪者どもを地じ獄ごく送りにする事が私の天命だよ。それに、私は無神論者だ」

　顎に指を添そえながら目を細めると、か弱き動物を捕とらえた爬は虫ちゆう類るいのようで不快感がいや増す。

「で、いったい何をやらかしたのかね？」

「お前以外のまともな人間をさっさと呼んでこい」

「君の相手は私以外受け付けないよう、四辻署管内に通達済みだ。観念して自供したまえ」

　メガネを取り上げようとした椿原の手を、反射的に払はらい除のける。

「レンズが曇くもっている」

「かまうな」

「気になるのだ。それでは見えにくいだろう？」

　拒こばむ間もなくメガネを奪い取られる。椿原はふっと息を吹きかけると、胸ポケットから取り出したクロスで丹たん念ねんに磨みがく。

「分かった。用件は言う。だから、メガネを返せ」

「最初から、そう言えばよろしい」

　忌いま々いましく微び笑しようを浮うかべる椿原を睨んでから、返されたメガネをかけ直した。







　狭せまく、寒々しいコンクリート壁かべで囲まれた取調室は、ねずみ色の事務机とパイプ椅い子すが中央と隅すみに置かれている以外には何もなく、小さな窓には鉄てつ格ごう子しがはまっている。

　閉へい塞そく感かんに息が詰つまりそうで、無意識にネクタイに指を引っかけて緩ゆるめる。

　間ま違ちがっても椿原などとは長居したい場所ではない。

　背後でドアが閉まる音に無意識に身構える。危険を感じて振ふり返ろうとした時にはすでに腕うでをとられ、背中側にねじり上げられていた。手から落ちたビジネスバッグが床ゆかに倒たおれる。

　突つき飛ばされてよろめき、事務机に手をついた。

　ドンッと音を立てて頭が机に押し付けられ、身動きを封ふうじられる。

「何のつもりだ！」

　抗こう議ぎの声を上げて首を無理に捻ひねると、椿原が冷ややかさを増した瞳で見下ろしていた。

「最近、超ちよう直感が開花したらしくてね」

「はっ!?」

「罪深い人間の匂においというものが分かるようになったのだよ」

　痛いほど力を込めて押さえ付けながら、椿原が耳元で囁ささやくように言った。

「意味……が、分からん！　コロンか消しよう臭しゆう剤ざいの振りすぎで鼻がいかれたんじゃないのか」

「白状したまえ。弁護士という高潔なる仮面の下に、君は何の罪を隠いん匿とくしているのかね？」

「知らん。特別公務員暴行陵りよう虐ぎやく罪ざいに問われたくなければ、さっさとこの手を放せ！」

　効き過ぎる暖だん房ぼうと、ねじ曲げられた腕の痛みのせいで額に汗あせが滲む。

　不意に腕をつかんでいた手の力が緩められ、体にのしかかる重みが消えた。

　事務机に寄りかかりながら、荒あらくなった呼吸を整える。

　これだから、この男と顔を合わせるのは嫌いやなのだ。

「精神的に追い詰められた人間の顔というのは、どうしてこうもそそるのだろうね？」

「悪あく趣しゆ味みめ！」

　吐はき捨てて睨み付けると、椿原は愉ゆ快かいそうな笑みをうかべて手首をゆっくりと解放する。

　靴くつ音おとが離れていくのを聞きながら身を起こし、わずらわしい前まえ髪がみを搔かき上げる。

「コーヒーでも飲むかね？」

「結構だ」

　椿原のいれたコーヒーなど、自白剤ざいや睡すい眠みん導入剤が混入されていそうで飲めたものではない。

　椿原は隅の台に置かれたコーヒーメーカーから、マグカップにコーヒーを注ぎ入れる。

　次に手にとったのは牛乳の紙パックだ。マグカップになみなみと牛乳を注ぎ入れて戻もどってきた。

「で、今度はいったい誰だれの弁護を担当する事になったのだ？　無銭飲食の常習犯か？　それとも、電信柱を破損した器物破損及および、酒気帯び運転の学生の方かね？」

　壁かべに寄りかかりながら、椿原はマグカップを口に運ぶ。それは最も早はやコーヒーではなく、コーヒー牛乳というまったく別の代しろ物ものに成り果てている。

　床に倒れたビジネスバッグを拾い上げてから、椿原を見た。

「身元不明の死体が上がっていないか、調べに来ただけだ」

「ほお、それは興味深いな。なぜ、そんなことを調べに？」

「きいているのはこっちだ」

「で、どの辺りに遺い棄きしたのか記き憶おくしていないのかね？」

「まともに取り合うつもりがないのなら、お前と話すだけ時間の無む駄だだな」

　戸口に足を向けようとしたが、歩み寄ってきた椿原に肩かたをつかまれ、無む理り矢や理りにパイプ椅子に座らされる。

　覗のぞき込むように見られて、思わず身を引いた。

「そう怒おこるな。君との会話を楽しんでいるだけだ」

　目を見み据すえたまま笑え顔がおで言われても威い圧あつ感かんを覚えるだけだ。

「身元不明の死体は、上がっているのか、いないのか？」

　改めて尋たずねると、椿原はパイプ椅子から手を離して前まえ屈かがみになった上体を起こす。

「理由も不明なのに、捜そう査さ中の情報を提供すると思うかね？」

「依い頼らい人にんのプライバシーに関かかわる事だ」

「プライバシーとは実に都合のいい言葉だ。その言葉を呪じゆ文もんのように唱えれば、犯した罪までも隠いん蔽ぺいできると思っている。公共の安全と利益こそ、あらゆるものに優先されるべきものだ。個人のプライバシーなど、その前では鼻紙にも等しい代物だよ」

「お前の個人的主義に異論を唱えるつもりはないが、それが社会的通念だとは思わない事だな」

「では、その社会的通念に従い、私も故人のプライバシーは明かすわけにはいかないな」

　結局のところ、この男は何一つ教えるつもりはないのだ。

　椿原が非番の日を見計らって出直すべきだろう。無む駄だ足あしだった。

「そうか、分かった」

　ビジネスバッグを手に立ち上がり、戸口に足早に向かう。

「一名、老人が凍とう死ししたくらいだ。ご遺族が身元確認と引き取りに来られたので、身元不明というわけではないがね」

　ノブに手をかけながら振り返る。窓を背にした椿原の表情は何を考えているのか読めない。

「捜査するほどの事件性も見当たらないし、今晩のニュースで報道される事だ」

「だとすれば、なおさら、ここには用がないな」

「身元不明の死体になっている可能性があるのは、いったい誰なのかね？」

「答える義務はない。気になるのなら自分で調べたらどうだ？　それがお前の仕事だろう」

「フェアではないな」

「お互たがい様だ。もし、身元不明の死体が上がったら、一応確認したい事があるから連れん絡らくをくれ」

　そう言い残してノブを捻り、ドアを開いた。

「その義務があるかね？」

　嫌みを込めてきき返してくる椿原に、「ないだろうな」と背を向けたまま答える。







　警察署を出ると、ようやく息苦しさから解放される。

　霧きり雨さめの降る空を見上げてから、コートの襟えりを引き寄せて代車へと向かった。

　駐ちゆう車しや場じようの隅に停とまるピンクの代車のドアに手をかけた時、ポケットの携けい帯たいがいつもの着信音を鳴らす。

「何だ？」

　ディスプレイに表示された名前を確かめてから不ふ機き嫌げんな声で出ると、息を弾はずませた興奮気味な陽一の声が耳に飛び込んできた。

『桜沢、いた、いたんだよ。間違いない！』

「誰がだ？」

『だから、俺がだよ！　声かけてた連中から知らせをもらったんだ』

　焦じれったそうな声が返ってくる。

　眉まゆをひそめて車に乗り込もうとしたが、動きを止める。

　警察署の前を走る四車線道路。対向車線側の歩道を歩いているのは、日向陽一だ。

　黒のジャケット姿で、片手をポケットに突っ込み、こちらに気付くことなく立ち去っていく。

『お前、今、どこにいんだよ!?』

「……お前こそ、どこにいる？」

　自分の声がひどく乾かわいて聞こえた。

『駅前の交差点だ。くそっ、見失った！』

　苛いら立だたしげに吐き捨てる陽一の声に、救急車のサイレン音が交じる。

　駅前の交差点までは、警察署から徒歩で十分ほどの距きよ離りだ。

　無意識に細身のチタンフレームとレンズの冷たい感かん触しよくを指が確かめる。

　メガネをかけているということは、あれは実体だという事だ。

『桜沢……おい！』

　通話を強制的に終しゆう了りようし、後を追いかけようとしたが、足を踏ふみ出せない。

　空を見上げると、闇やみと黄昏たそがれが相まって混こん沌とんとしている。額にポツリと水すい滴てきが落ちてきた。

　陽一の話を真に受けていたが、それは事実なのか？

　本当は、日向陽一は自分と関係ない場所で、何事もなく生きているのではないだろうか。

　だとすれば、自分が相手にしてきた日向陽一とやらは何なのか。本当に存在していたのか。

　日向陽一に成り済ましている別の何者かではないか。

　そうでなければ、自分が生み出した、在るはずのない幻げん影えい……。




『僕らは同じ空間にいるように見えている。でもね、この線を隔へだてたそちらとこちらでは、全然別の世界なんです』




　──今、自分はどこにいる？

　自分の足あし下もとを見つめた結人の背中が、ゾクッと震ふるえる。

　今まで同じだと思っていた世界。だが、それは本当に同じものなのか。同じに見える景観、同じに見える人間、本当にそれは同じものなのか。

　その先の思考を拒きよ絶ぜつするように吐き気が込み上げて、口もとに手をやった。

　気付けば雨が激しさを増しており、容よう赦しやなくスーツを濡ぬらす。

　確かめなければ……。

　足を踏み出し、何かに急せかされるように駆かけ出す。

　メガネが曇くもり、水滴が垂れるのもかまわず、そこにある確かな『現実』をさがして辺りを見回した。

　日向陽一はこちらに気付く事なく、銀行の横手の路地に消えていく。

「待て……」

　視界を邪じや魔まするメガネを外す。

「待て、日向！」

　交差点を渡わたろうとした瞬しゆん間かん、鳴り響ひびいたクラクションにはっとして振ふり向くと、すぐそばに大型のトラックが迫せまっていた。メガネが手から落ちる。

　後ろに強く引っ張られてよろけ、歩道の石いし畳だたみの上に尻しり餅もちをついた。

　目の前を通り過ぎて行ったトラックが、雪混じりの泥どろ水みずを撥はねる。交差点の路上で粉々になったメガネを、後続の車が次々に踏み越こえていった。

「バカ、何やってんだ！」

　雨に打たれながらゆっくり振り返ると、陽一が険しい表情でそばに立っていた。

　銀行の横手の路地の方を見れば、そこにはもう誰だれの姿もない。

「赤信号で渡るなんて命知らずにもほどがあるだろ。お前はまだ生きてんだぞ！」

　強く両りよう肩かたをつかんだ陽一の顔が、目に入った雨のせいでぼやける。言葉なく見つめていると、陽一がさすがに心配そうな表情になり、顔を覗のぞき込んできた。

「何か、あったのか？」

「何もない。メガネが壊こわれただけだ」

　顔をそらし、よろめきながら立ち上がる。

「ぼんやりすんなよ。こっちは寿じゆ命みよう縮まったぞ。多分、一日分くらいな」

　腰に手を当てながら、陽一は辺りを見回した。「やっぱ、いねえか」と、落らく胆たん気味に呟つぶやく。

　警察署の駐車場に代車を置いたままだった事を思い出し、結人は濡れながら歩道を引き返す。

「おい、桜沢。本当にあいつを見たんだ。信じてくれよ」

　隣となりに並んで歩きながら、陽一がそう言った。

「ああ、分かっている……」

　そう答え、しばらく黙だまったまま歩き続けた。

　今、ここにいるのは紛まぎれもなく日向陽一で、体はまだ生きている。

　その事を確認しただけで、今日は十分だ。




　　　　＊＊＊




「ごめんなさいね。こんな事、桜沢さんにお願いしてもいいのかどうか、迷ったんだけど」

　翌日、ちょうど昼休み時間を見計らったように、陽一の母、志織から電話がかかってきた。

　困り果てた様子でお願いされればさすがに無下にはできず、仕事を十八時半に切り上げ、黄泉坂法律事務所に向かったのである。

　早めにストーブを点つけていたらしく、事務所の中は以前に来た時よりも暖かかった。応接椅い子すに腰をかけた結人は、応接机に書類を広げながら、出されたお茶と茶ちや菓が子しの豆大福を見てお礼を言う。

「あの子ったら、大事な仕事もすっかり忘れて研修に行ってしまうんですもの。携帯に連絡したのだけれど、少しも繫つながらないし」

　結人は顔を上げて営業用の笑えみを作る。といっても、それほど愛あい想そよく見えないのは、元々笑顔には慣れていないせいだ。

「研修中は携帯使用禁止ですから、電源を切っているのでしょう」

「まあ、そうなの？　全然、知らなくて。でも、夜にも電話をかけてこないのよ？」

「最近、電波障害で繫がり難にくくなっているから、そのせいかもしれませんよ」

　隣の応接椅い子すに座る陽一は、菓か子し器の豆大福に手を伸のばそうとしている。咎とがめるような視線を向けると、素知らぬ顔で手を引っ込めた。

　いったい、誰だれのためにわざわざ事務所まで足を運んだと思っているのか。

「あらあ、それじゃあ仕方がないわね。でも、桜沢さんが来てくださって、本当に助かったわ。それで、分かりそうかしら？」

「日向君が書類は一通り揃そろえていたようなので、明日、先方のお宅に伺うかがいます」

　視線を志織の方に戻もどす。

「まあ、そう？　良かったわあ。谷たにさんから電話がかかってきたのに、私ったら何の事だか全然分からなくて本当に慌あわててしまって。ほら、この前、名めい刺しを頂いたでしょう？　思わず、電話しちゃったのよ」

「お役に立てたのなら何よりです」

　志織はすっかり一いつ緒しよに夕飯を食べるつもりで、出来上がったら呼びに来るからと言い残し、居間の方へ戻ろうとする。人様の家で再三ご馳ち走そうになるのも悪いと思い、辞退を申し出ようと腰を浮うかせた。

「いいから、食べていけよ」

　陽一が腕うでをつかんで引っ張ったので、腰が椅子に戻る。

「俺は夕飯を食べるために、お前の事務所に来ているわけではない」

「俺のために面めん倒どうかけてんだ。気にするなよ。それに、お前さ。ろくに飯とか食ってないだろ？」

「失敬な。栄養補給くらいしている。それにお茶の時間は欠かしてない」

　そう主張したが、陽一に呆あきれた顔をされた。

「お茶は飲み物であって、食い物じゃないだろ」

「空腹になったら、サンドイッチでもつまんでいるから問題ない」

「どこの伯はく爵しやく様だよ。ちゃんと食わねえから、民法総論の時みたいに、貧血でぶっ倒たおれる事になるんだぞ」

「何で、お前がそれを……」

　大学の時、講義で教授に指名され、立ち上がった途と端たんにバタンと倒れた事があったのは事実だ。必ひつ修しゆう単位だったので、陽一があの場にいたとしても不思議はない。

「医務室までお前を運んだのは、俺だからな」

　そうだったのかと、今さら知らされた事実に軽くショックを受ける。とんだ不覚だ。

「お前、頭だけじゃなくて、ちゃんと体も鍛きたえろよ。体力なさすぎなんだよ。なんなら、走り込むか？　俺、しごくの得意だから付き合ってやるよ」

「結構だ。自分の健康管理くらいやっている」

「やってねえから、白ネギ体型のままなんだろ」

　事実を指し摘てきされるというのは非常に不ふ愉ゆ快かいなものだ。顔をしかめて、渋しぶめのお茶を啜すする。

「ともかく、飯は俺ん家ちで食えよ。おふくろのハンバーグは絶対うまいって。俺が保証する」

　確かに、暖簾のれんの奥から漂ただよってくる甘くて濃のう厚こうな香かおりは魅み惑わく的てきだ。日向家の家庭的な雰ふん囲い気きも、正直嫌きらいではない。だが、再三人様の家に上がり込むのはどうだろうか……。

「おふくろも張り切ってんだから、食っていってやってくれよ。そのかわり、俺の分は持ち帰りにしてくれ。ライス特盛りな」

　目的はそれかとため息を吐ついて、応接机の上の書類をそろえる。

「他ほかに引き受けている仕事は？」

「手伝ってくれんのか？」

「仕方がないだろう。ハンバーグ分くらいの仕事はしてやる。それに何度も呼び出されては敵かなわないからな」

　やるべき事があるなら、一度に片付けてしまった方が手間がない。

「それなら、こいつも頼たのむ！」

　事務机に向かった陽一が、一番下の引き出しを開いて中身を取り出す。Ａ４の茶ちや封ぶう筒とうやファイル、クリップで留められた書類の束を抱かかえて戻って来ると、容赦なく応接机の上に置いた。茶封筒が崩くずれそうになるのを、思わず手を出して押さえる。

「こんなに、溜ため込んでいたのか!?」

「いやー、書類仕事は苦手なもんで、ついな」

　弁護士の仕事の大半は書類作成だというのに、よくそれで務まっていたものだ。

「お前はいったい、仕事中に何をやっていたんだ？」

「やる事はやってるって。この前だって、八百屋のおっちゃんとおばちゃんの離り婚こんの危機を阻そ止ししたし、煎せん餅べい屋のばあちゃんが、振ふり込め詐さ欺ぎに引っかかるのも阻止したんだぞ。近所じゃそれなりに頼たよりにされてんだよ」

「それは報ほう酬しゆうをもらえる仕事なのか？」

　疑いの眼まな差ざしとともに尋たずねると、陽一は微び妙みように視線をそらした。

「みんなの笑顔が、俺の報酬なんだよ……」

「余計な社会貢こう献けんをしている暇ひまがあるなら、肝かん心じんの弁護士としての業務に専念しろ！」

「地域住民との間に信しん頼らい関係を築く事も大事だろ。でなきゃ、こんな小さな事務所じゃ仕事なんてもらえねえんだ」

「引き受けた仕事も満足にこなせていない愚おろか者に、発言権はない」

「悪かったよ。別に蔑ないがしろにしてたわけじゃねえ」

「俺に謝っても仕方がないだろう。最優先にすべきはクライアントの利益だ。弁護士ならば、引き受けた仕事は死んでも全まつとうしろ！」

「ご、ごもっとも」

　剣けん幕まくに気け圧おされたのか陽一は応接椅子に正座し、殊しゆ勝しような態度で答える。

　陽一の仕事っぷりがどうであろうと、本来なら関係のない話だ。とはいえ、手を貸すと言ったのは自分だし、誰の仕事であれ中ちゆう途と半はん端ぱなままというのが一番気にくわない。

「……急ぎのものは？」

「封ふう筒とうに[image: ○急]って書いてあるやつだ。調査資料も一緒に突つっ込んである。目は通したけど、まだ整理してねえんだよ」

　陽一は積み上げられている封筒の中から、[image: ○急]と書かれたものだけを選より分ける。

「さっさと、片付けてしまうぞ」

　上着を脱ぬぎ、ネクタイを指で緩ゆるめる。「おう」という陽一の返事だけは、やけに頼もしかった。







　夕食にデミグラスソースたっぷりのハンバーグをいただき、事務所に戻って引き続き、資料と書類に囲まれながら作業を再開する。

　遺ゆい言ごん書の作成、遺産がらみの親族トラブル、隣りん家かとの境界線争い、離婚に伴ともなう慰い謝しや料りよう及および親権問題など、扱あつかっているのは民事か家事関係で、ほとんどは和解を勧すすめた方がよさそうな案件ばかりだ。

　何度もクライアントと打ち合わせして、話を詰つめて、妥だ協きよう策を一緒になって考えて、そんな陽一の仕事ぶりが細かく書かれたメモや走り書きからうかがえる。

　決して、依い頼らいを蔑ろにしていたわけではないのだ。むしろ一つ一つの依頼を片付けるのに手間と時間をかけすぎている。その結果が書類の山だ。だがまあ、陽一らしいといえば陽一らしい仕事ぶりだ。

「おい、桜沢……さ・く・ら・ざ・わ」

　陽一の呼ぶ声がようやく耳に入り、作業を中断して顔を上げる。

「そろそろ、休きゆう憩けいした方がいいんじゃないか？」

　事務所の半分を占せん拠きよした筋トレマシンの方から声がする。パソコンの傍かたわらに置いた懐かい中ちゆう時計を見れば、すでに深夜零れい時を過ぎていた。

　メガネを外して眉み間けんを揉もみ、ふと筋トレマシンの方に目をやる。スーツの上着とシャツを脱いだ陽一が、傾けい斜しやのついた腹筋台に寝ねそべり、せっせと腹筋に勤いそしんでいた。

「おい、何をやってるんだ」

「一日でも筋トレサボると、体が鈍なまった気がするんだよな」

　陽一は最後の一ひと踏ふん張りとばかりに、ぐいっと上半身を起こしてから、腹筋台を降りて立ち上がる。ふうっと息を吐き、やけに清すが々すがしい顔をしながら、かいてもいない汗あせを首に引っかけたタオルで拭ぬぐう。

「体がないのに、筋トレしてどうするんだ」

　そう指摘すると、ショックを受けたように固まった陽一の手からタオルが滑すべり落ちた。どうやらその事に、気付かなかったらしい。

「魂たましいも鍛えないと鈍るかもしれないだろ？　いや、鈍るはずだ。なんか、腹の辺りがウズウズするし、体たい脂し肪ぼう率増えた予感がする！」

「いいから、さっさと服を着ろ！」

　応接椅い子すに引っかけてあった陽一のシャツとスーツの上着を投げ渡わたす。

　見事に腹筋の割れた体をこれ見よがしに晒さらしていた陽一は、渋しぶ々しぶのように服に腕うでを通した。

「お前に割り振った仕事は？」

「終わったぞ」

　事務机の上には書類とファイルが整せい頓とんされて置かれている。

「だったら、声くらいかけろ」

「話かけるなって怒おこっただろ。集中してると、お前カリカリするしな。何度か呼んだんだぞ？」

　そう言われると、呼ばれたような気もするし、気付かないうちにティーポットがわりの急きゆう須すにお湯が注がれていた。

「手が空いているなら、コピーとファイリング、頼む」

　陽一は書類を受け取ると、事務机の端はしに置かれたコピー機の電源を入れる。

　作業の続きに戻もどり、どれくらい経たってからか、不意に玄げん関かん戸が叩たたかれた。

「速達でーす」

　声と自転車のベルの音が遠ざかる。

「速達だそうだ」

　パソコンのディスプレイから視線を外さずに促うながすと、向かいに座っていた陽一が、「こんな時間にか？」と不ふ審しんそうにきいた。

　確かにその通りだと気付いて顔を上げる。

　シンと静まり返った事務所に、ボンボン時計の音が二度響ひびき、無意識に身が強こわ張ばった。

　顔を見合わせてから、陽一が立ち上がって玄関戸へと向かう。

　一度、外を確かめてから戻って来た時には、床ゆかに落ちていた不ふ吉きつな赤い封筒を手にしていた。

「誰だれだったんだ？」

「さあな、表には誰もいなかったぞ。俺宛あてだ」

　陽一は表書きを確かめ、少々薄うす気き味み悪わるそうな顔をしながら赤い封筒の口を破る。中に入っていたのは三つ折りされた紙のようだった。

「出頭命令書？」

　広げた紙に目を通しながら、陽一はますます怪け訝げんそうな顔をした。

「訴うつたえられるような覚えがあるのか？」

「あるわけないだろ」

「じゃあ、何で出頭命令書なんて届くんだ？」

「手て違ちがいか、いたずらじゃないのか？」

　陽一は封筒と出頭命令書を一いつ緒しよに丸めて、ゴミ箱に投げ捨てる。

　確かに、裁判所が赤い封筒など使うはずもなければ、速達がこんな時刻に届くのも不審だ。陽一の言う通り、質たちの悪いいたずらか嫌いやがらせという線が妥だ当とうだろう。

　そろそろ目に疲ひ労ろうが溜たまってきたらしく、打ち込んだ文字がぼやける。

「お前、明日も仕事じゃないのか？」

「ああ、まあな」

「切りのいいところで終わろうぜ。どのみち、朝までに片付かねえだろ」

「お前が溜め込んでいたんだろう」

「無理なものは無理だって。あきらめろ」

　適当な事を……。

　とはいえ、緊きん急きゆう性せいのあるものは大方片付けてあるから、残りは追い追いでも支障はない。

「これを片付けたら帰る」

「帰るのか？」

「当たり前だろう」

「泊とまっていけよ。今から帰ってたら、余計に寝る時間がなくなるぞ？」

　他人の家で寝ても寝た気はしないだろうが、帰るのも少々億おつ劫くうではある。だからといって、志織の承しよう諾だくも得ていないのに勝手に泊まるのはどうか。

「そうしろよ。夜食にラーメン、作ってやるからさ。この前、スープ作って冷れい凍とうしといたんだよ。チャーシューとネギも冷蔵庫にあったしな」

「料理なんてできるのか？」

「見くびんなよ。これでも、中ちゆう華か料理屋でバイトしてたんだ。すげーうまい豚とん骨こつ醬しよう油ゆ食わしてやる」

「いや、そうじゃなくて……お前、幽ゆう霊れいだろう」

「鍋なべや包丁くらい扱えるだろ。おふくろに見つかったらさすがにまずいけど、もう寝てるだろうしな。お前には世話になってるから、それくらい役に立たせろって」

　真夜中の台所で誰もいないのに、包丁や鍋が勝手に動いて豚骨醬油ラーメンを作り始めるなど、とんでもないポルターガイスト現象だ。陽一の母親か妹が見たら、卒そつ倒とうしてしまうか、速そつ攻こうで一一〇番通報されてしまうだろう。

「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「夜中にこっそり作るのは得意なんだよ。学生の頃ころからよくやったし」

　自分の仕事を肩かた代がわりさせた事を悪いと思い、気を遣つかっているつもりなのだろう。陽一が暖簾のれんをくぐって台所に向かうのを見届けてから、書きかけのデータを保存して、電源を落とす。

　さっきの手紙、一体誰が……。

　何かが引っかかり、パソコンを閉じながらゴミ箱に視線を向けた。







　翌日、陽一の事務所から出社した結人は、一日の業務を終え、十八時の防災無線チャイムが鳴ると同時にビジネスバッグを手に席を立つ。

　驚おどろく同どう僚りようの視線を尻しり目めに、「お先に失礼します」と会え釈しやくを残して退出しようとした。

　デスクで書類仕事をしていた稲垣所長が顔を上げる。

「あれ、桜沢君。もう帰っちゃうの？　最近、随ずい分ぶんと早いねえ」

「何か、問題でも？」

　深夜を回るまで事務所で仕事を行っていたのは自主的なものであり、サービス残業を行わなければならないという業務規定はどこにもない。

「いや、彼女でも出来たのかなと思ってねえ」

　冷やかすように尋たずねてくる稲垣所長に、思い切り眉間に皺しわを寄せ、「はっ!?」とききかえす。

　振ふり向けば、興きよう味み津しん々しんに注目していた同僚たちが一いつ斉せいに視線を逸そらして仕事に戻る。

「隠かくさなくてもいいじゃないか。最近、定時前にはソワソワしているし、今日なんて手作り弁当持参でしょ。これはもう、彼女ができたに違ちがいないってみんなで噂うわさしてたんだよ」

　稲垣所長は悪気のない笑え顔がおを浮うかべる。

　自分が帰った後で、どんな噂が飛び交かっていたのか知らないが誤解もいいところだ。

　定時で切り上げるのは、この後、陽一から引き継ついだ業務を片付けなければならないからで、手作り弁当は今朝、陽一の母が用意してくれたものである。

　そぼろで作ったクマちゃん弁当だったのが、あらぬ憶おく測そくを招いたらしい。この桜沢結人、生まれてこの方、色いろ恋こい沙ざ汰たなどというものとは、縁えんもゆかりもない清せい廉れん潔けつ白ぱくの身の上だ。

「君は仕事馬ば鹿かだから、放ほうっておくと一生独身男でいそうじゃないか。だから、縁えん談だんでも勧すすめようかと思っていたんだよ。で、どんな子なんだい？　可愛かわいいの？」

「生憎あいにくですが、個人的事情ですのでお話しはできません。では、失礼します」

　余計な詮せん索さくを入れられる前に、急ぎ足で事務所を出る。

「仲人なこうど役なら引き受けるから、いつでも言ってくれよ」

　冗じよう談だんめかした稲垣所長の声を無視して、ドアを閉めた。

　悪い人ではないが、どこか人をおちょくっている嫌きらいがある。

　エレベーターのボタンを押してホールで待っていると、間もなくドアが開いた。

　乗り込もうとした足が止まったのは、栗栖が乗っていたからだ。外は雨なのか、ダッフルコートの肩かたやビジネスバッグが濡ぬれている。

「あれ、先せん輩ぱい、もう帰るんですか？」

「今日は例の離り婚こん訴そ訟しようか？」

「何とか円満離婚、成立しました。離婚に円満ってのもおかしいですけどね。先輩に色々アドバイスしていただいたおかげです」

　栗栖はエレベーターから降りてきて、にっこりと微笑ほほえんだ。職場では相変わらずこの調子だ。襲しゆう撃げきしてきたのも一度限りで、その後は何事もないように日々、先輩と後こう輩はいの関係を続けている。その事に違い和わ感かんを覚える時もあるが、下手へたに警けい戒かいすれば他ほかの同僚から不審に思われかねない。特に、稲垣所長は周囲に気を配っているようには見えないのに、実は驚くほど細かなところまで観察している人だ。職場に波風を立てたくはない。それは栗栖も同じはずだ。

「そうか、良かったな」

　エレベーターに乗ろうとすると、栗栖が「先輩」と、いつもより落ち着きのある声で呼んだ。

「今日もまた、黄泉坂法律事務所に行くんですか？」

「だったら、何だ？」

　警戒するように眉まゆをひそめると、栗栖は苦く笑しようした。

「嫌だなあ。別に何もしませんよ。僕は今回の一件からは手を引きましたから」

「襲撃の理由について説明する気はないのだろうな」

「守秘義務ってやつがあるんです。ああ、でも気を付けた方がいいですよ」

「何をだ？」

「出頭命令書、そろそろ届いたんじゃないかな」

「あの郵便配達人はお前か」

　夜中にわざわざ自転車で来訪するとは、よほど暇ひまを持て余していると見える。

「違いますって。あれは、事務方が送ったものですから。届いたってことは、僕以外の誰だれかが近々、あちらにお伺うかがいすると思いますよ」

　クスッと笑ってから、栗栖は事務所のドアへと向かう。

　エレベーターのドアが閉まるのも忘れて振り返り、「おい、待て」と呼び止めた。

「なぜ、日向を狙ねらう？」

　届いた赤い封ふう筒とうの宛あて先さきは陽一だった。ということは、狙われたのは、自分ではなく陽一だということだ。そして、他にもスナイパーがいるということは、栗栖の単独的犯行ではなく、組織が背後で命令を送っているのだろう。

　陽一が何をしでかしたのか知らないが、相当に危ない状じよう況きように首を突つっ込んでいるのは確かだ。この自分も……。

「そんな事より、急いだ方がいいと思いますけどね。ああ、ほら、もう黄昏たそがれ時どきですから」

　栗栖は背を向けて事務所のドアへと向かう。

　懐かい中ちゆう時計を確かめれば、十八時を十分ほど過ぎていた。

　胸むな騒さわぎを覚え、ジャケットの内ポケットから携けい帯たいを取り出す。陽一の番号を呼び出してかけながら、指がエレベーターのボタンを落ち着きなく押す。早く出ろと念じながら待つが応答はない。

　そのうちに『ただいま、電話に出ることができません』と、機械的な女性のアナウンスが流れる。かけ直しているうちに隣となりのエレベーターのドアが開き、結人は中に飛び込んだ。

　繫つながらない電話に柄がらにもなく焦あせりながら、駐車場に到とう着ちやくすると同時に駆かけ出す。







　ワイパーがフロントガラスに当たる水すい滴てきを忙せわしなく払はらい除ける。帰宅ラッシュで混雑している表通りを避さけ、交通量の少ない川沿いの道を通って脇わき道みちを入る。

　車一台分の幅はばしかない路地のど真ん中に倒たおれている人らしきものに気付いて、手と足が同時に回かい避ひ行動を取った瞬しゆん間かん、ガシャンと派手な音と共に衝しよう撃げきでエアバッグが飛び出した。

　見事なまでに、愛車の右前方が電信柱にめり込んでいる。エアバッグにもたれかかりながら呻うめく。だが、車の事を心配している場合ではないと思い出して、ドアを開いて外に出た。雨と霰あられに打たれながら駆け寄ると、うつ伏ぶせに倒れているのは黒のカーディガンをはおった少女だった。

「時子、ちゃん？」

　濡れた首筋に触ふれてみればかなり冷たい。

　口もとに手をやれば、息はある。外がい傷しようも見当たらない。

「おい、しっかりしろ！」

　頰ほおを叩たたきながら呼ぶと、時子の瞼まぶたがピクッと震ふるえた。その目が薄うつすらと開かれる。

「桜……沢、さん？」

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　抱だき起こすと、時子は急に意識がはっきりしたように飛び起きて腕うでにすがってくる。

「桜沢さん、お兄ちゃんが……お願いです、お兄ちゃんを助けて！」

　結人は驚いて時子の瞳ひとみを見つめた。

「君は、日向の事が見えているのか？」

　時子は涙なみだぐみながら強く首を横に振った。

「声が聞こえたんです。あれはお兄ちゃんの声でした。でも、外に出てみたら誰もいなくて……私、お兄ちゃんをさがそうとしたんですけど、後ろから襲おそわれてしまって」

　彼女の震える手が濡れたスカートを握にぎり締しめる。

「日向が誰に連れていかれたか分かるか？」

　路地に座り込んでいる時子の肩をつかんで尋ねた。だが、時子は涙ぐみながら首を横に振る。

「声が聞こえた方向は？」

「あっちの方から、だと思います」

　時子が十字路の角にある古いタバコ屋を指差す。

　立ち上がろうとすると、彼女の手がコートの裾すそをつかんだ。

「桜沢さん、お兄ちゃんは戻もどってきているんですか？　どうして、姿が……」

　不安そうな瞳に見つめられたが、答えられない。陽一が体を失っているなど、説明できるはずもなかった。

「日向は少し事情があって戻れない。だが、すぐに帰ってくる」

「本当に？」

「ああ。だから、心配せずに待っているんだ」

　陽一の代わりに告げると、時子は小さく頷うなずいた。

「桜沢さん、これ」

　かたく握り締めていた両手を開いた。その手の中にあったのは、合格祈き願がんと銀の刺し繡しゆう文字が入っているお守りだ。

「お兄ちゃんが司法試験を受験する時、私とお母さんとで選んだお守りなんです。お兄ちゃんが落としていったみたいだから……これ、お願いします」

　頭を下げた時子の細い手からお守りを受け取り、立ち上がった。







　二百メートルほど走っただけだというのに、軟なん弱じやくな体は息切れを始め、足がよろけた。こんな事なら、陽一を見ならって少しは筋トレとやらをやっておけばよかった。

　人生の苦難のうち、九十九パーセントは頭脳で乗り切れると信じているが、筋肉によってしか乗り越こえられないものというものも、一パーセントくらいはあるらしい。

　脇わき腹ばらを押さえながら路地を抜ぬけると、ようやく一方通行の標識が立つ一車線の道に出た。

「放せ。何なんだ、お前ら！」

　陽一を取り囲んでいるのは、黒い詰つめ襟えりの制服と外がい套とうを羽織った男たちだ。容疑者のように連行される陽一は手て錠じようをかけられ、その上に黒い布ぬの袋ぶくろを被かぶせられている。

「日向！」

　武器代わりに携帯を握り締めながら呼ぶ。戦力も正体も不明な相手は五人。

　戦うには携帯はあまりにも微び力りよくだ。最近の携帯は多機能になったとはいえ、催さい涙るいガスを噴ふん射しやしたり、麻ま酔すい針が飛び出したり、まして自じ爆ばく機能がついていたりするわけではない。

　少し前の子供用携帯ならば、紐ひもを引っ張れば警報ブザーが鳴り響ひびき、周囲に変質者の存在を知らしめる画期的機能がついていただろうが、生憎あいにくとスマートかつ、スタイリッシュなデザイン性を売りとするスマートフォンには、当然の如ごとくそんな機能は付加されていない。

　出来ることと言えば、一一〇番に通報することくらいだが、幽ゆう霊れいである陽一が何者かに拉ら致ちされそうになっていると言ったところで、相手にされはしないだろう。病院に行けと適切かつ、親切な助言をされるだけだ。

「桜沢！」

　鳥居の手前で、陽一が声をさがすように辺りを見回した。

「日向をどうするつもりだ!?」

　こちらの声などまったく意に介かいさず、男たちは陽一を神社の境けい内だいへと引きずっていく。

　踏ふみ止とどまろうとしながら、陽一が振ふり返った。

「俺はいい。時子が……あいつと、おふくろを頼たのむ！」

「待……っ」

「追ってくるな！」

　踏み出しかけた足が、陽一の声で躊ちゆう躇ちよする。

　鬱うつ蒼そうと樹木の茂しげった境内の暗くら闇やみに溶とけ込むように、男たちと陽一の姿が消えた。

　迷っている場合かと自分を叱しつ責せきするように、手のお守りを握り締めて後を追う。

　点てん滅めつする蛍けい光こう灯とうが一本だけ古びた社を照らしているのが見える。だが人の姿は見当たらない。

　石段を駆け上がり、鳥居をくぐり抜けた瞬間、周りの景色がグニャリと不自然に歪ゆがんだ。

　よろけるように足を一歩踏み出すと、雨がピタリと止やむ。

　立ち尽つくした結人のコートから雫しずくが落ちた。地面を見れば、濡ぬれた痕こん跡せきなどどこにもなく、舗ほ装そうされていない道に長く伸びた自分の影かげがくっきりと映っている。

「……なっ」

　何が起きたのか分からないまま、無音の空を見上げた。

　先ほどまで薄うす闇やみと濁にごり雲に包まれていた空には、鮮あざやか過ぎる夕焼けが広がっていた。

　鳥居をくぐったはずなのに、振り返った先はまるで時代錯さく誤ごな街並みだ。まだ元号が昭和だった頃ころにはよく見かけた平屋の木造家屋と塀へいが並んでいる。

　結人は目の前に聳そびえる重じゆう厚こうな鉄門を見上げた。身長の倍の高さはあるだろうか。枯かれた蔦つたが絡からみ付いている。鉄てつ柵さくの隙すき間まから見えるのは、ドーム形の屋根を持つレンガ造りの建物だ。

　門の柱には『霊れい察さつ庁ちよう』と書かれた木の門標が掲かかげられている。

　陽一を追ってここに辿たどり着いたということは、中に連れ込まれている可能性が高い。

　わけのわからない世界に迷い込んでしまったが、引き返すこともできない。

　そもそも、握り締めたお守りが、陽一を連れずに戻ることを許しはしないだろう。

　意を決して鉄門を押すと、歓かん迎げいせざる来訪者を警告するように、錆さびた音を響かせながらゆっくりと開いた。







「だから、俺は人をさがしているだけだ。日向陽一という男が、先ほどここに連れて来られただろう。会わせられないというのであれば、その理由を説明してもらいたい！」

　総合窓口と札が下がったカウンターの前で、苛いら立だった声を上げる。

　カウンターの奥のデスクで作業をしていた人々が、何事かと視線を向けた。

　対応にあたった女性職員は腰こしに両手を当て、結人に負けず劣おとらずのしかめ面づらを作っていた。

　スタイルは悪くはないが、如何いかんせん色気も素っ気も愛あい想そもない女性だ。グレーの地味な事務員服のネームプレートには、『柳やな井い』と書かれている。

　ひっつめ髪がみで容姿はそこそこ整っているが、鋭えい角かくのメガネのせいでいっそう男が近付きがたい雰ふん囲い気きを作っている。

「何もお答えすることはできません。そもそも、あなた。こちら側に来る人間ではないでしょう。どうやって紛まぎれ込んだのか知りませんが、通報される前にさっさとお戻りなさい」

　メガネの端はしを指で押し上げながら、柳井女史は結人に対たい抗こうしてキンキン声を張り上げる。

「正当な理由がないのに人を拘こう束そくする権限があるのか？　不当逮たい捕ほなら、しかるべき機関に訴うつたえ出るぞ」

　押し問答で分かったことは、この『霊察庁』というのが現世ならざるこの世界の警察組織だという事だ。だとすれば、何の遠えん慮りよがいるものか。

「いい加減にしてください。あなた、いったい何なんです!?」

「俺は、日向陽一の弁護士だ！」

　結人はジャケットのポケットから取り出した名めい刺しを、柳井女史の前に叩き付ける。

　胡う散さん臭くさそうに眉まゆ根ねを寄せながら手にとった柳井女史は、「弁護士、ねえ」とじっくり眺ながめる。そして、カウンターの下から手動の小型シュレッダーを取り出し、目の前でジョリジョリと裁断してしまった。あっという間に、結人の名刺はただの燃えるゴミだ。

「弁護士だろうが何だろうが、面会は許可できません。さっさとお帰りください」

　クルリと踵きびすを返して離れようとする柳井女史に向かって、思わず手が伸のびる。カウンターから身を乗り出して腕うでをつかむと、柳井女史がむっとしたように振り返った。

「この手は何なんです。セクシャルハラスメント的行こう為いですか!?」

　手は引いたが、この場で引き下がるわけにはいかない。

「面会は許可できないということは、やはり、日向陽一はここにいるんだな!?」

「さあ、どうでしょうか。あなたにそれをお答えする義務はありませんから」

　柳井女史は腕を組むと、尊大な態度で見返してきた。

　なんて忌いま々いましい女だと、思わず歯ぎしりする。

「話にならん。上役を出せ」

「しつこい人ですね。摘つまみ出されるまで分からないのですか？」

「会わせてもらうまで、ここを退どくつもりはない」

　お互たがいに一歩も譲ゆずらず睨にらみ合っていると、「あ、こんなところにいたんですか」と場ば違ちがいに明るい声が割り込む。聞き覚えのある声に、まさかと振り返った。

　駆かけ寄ってきたのは、スーツの上にダッフルコートをはおり、片かた腕うでに鞄かばんを抱かかえた栗栖澪だ。

「駄だ目めじゃないですか。勝手にうろついちゃ。さがしましたよー」

　まるで、徘はい徊かい老人でも発見したかのような口ぶりだ。

「なぜ、お前が」

　笑え顔がおで腕をつかまれ、結人はたじろいで栗栖の顔をまじまじと見る。

　本物かと疑ったが、どの角度から見ても栗栖は栗栖だ。髪かみの後ろに寝ね癖ぐせがついているところまで、そっくりそのまま栗栖澪だ。

「すいません、柳井さん。この人、新人で僕が教育係を任されているんですけど、まだ色々とこちらのルールがよく分かっていないんですよ。迷めい惑わくかけてすいません」

　栗栖が片目を瞑つぶりながら申し訳なさそうに謝ると、柳井女史は冷たく頑かたくなな態度を一変させ、頰ほおを赤く染めながらモジモジとし始めた。

　どうやら、栗栖と柳井女史とは顔見知りの間あいだ柄がらのようだ。しかも、察するに柳井女史は一方的に栗栖に恋れん慕ぼの情を寄せていると思われる。

　ところかまわず愛あい嬌きようを振り撒まいているからだと、罪深き後こう輩はいに冷ややかな視線を向けた。

「栗栖君も大変ね。こんなの押し付けられて」

「ホント、そうなんですよー。頭がかたくて、思い込みの激しい人なんで困っちゃいますよ」

　笑みを浮うかべながら、栗栖が肘ひじで軽くつついてくる。

　どうやら、ここは謝っておけという合図らしい。だが、敢あえてその合図を無視した。

　反省すべき事がないのに、謝罪する必要はない。

　英国人祖母グランマの影えい響きようで、常にジェントルマンであろうとは努めているが、初対面の相手をこんなの呼ばわりするような失敬な女子には、こちらも愛想を尽くす必要はない。

「さ、ここにいちゃ邪じや魔まになりますよ。行きましょう、桜沢さん」

　腕を引っ張る栗栖の手を「断る」と、無下にはね除のける。

「お願いですから、大人しく言うことを聞いてください」

　栗栖が、柳井女史の視線を気にしながら顔を寄せて囁ささやいてきた。

「日向陽一に会うまで帰るつもりはない」

「桜沢先せん輩ぱい！」

　焦じれったそうに呼ぶ栗栖の声を無視し、柳井女史の方に向き直る。

　カウンターに片手をつきながら、「接見させてくれ」と再度要求する。

　栗栖が癖くせのある前まえ髪がみをかき上げた。

「本当、先輩は融ゆう通ずうが利きかないんだから……柳井さん、僕なら勾こう留りゆう中の日向陽一に接見できますよね？」

「栗栖君、その人を同どう伴はんするのは規則違い反はんになるわよ」

　さすがに、柳井女史の表情が険しくなる。

「お願いします。僕が責任を取りますから」

　栗栖が真しん剣けんな眼まな差ざしを向ける。

「栗栖君……」

　柳井女史の目は、栗栖の手がさりげなくアピールしている『甘味堂・イチゴあんみつ無料券』に釘くぎ付づけになっていた。美形とイチゴと和スイーツのバリューセットにクラリとこない女子はいないだろう。

「し、仕方ないわね。新人研修の一いつ環かんということなら、特別に許可しましょう。今回だけですからね」

　柳井女史は素っ気ない態度を無理に作りながら、メガネの縁ふちを指で押し上げる。その頰はチークを塗ぬりすぎた失敗メイクのように赤く染まっていた。







　栗栖に案内されて通された面会室は、中央をアクリル板で仕切った狭せまい部屋だった。裸はだか電でん球きゆうの白々とした明かりが、くすんだクリーム色の壁かべを照らしている。パイプ椅い子すが置かれている以外は何もない。規則上、栗栖も部屋の中で待機する事になったが、気をつかってか隅すみの壁にもたれて黙だまっている。

　椅子に腰をかけて待っていると、そのうちに手て錠じようをかけられた日向陽一が係官に連れられて現れた。うつむいていた陽一が顔を上げ、驚おどろきとともにわずかに顔を強こわばらせる。

「五分だけだ。いいな」

　係官が出て行くと、陽一が歩み寄ってきて台に両手を叩たたき付けた。

「何で、お前がここにいるんだ！」

「依い頼らい人にんの権利を守るのは弁護士の仕事だ」

「だからって、こんなわけの分かんねえところまで追いかけてくるやつがあるかよ」

　力が抜ぬけたように椅子に腰を落とした陽一は、両手で顔をおおう。

「お前が拉ら致ちなどされるからだ」

「悪い、油断した。やっぱり、相当に鈍なまってたみたいだな」

　自じ嘲ちよう気味にもらしてから、陽一は思い出したように顔を上げた。

「そうだ、時子は無事か？」

「心配いらん。気を失っただけだ」

　無事ではないのは、電信柱にめり込んで顔面破は壊かいされた愛車の方だ。

　陽一は「そうか」と、安あん堵どの息を吐はく。

「あいつ、俺の声が聞こえたらしくてな。家から飛び出してきたんだよ」

　スーツの内ポケットからお守りを取り出し、アクリル板越ごしに見せる。

「それ、俺の……」

「お前の妹から預かった。合格祈き願がんのお守りなど落とすやつがあるか」

「大学受験も司法試験もそのお守りで乗り切ったから、手放せなくて持ち歩いてたんだよ」
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　襲おそわれた時も、目が覚めたら手元にあったのは携けい帯たいとお守りだけだったと言う。

「日向、勾留理由を聞いているか？」

　改まって尋たずねると、陽一の表情もかたくなる。

「裁判にかけられるんだろ？　生きてた時の罪を裁かれて、どこに行くのか決まるらしい。桜沢、どうやら俺の死亡宣告は確定みたいだ」

「裁かれるべき罪が、あるのか？」

　努めて冷静な声で尋ねると、陽一は小さく頭を振ふった。

「分からねえよ。何一つ罪なんか犯おかしていないって、胸張って言えるほど立派に生きてきたわけじゃないんだ」

　それはそうだ。罪を犯していない人間なんて、生まれたての無む垢くな赤ん坊ぼうくらいなものだ。大なり小なり、人間は誰だれかしらを傷つけたり、裏切ったり、偽いつわったりしながら生きている。陽一だけではない。この自分もまた、そうなのだろう。

「お前はまだ、死んでいないんだろう」

「俺が見たのだって、本当は見み間ま違ちがいだったかもしれないだろ。お前だって、本当は……そう思っているんじゃないのか？」

　陽一は苦く悩のうするように頭を抱える。

「お前が見たものが見間違いだというのなら、俺の見たものも見間違いという事になるな」

　そう言うと、陽一は頭から手を離はなしてアクリル板越しにこちらを見つめる。

「信じてくれるのか？　俺の事」

「ああ……日向、お前は生きている」

　本当は、ずっと前から分かっていたのだ。

　厚さ四ミリのレンズによって歪ゆがめられ、矯きよう正せいされた世界こそが偽りで、自分の目に映る世界こそが真実なのだと。

　だが、それを認めてしまえば自分の信じてきた世界が根底から崩くずれてしまうようで怖こわかった。

　救済を求める魂たましいも、苦しみに悶もだえる魂も、見えないふり、気付かないふりをしていただけで、本当はいつだって自分のそばに存在し続けていた。

　気付いたところで、自分には彼らを救えない。ならば、存在しない事にしてしまえばいい。

　どうせ、他ほかの誰にも見えはしないのだ。

　そうすれば、無力さを感じる事も、彼らを救えない事に後ろめたさを覚えることもない。

　だから、メガネをかけ、自分を守ろうとした。

　だが、そんな自分が本当は許せなかったのではないか。

　助けを求める者はすぐそばにいるのに。力がない事を言い訳にして見過ごしてきた自分が。

　弁護士になったのは、せめて現実世界だけでも、人々を救済できる力が欲しかったからだ。

　取り囲まれて恐きよう喝かつされれば手も足も出ないような非力な人間だ。陽一のように身一つで飛び込んで助けるような度胸も力もない。それでも、法律という武器があれば、自分にも人を救う事ができる。そう信じたからこそ、この道を選んだはずだ。

　もう、見えないふり、気付かないふりはやめだ。

　今、自分の目に見えている世界こそが現実だ。

　陽一の顔が一いつ瞬しゆんだけ、泣きそうに歪む。それを堪こらえるように唇くちびるを嚙かんで頭こうべを垂れた。

「桜沢、俺は死にたくない。情けないと思ってくれていい」

　陽一はうつむき、台の上で手を握にぎり締しめる。

「おふくろにも、時子にも、苦労かけてきた。心配かけるような真似まねは、もうやめるって約束したんだ。俺は親父おやじの代わりに、二人を守らなきゃならないんだよ」

「日向」

　呼ぶと、陽一がゆっくりと顔を上げる。動どう揺ようと不安で強ばった表情だった。

「何のために、俺がこんな場所まで追いかけてきたと思っている。弁護士として、お前を必ず無事に家族の元に戻もどしてやる」

　柄がらにもない事を言っているのは自覚している。だが、決意を自分自身の胸に刻みたかった。

　アクリル板にうっすらと映る栗栖が視線を向けた。

「頼たのむ、桜沢」

　陽一が真剣な表情で、深く頭を下げた。

「ああ……」

　陽一の背後のドアが開き、姿を見せた係官が「そろそろ五分だ」と、告げる。

「面めん倒どうを起こさず、大人しくしていろ」

　パイプ椅子から立ち上がり、ドアの方へと足を向ける。

「桜沢！」

　呼び止められて振り返ると、陽一が物言いたげな瞳ひとみを向けていた。

「何だ？」

「全部片付いたら、一いつ緒しよに飲みに行こうぜ。ほら、お前と飲みに行ったこと、一度も……」

「終わりだ」

　係官が会話を遮さえぎるように言うと、陽一は唇を引き結んで背を向けた。

「お前の奢おごりだからな」

　陽一は足を止めかけたが、振り返る前に係官によって部屋の外へと押し出された。

　ドアが完全に閉とざされると、やけに重い沈ちん黙もくが部屋を支配する。

「いいんですか？」

「何がだ？」

「幽ゆう霊れい相手に約束なんて交かわしても、虚むなしくなるだけですよ。叶かなう事なんてないんだから」

　栗栖はいつもは見せない冷めた表情でそう言った。

　正論だ。だから反論せずに面会室を後にした。







　栗栖と共に庁舎を出て鉄門をくぐると、来た時と同様に視界が歪んだ。

　通り抜けた途と端たんに雨が体を打つ。振り向くと、小さな神社の鳥居がそこにあった。

　急に空気が冷え込む。点てん滅めつする街灯が横切る雨の筋を浮うき立たせた。

　栗栖の存在が隣となりになければ、今しがたまでいた世界を夢だと思っただろう。だが、紛まぎれもなくそれは存在する世界なのだ。

「先せん輩ぱい、せっかくですから、一緒に飲みに行きませんか？」

　手にしていた傘かさを開きながら、栗栖が笑え顔がおで誘さそう。

「遠えん慮りよする。車が凹へこんだままだからな」

「どうせ、今ごろもう警察にレッカー移動させられてますよ」

「なっ！」

　無残に牽けん引いんされていく愛車を想像して絶句する。

「たまには、僕に付き合ってくださいよ。先輩、いくら誘ってもつれないんだから」

　栗栖は唇を少し突つき出して、すねた表情になる。

「この前、新年会で付き合ってやったろう。今日はそれどころじゃない」

「あの人とは飲む約束したじゃないですか。ずるいですよ！」

　何がずるいというのか。不服そうな顔をする栗栖を放ほうって歩き出す。後を追ってきた栗栖が、健けな気げに腕うでを伸のばして傘を差しかけてきた。

「美味おいしいラーメン、僕、奢りますよ」

「いらん。そもそも、お前の素す性じようについて、俺は甚はなはだ疑問を抱いだいているんだぞ」

　振り向いてわざと睨にらむと、栗栖は「嫌いやだなあ」と、食えない笑顔を浮かべる。

「僕は先輩の味方ですって。だから、ほら。今日だって助けてあげたでしょ」

「その前は襲しゆう撃げきに来て、六法全書と俺の車のフロントガラスを破は壊かいしただろう」

「まだ、根に持っているんですか？　修理代出したじゃないですか。水に流してくださいよ」

「出来るか！」

「先輩って、案外ねちっこい性格なんですね」

　がっかりしたというように、ため息を吐つかれる。ねちっこくて上等だ。そうでなければ、法ほう廷ていで侃かん侃かん諤がく諤がくと舌ぜつ戦せん（つばぜり合いとも言うが）を繰くり広げる弁護士など務まらない。

「いいんですか？　あの人、助けたいんでしょ。僕がいないと難しいんじゃないのかなあ」

　足を止めると、栗栖が背中にぶつかった。確かに、それは一理どころか十理はある。

「やっぱり、今日のラーメン、先輩の奢りがいいなあ。駄だ目めですか？」

　栗栖が可愛かわいらしく上目づかいに強請ねだってくる。この図太さだけは感かん歎たんに値あたいする。

「洗いざらい、知っている事を白状してもらうぞ」

「えーっ、ラーメン一いつ杯ぱいでそれはちょっと」

「誘ったのはそっちだろう。煮に玉たま子ご増量してやるから、来い！」

　こうなったら、朝までだろうが付き合ってやる。

　栗栖のダッフルコートのフードをつかみ、雨の中を引きずっていった。







　高こう架か下したに提ちよう灯ちんの明かりがぼんやりと灯ともる。アスファルトを洗い続ける雨音と、ラジオが流す落語を聞きながら、日本酒の入った湯飲みを傾かたむける。

　屋台にかかる暖簾のれんには『お・で・ん』の三文字だ。いかにも年季を感じさせる銅製の四角い鍋なべの中でクツクツと煮えているのも、むろんおでんであり、看板ならぬ暖簾に偽いつわりはない。

「ラーメンが食いたいんじゃなかったのか？」

「ここのラーメン、うまいんですよ」

　栗栖は狭せまいカウンター台に両りよう肘ひじをつきながら缶かんビールを傾ける。そのうち、ラーメン屋ではお馴な染じみだが、おでん屋では普ふ通つう聞くことのない景気のいい湯切りの音が響ひびいた。

　店主が、「へい、お待ち」とラーメンどんぶりを二つ置く。

　玉子に、牛すじ、ちくわぶのおでん三種の神器（三種の中身については諸説あろうが）がのっており、縮れ麵めんがたっぷりと入ったおでん液の中に隠かくれている。

「このおでんラーメンには、からしが合うんですよ！」

　栗栖は爪つま楊よう枝じなどと一緒に常備されている壺つぼを手に取り、黄色い練りがらしをたっぷりと匙さじで掬すくい取って、あろうことか結人のどんぶりの中に投入する。

「お前な！　入れ過ぎだろ」

　慌あわてて制したがすでに練りがらしは汁しるの中だ。

「えー、これくらいがおいしいんですって。ねえ、おじさん」

　栗栖が同意を求めると、ツルツル玉子頭の無ぶ愛あい想そうな店主は大きく頷うなずいた。

　かなり懐かい疑ぎ的てきに箸はしで麵を掬い上げ、口に運んでみると、いきなり脳天にクリティカルヒットをくらってしまい、うっと鼻の頭を押さえながら、しばし声もなく悶もん絶ぜつする。

　忌いま々いましい事に、栗栖は密ひそかに笑いを堪えているようだった。覚えていろよと涙なみだ目めで睨ねめ付けてから、水がわりに日本酒を喉のどに流し込む。

「俺はお前とラーメンを食うためだけに来たわけじゃないぞ」

「じゃあ、後でスイーツも食べに行きます？　僕、ジョナーズの期間限定スペシャルチョコレートパフェが食べたいな」

「はぐらかすな」

　強く言うと、栗栖はふっとため息を吐いて、「しょうがないなあ」と呟つぶやいた。

「先輩だから、話しますけどね。これが、僕の正体なんです」

　ジャケットの内ポケットから取り出したカードフォルダーを、見えるように開く。

「こ……これはっ！」

　カードフォルダーの中に収納されている写真には、事務所のトイレの鏡に向かい、引きつった笑顔を浮かべている結人の姿が写っていた。トイレの個室の隙すき間まから、携けい帯たいを片手に覗のぞいている栗栖の姿も、鏡に映っている。

　奪うばうようにカードフォルダーをもぎ取り、身を震ふるわせた。

　二〇〇九年五月二一日付けで施し行こうされた裁判員制度では、裁判員の心証が判決を大きく左右する。被ひ告こく人にんだけではなく、弁護人の印象の好こう悪おも心証に影えい響きようを与あたえかねない。好感度アップのためにも、笑顔は絶対必ひつ須すスキルだ。そう思い、密かに特訓を行っていたのだが、栗栖に目もく撃げきされただけではなく、証しよう拠こ写真まで押さえられるとは何たる不覚！

「あ、間ま違ちがえました。それ、僕のお宝写真です」

　手から滑すべり落ちそうになっているカードフォルダーが、栗栖の手に奪われる。

「今度こそ、これが僕の真の姿です」

　別のポケットを開いて、栗栖が得意満面に披ひ露ろうした。

　そこに写っているのは、真っ赤なベルベットのクッションに、お姫ひめ様さまさながら優ゆう雅がに座るチワワだった。頭の上にはビーズで作ったらしい小さな王おう冠かんまでちょこんとのっている。

　沈黙が数秒流れた。

「お前の正体は、チワワ……という事でいいのか？」

「あっ、これは僕の飼ってるマリーアントワネットの写真でした。すいません、また、間違えちゃいました」

　額を小こ突づきながら、テヘッと舌を出す栗栖澪。

「結局、お前は何なんだ!?」

　日本酒の入った湯飲みをカウンター台に叩たたき付ける。

「こっちです」

　開いたポケットには、免めん許きよ証しようサイズの身分証明書が入っていた。

「霊れい察さつ庁ちよう、二級捜そう査さ官かん？」

　霊察庁があちら側の警察組織なのだから、栗栖はいわば霊れい界かいＦＢＩ捜査官、といったところだろうか。

「で、幽ゆう霊れいを抹まつ殺さつするのがお前の役目なのか？」

「そんな人聞きの悪い」

　人聞きの悪いもなにも、実際に日向陽一をリボルバーで抹殺しようとしていたではないか。

「僕は現世に留とどまって悪事を働く霊れい魂こんを、速すみやかに霊察庁に引き渡わたすのが役目ですよ。といっても、僕ら二級捜査官は臨時職員みたいなもんなんですけどね」

「お前みたいに、あちら側の世界と関かかわって、捜査官をやっている人間が他ほかにもいるのか？」

「けっこういますよ。人手が足りないみたいで。僕や先輩みたいに、あちら側に干かん渉しようできる人間をスカウトしているんです。先輩のところにも来ませんでした？」

「来るわけないだろう」

　今でこそあちら側の世界について多少認にん識しきを深めたものの、知らない頃ころにそんな妙みような連中が現れようものなら、塩を撒まいて追い払はらってやっていただろう。

「何でかなあ？　先輩の方が素質ありそうなのに」

　栗栖は首を傾かしげながら、おでんラーメンの牛すじを口に運ぶ。

「じゃあ、日向のところに来た出頭命令は」

「ああ、あれは死後、四十九日以内に霊察庁に出頭しなきゃいけない決まりになっているんですよ。あの世もこっちの世界と同じで、あれやこれやと面めん倒どうな規則があるんです」

「ちょっと待て、日向は霊になって四十九日も経過していないはずだ。この世に留まっている幽霊なら他にも山ほどいるだろう」

　メガネをかけているから見えてはいないが、実は周囲にも数人いる。

　おでんの匂においにつられて集まってきたのだろう。「ちくわぶ、うまそー」とか、「俺、もち巾きん着ちやく派なんだよねー」とか、ボソボソと話し声が聞こえてくる。

　地上を徘はい徊かいしている幽霊どもが、片かたっ端ぱしからあの世に送られているわけではない。

「あ、それ、多分、通報されたからじゃないかな」

「通報？」

「そ、僕に」

　悪びれもせず、栗栖は牛すじの串くしの先を自分の方に向ける。

「お前なっ！」

「だって、あの人先せん輩ぱいの周りをうろちょろして目め障ざわりだったから」

「だいたい、なぜお前がそんな事を知ってるんだ」

　自分が陽一と関わっていることを、栗栖はどうやって知ったのか。

「先輩の後をつけてたら……じゃなくて、たまたま先輩を見かけた時に、あの人と一いつ緒しよだったんですよ。だから、危ないと思って。幽霊なんかに関わるとろくな事ありませんよ。全すべては先輩を案じるが故ゆえの罪なき行動です」

　なんだか、非常にストーカー的な発言を聞いたような気がするのだが。まあ、確かに幽霊なんかと関わるとろくな事がないという点については異論はない。全てが先輩を案じるが故の罪なき行動かどうかはともかくとしてだ。

「日向が受ける裁判というやつは？」

「最さい終しゆう審しん判ぱんと言うやつです。現世の悪行を裁かれて、量りよう刑けいが決まるんですよ」

「つまり、閻えん魔ま大だい王おうみたいなものに裁かれるというわけか」

　本当に赤ら顔の閻魔大王がいて裁いているなどにわかには信じがたい話だが、死者の魂たましいがあるのなら、それを管理する組織や、管理者がいるのは不思議な事ではないのかもしれない。

　という事は、昔話のように、トゲトゲ棍こん棒ぼうを手にした青あお鬼おにだの赤あか鬼おにだのに追いかけ回されながら、血の池地じ獄ごくだの、針山地獄だの阿あ鼻び叫きよう喚かんの拷ごう問もんトライアスロンに未み来らい永えい劫ごうにわたって参加させられる羽目になるのか。

　……できるだけ、生きている間に善行は積みたいものだ。

「大だい審しん院いん長ちようって言うんですよ」

「じゃあ、昔は本当に閻魔大王だったのか？」

「そう呼ばれていた頃もあったみたいですね。ま、あの世もこの世の世情を反映しているって事ですよ」

　ということは、近年の地獄は三百六十度回転絶ぜつ叫きようマシン地獄や、むち打ち、蠟ろう燭そく攻ぜめＳＭプレイ地獄などなどに変容しているのだろうか。気になるところではあるが、正直どちらも守しゆ備び範はん囲い外なので、やはり地獄直行ルートだけは御ご免めん被こうむりたい。

「あの人も、もう死んじゃったんだから潔いさぎよくあの世にいった方が本人のためですよ。気の毒だとは思いますけど、未練を残して現世に留まっていてもいい事なんて一つもありませんって」

「だが、日向は」

　言いかけて、思い止とどまる。栗栖をどこまで信用していいのか。今の話も本当かどうかは分からないのだ。全てが噓うそというわけではないだろうが。

「何です？」

　じっと見つめられて、「いや……」と言い淀よどみながら視線を逸そらした。

「先輩、ずるいですよ。今のだって、本当は守秘義務違い反はんになるんですからね。先輩だから、信しん頼らいして話したんですよ」

　形のよい細い眉まゆを寄せながら、栗栖が顔を覗き込んできた。

「お前も俺と日向の話をきいていたはずだ」

「ええ、まあ」

「日向は厳密に言えばまだ、死んでいない」

　そうはっきりと告げると、栗栖は一いつ拍ぱくの間をおいてから「まさか」と笑う。

「日向の証言では、何者かに体を奪われたそうだ。つまり、霊体ではあるが、肉体の方はまだ現世に生存していて機能している」

　栗栖は笑いを収めて、急に真顔になった。

「そんな事、あり得ませんよ」

「なぜ、そう言い切れる？」

「霊体だって、何でもありってわけじゃないです。人間と同じで、出来る事と出来ない事は明確に規定されている。どんな悪あく霊りようだってそうですよ。他の霊体に体を乗っ取られるなんて事は物理的にあり得ません」

　幽霊の存在そのものが物理的ではない気がするが、深くは追及しまい。

「取り憑つく事はできるだろう」

「ええ、できますよ。生きている人間の肩かたとかにのっかったりする事はね。でも、先輩の言っているのは、体の中に入っていた魂を追い出して、別の魂が入るという事でしょう？　人間の肉体と魂はそんなに簡単に切り離はなせるものじゃありませんよ」

「幽ゆう体たい離り脱だつというのがあるじゃないか」

「それは、完全に切り離されたんじゃなくて、魂の一部は肉体とちゃんと繫つながってるんです。だから、戻もどれるでしょう？」

「日向はどう説明するんだ？　俺は、あいつの体が生きているのをこの目で見た」

　煮玉子を箸はしで半分に割ろうとしていた栗栖が、手を止めて結人を見る。

「何かの見み間ま違ちがいじゃないんですか？」

「あれは日向だ」

「実は双ふた子ごだったとか。そうでなくても、世の中に似た人間は三人はいるというでしょ？」

　たまたまこの町に陽一にそっくりな人間がいたという可能性も否定はできない。実は陽一が知らないだけで、生き別れた双子の兄弟がいたのかもしれないが、どれも可能性でしかない。

「栗栖、日向の裁判が行われるまで、どれくらいの猶ゆう予よがある？」

「最短でも一週間かな。先輩の気持ちは分かりますけど、どうにもなりませんよ」

「日向の肉体が生存している事を立証できたら、裁判の取り消しを求める事ができると思うか？」

「そんな事……」

　栗栖が困こん惑わくの表情を浮うかべた。無む茶ちやな事を言っているとは分かっている。

「やらなきゃならないんだ」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやく。死んでもない人間を、あの世送りにしてたまるか。

　弁護士なのだ。この世だろうが、あの世だろうが、裁判で敗北を喫きつするつもりは毛頭ない。

「本気なんですか？」

「悪いが、俺の都合でお前を巻き込ませてもらう」

　霊れい界かいのシステムに詳くわしい者の協力は、どう考えても必要不可欠だ。

　栗栖はしばらく考えるように黙だまっていたが、観念したように苦く笑しようをもらした。

「けっこう危ない橋を渡わたらなきゃならなくなるのに、見返りもなしですか？」

「おでんラーメン、奢おごってやっただろう」

「それは情報提供の分でしょ。ラーメン一いつ杯ぱいじゃ、全然割に合いませんよ」

「そうだな。今度、お前に泣くほどうまい紅茶をいれてやる。それで手を打て」

　その辺の専門店には負けないと自負している自じ慢まんの一杯だ。なにせ紅茶の本場、生きつ粋すいの英国人である祖母グランマ仕込みの紅茶なのだ。

「そんな事言って、期待外れだったら詐さ欺ぎ罪ざいで訴うつたえますからね！」

　言ってろと、笑えみをこぼした。

「ホント、嫌いやになっちゃいますよ。言っておきますけどね、先輩の親友の人みたいだから、協力するんですよ」

　不服そうに、上目づかいに睨にらまれる。

　口に含ふくんだ日本酒を思わず吹ふきそうになり、口もとを手で押さえながらむせた。

「おい、待て。誰だれが誰の親友だ」

「決まってるじゃないですか。あの日向って人ですよ」

「馬ば鹿かを言うな。日向はただの大学の同期だ」

「えー、だってなんか、むかつくくらい仲良しみたいだしー」

　おのれはどこの女子高生だと、顔を目一杯しかめる。

「勘かん違ちがいしているようだが、これは仕事の一いつ環かんで、日向は言わばクライアントだ」

　社会人になって、今さら親友も何もないものだ。だが、大学時代なら、もしあの時、日向陽一という人間ともっと深く関かかわりを持っていたら、そう呼ぶ関係になれていたかもしれない。

　埒らちもない考えだ。仮定などいくら考えたところで、過去が変わることはない。

　あの頃ころはあの頃で、自分も陽一も、別々の世界に生きていたのだから……。
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　二十二時にもなると、駅前の歓かん楽らく街がいは明かりに彩いろどられ、賑にぎやかさも増す。羽目を外した笑い声、ど音おん痴ちな歌声などが渾こん然ぜん一いつ体たいとなって細い路地に溢あふれ、四方八方から客引きの女や男が、いかがわしいのや、いかがわしくないのや、店の広告が入ったティッシュを差し出してくる。

　狭せまい路地では傘かさは邪じや魔まなので折り畳たたんだままだ。

　幸いにして、おでん屋で時間を潰つぶしている間に雨は小降りになっていた。

　タクシーを拾うために表通りに向かいながら、結人はジャケットの内ポケットからお守りを取り出す。面会室では渡す事ができなかった。

「栗栖、日向に渡してやってくれないか？」

「合格祈き願がんじゃ、あんまり意味なくないですか？」

「いいんだよ。あいつにとっちゃラッキーアイテムみたいなものなんだ。多分な」

「まあ、いいですけどね」

　栗栖は受け取ったお守りを、手に提さげていたビジネスバッグの中にしまう。

「先せん輩ぱい、せっかくですから二軒けん目、行きましょうよ。僕、いいワインバー知ってますよ」

「俺はこれから仕事だ」

　日向陽一の仕事も引き継ついでいるのだ。本業の方も疎おろそかにはできないのでやることは山積みだ。おかげでここ数日、睡すい眠みん時間は三時間未満という有り様だった。

「仕事、仕事って、僕と仕事とどっちが大事なんですかーっ！」

　腕うでを引っ張りながら大きな声を上げる栗栖を、通行人が何事かと振ふり返る。

「仕事に決まっているだろう」

　無下に手をはね除のけると、栗栖は噓うそくさく涙なみだぐんだ。

「先輩の仕事お馬鹿！　頭の使いすぎで、毛もう髪はつが抜ぬけても知りませんからね」

　余計なお世話だと、栗栖を置いて歩調を速める。

　数人のサラリーマンが暖簾のれんをくぐり、店の中へと入っていく。

　看板代わりの提ちよう灯ちんに江え戸ど文字で書かれた店名。からし色の暖簾には焼き鳥と書かれている。

　陽一の言葉を思い出して、立ち止まった。

「あ、焼き鳥いいですね。僕、ハツと砂すな肝ぎも、好きなんですよ」

　焼き鳥屋の横手の細い路地に入ると、栗栖が「あ、待ってくださいよ」と、呼びながら後をついてきた。

　焼き鳥屋の勝手口のそばにはバケツが並んでいる。換かん気き扇せんが肉の焼ける香こうばしい匂においと一いつ緒しよに、白い煙けむりを吐はき出していた。

　事件当日、日向陽一は何者かとこの焼き鳥屋で飲んでいた。そして一緒に店を出て横手の路地に入った。

　古い木造の家屋が両側に並んでいる。くの字に曲がった道を進むと、陽一の証言した通り狭い空き地があった。Ｌ字形の土地のようで、曲がった先は別の路地へと通り抜けできるのか、それとも行き止まりになっているのか、ビワの木のせいでよくは見えない。

「先輩、いったいどうしたんです？」

　空き地の前で立ち止まっていると、栗栖が怪け訝げんそうにきいた。

「日向は俺やお前とは違ちがい、幽ゆう霊れいなど見えなかったはずだ」

「ええ、まあそうでしょうね。でも、それがどうしたって言うんです？」

　空き地の中に入ると、栗栖は戸と惑まどいながらもついてくる。

「日向と一緒に飲んでいた何者かは幽霊ではなく、生身の人間だという事だ」

　その何者かと共に、陽一は空き地を通り抜けようとした。だが……。

「行き止まりだ」

　Ｌ字の角を曲がった先はブロック塀べいになっていた。その先は隣りん家かの庭だ。

　手に提げていたビジネスバッグの中から、ペンライトを取り出して地面を照らす。雪と雨のせいで、地面は柔やわらかくなっている。おかげでしっかりと磨みがかれた革かわ靴ぐつも泥どろ塗まみれだ。

　ペンライトの光が、泥どろに埋うもれかけていた小さな金属を照らした。身を屈かがめて拾い上げ、ジャケットのポケットから出したハンカチで泥を拭ぬぐう。

「弁護士記章バツジだ」

　ひまわりと天てん秤びんを表した金バッジを、ハンカチにのせたまま栗栖に見せた。

「あの人の、ですか？」

「おそらくな。日向はここで襲しゆう撃げきされたんだ」

「例のドッペルゲンガーにですか」

「栗栖、日向の肉体を奪うばった成り済まし犯が、生きた人間だと思うか？」

　もし、そうだとすれば、犯人はわざわざ自分の体を捨てて、陽一の体を乗っ取った事になる。だとすれば、捨てられた体が、蟬せみの殻からよろしくどこかその辺りに転がっていなければおかしい。だが、人間の体が捨てられていたら、さすがに警察か救急車を呼ばれるだろう。

「成り済まし犯は、生きた人間の体が必要だった。それは、そいつが最初から肉体を持たない霊れい体たいだからだ。だが、日向をこの空き地まで誘おびき出したのは、生きた人間だ。日向は幽霊ではなく、そいつに襲おそわれたんだ」

「……つまり、協力者がいたという事ですか？」

「ああ、それも幽霊の存在を認にん識しきできる能力を持つ人間だ。俺や、お前のようにな」

　栗栖は静かに眉まゆをひそめ、考え込むように黙っていた。

　どれくらい長い沈ちん黙もくが続いたのか、ゆっくりとその口を開く。

「もしかして、先輩は僕を疑っているんですか？」

「可能性を排はい除じよし切れないのは確かだ」

「信用、ないんですね」

　笑おうとして失敗したのか、栗栖の唇くちびるが微かすかに引きつる。

「可能性は可能性だ。お前から見れば、俺も立派な容疑者だろう。条件は同じだからな。疑いを晴らすためには、事実を積み重ね、検証していく以外にはない」

　手の中で弁護士記章を握にぎり締しめる。

「分かりました。僕の身の潔白を証明するためにも、あの人が一緒に飲んでいた人物を特定するしかないって事ですね」

　ため息を吐ついてから、栗栖はわざと声を明るくした。

「戻もどるぞ」

　背中を軽く叩たたいて引き返す。その途と中ちゆう、ふと、手に提げているビジネスバッグに目をやった。

　陽一はクライアントと打ち合わせをした後で、焼き鳥屋に足を運んだと言っていた。当然、書類やスケジュール帳の入った鞄かばんは持っていただろう。だとすれば、鞄はどこに行ったのか。

　振り返り、ペンライトで辺りを照らしてみたが、それらしきものは見当たらない。

「先輩、まだ何か気になるんですか？」

「いや、鞄がな」

　眉まゆを寄せて、ペンライトをしまう。

　栗栖が少し考えてから、にっこり微笑ほほえんだ。

「遺失物なら、警察じゃないですか？」







　──だから、警察に行くのは嫌いやだったのだ。

　翌日の十六時半過ぎ、警察署の相談窓口とプレートのかかるカウンターの下で、思わず顔をしかめる。

「遺失物なら会計課だろう。なぜ、警備課のお前がしゃしゃり出てくる」

「由々しき事に、署内で集団食中毒が発生したのだ。おかげで、今現在、当署は深刻な人員不足に陥おちいっていてね。まったく、昼休みから戻ってみれば、他ほかの署員たちが死し屍し累るい々るいの有り様。毒物テロかと思い、緊きん急きゆう警けい戒かい警報を発令するところだった。何ということはない、仕出し屋の弁当によって、ノロウイルスパンデミックが発生しただけの事だったのだがね」

　人ひと騒さわがせな話だと、椿原伶司が大げさにため息を吐く。確かに、他に署内に残っているのは、ノロウイルスなどものともしなさそうな、ふくよかな体型の女性警察官一名だけだ。

「大変な時に邪魔をして悪かった。俺の事は気にせず、職務を全まつとうしてくれ」

　踵きびすを返して立ち去ろうとしたが、椿原伶司の手が伸のびてきて肩かたをつかむ。

「多た忙ぼうを極きわめているのは事実だが、君の尋じん問もん……ああ、失礼。相談に乗る時間の余よ裕ゆうくらいはある。遠えん慮りよなく用件を言いたまえ。我々警察は悩なやめる庶しよ民みんの味方だよ」

「遺失物届を出しに来ただけだ。放せ」

　肩にのった手をはね除のけて、顔をしかめながら答える。

「ほお、失ったのは君の良心かね？　残念だが、当警察署には届いていないな」

「いいから、さっさと手続きしろ」

　つまらなそうな顔をしながら椿原は書類とペンを用意する。必要事じ項こうを記入してから返すと、椿原はその用紙を眺ながめながら「ふむ」と、顎あごに手をやる。

「日向陽一氏と、君とはどのような関係なのだ？」

「お前には関係ない関係だ」

「隠かくし立だてするとは実に怪あやしいな。不純な関係か？」

「ただのクライアントだ」

「その、ただのクライアントはなぜ、自ら警察署に出頭して来ない」

「そこまで答える必要があるのか？」

「職しよく業ぎよう柄がら、気になった事は追及せずにはいられないのだ。納なつ得とくいく理由が得られれば、書類は受じゆ諾だくしよう」

　相手が椿原でなければ、こんなまどろっこしいやりとりなどしなくても済んだものを。苛いら立だちを募つのらせながらカウンターを指で叩く。

「日向は大学の同期、今は身体的な問題を抱かかえているため出頭できない。これで満足か？」

「ご病気なのかね？」

「そんなところだ」

「何の？　病院に入院しているのならば、何病院の何病びよう棟とう何号室に入院しているのかね？」

「椿原。警察といえども個人のプライバシーは守るべきだ。これ以上の事は言えないし、もし無理に聞き出すつもりなら、今までのお前の違い法ほう捜そう査さや取り調べの数々を監かん察さつ官かん室に報告する」

「随ずい分ぶんとつまらん脅おどしだな」

「どうとでも言え」

　椿原はふんっと鼻を鳴らしてから、書類をつかむ。

「少々、そこで待ちたまえ」

　椿原がカウンターを離れると、一気に胸に溜たまっていた息を吐はき出した。

　部屋を出て行った椿原が戻ってくるのを待ちながら、携けい帯たいで仕事のメールをチェックする。十分ほどしてから現れた椿原は、茶色の革かわ鞄かばんを手にしていた。

　栗栖に言われた時には半信半疑だったが、本当に届けられていようとは。例の成り済まし犯と共犯者も、陽一の鞄にまでは意識を向けなかったらしい。

「空き地の管理人が発見して届けに来たようだな。鞄の中身も申告内容と一いつ致ちしている」

　椿原はカウンターに鞄を置いて書類にもう一度目を通す。

「だったら、問題ないだろう」

　手を伸ばそうとすると、革鞄が引っ込められた。

「当然、委任状は持っているだろうね？」

　ビジネスバッグをカウンターに置いて、委任状を取り出す。栗栖に頼たのんでおいたので、陽一本人の署名も入っている。

「もらっていくぞ」

　書面にサインをしてから陽一の鞄を受け取り、早急に自動ドアへと向かう。

　目的を達せば警察署にも、椿原にも用はない。

「駐ちゆう車しや場じようのピンクの軽は君のものだろう。また、随分と可愛かわいらしい趣しゆ味みになったものだな」

　椿原に声をかけられ、思わず立ち止まった。

　できるだけ目立たない隅すみに停とめたというのに目もく撃げきされていようとは、赤あかっ恥ぱじもいいところだ。

「言っておくが、あれは代車だ」

　誤解されたままなのも癪しやくなので、ここは訂てい正せいしておかなければならない。

「ああ、そういえば、電信柱に激げき突とつしたとか。前方不注意はいけないな」

「なぜ、お前が知っている!?」

「四辻署管内で起こった事で、私の耳に入ってこない情報などないからね。気を付けたまえ。くれぐれも、よからぬ事に関かん与よしないように」

　片手を上げながら、椿原は自分の席へと戻っていった。

　目め一いつ杯ぱい眉み間けんに皺しわを寄せながら警察署を出ると、塀へいのそばに隠れるようにひっそりと停めた忌いま々いましいピンクの代車に乗る。

　表おもて玄げん関かんの傍かたわらに停められた黒のドイツ車は椿原のものだ。少女趣味なピンクの代車でやつの車に特とつ攻こうでもかけようかと血迷ったが、後々、どんな嫌がらせをされるか分かったものではない。

　そもそも、頑がん丈じようなドイツ車に正面から突つっ込めば、被ひ害がいが甚じん大だいなのはこちらの方だ。それに、自分の車ならともかく借物の代車である。

　黒光りした車体に向かって鳥のフンでも落ちろと、心密ひそかに念じてから車を急発進させた。







　一度、事務所に戻って残りの仕事を片付け、帰宅したのは二十二時過ぎだ。

　風ふ呂ろ上あがりの濡ぬれ髪がみもそのままに、仕事机に向かう。味気ない部屋を唯ゆい一いつ飾かざっているのは祖母グランマからもらったパッチワークのクッションだ。それを抱えながら仕事机に向かい、陽一の鞄の中身を確かく認にんする。

　ボールペンや赤ペンなどの文具、ファイルに挟はさまれた書類、名めい刺しの予備とスケジュール帳などが入っていたが、財さい布ふは入っていない。日ひ頃ごろから、ズボンの後ろポケットに突っ込んでいるのだろう。肩に携帯を挟んだまま、ファイルの中から書類を取り出す。

「ああ、鞄かばんは受け取ってきた」

　電話の相手は、風呂上がり直後にかけてきた栗栖だ。

『それで、何か分かり──キャワン、キャワン、キャワ──』

　犬の声が割り込む。『あ、こら。駄だ目めだって。もう、仕方ないなあ、マリーアントワネットは』と、栗栖が甘ったるい声で宥なだめる。

　どうやら、電話をしながら犬とじゃれているらしい。まったくと、呆あきれつつも話を続ける。

「調べているところだ。日向にお守りは渡わたしてくれただろうな？」

『もちろんですよ。先せん輩ぱいの頼みじゃ、断れませんからね』

「日向の様子は……」

『直接会ったわけじゃありませんよ。柳井さんに渡したんです。本当は、規則違い反はんなんですけどね。おかげで、あの人に貸しを作っちゃ……あっ、そんなところ、舐なめちゃ駄目だって！』

　犬とイチャイチャする栗栖にイラッとしつつ、書類に目を通していく。

　陽一は原はら岡おか益ます男おという人物の離り婚こん調停を担当していたらしい。スケジュール帳にも一月三日の十五時からビジネスホテルのロビーで待ち合わせと書かれている。原岡益男の妻とその担当弁護士と会う事になっていたようだ。

　書類やスケジュール帳には、特に不ふ審しんなところは見当たらない。スケジュール帳に突っ込まれているカラフルでやたらにキラキラした名刺はどこかのホステスからもらったものだろう。仕事関係のものは一つもない。

　他ほかにはしわくちゃの領収書、ファーストフード店のポテト増量券がサイドポケットに押し込まれているが、手がかりにはなりそうにない。

　そもそも、焼き鳥屋に同どう伴はんした相手が、陽一の知人だとは限らないのだ。大学の頃ころから、誰だれとでもすぐに親しくなるような男だった。道みち端ばたで出会った素す性じようの知れない相手とでも、陽一ならば平気で飲みに行くに違いない。だから、迂う闊かつなのだ。

『今度、僕が担当する事になった結けつ婚こん詐さ欺ぎの男っていうのが、ひどいんですよ。騙だまされた相手も男なんですけどね。地球の裏側で結けつ婚こんしようなんて言われて、本気にしちゃったらしく、ブラジルの教会で半年も待っていたんですよ。何と花はな嫁よめ姿すがたで！　僕、思わず絶句しちゃいましたよ。相手の人に同情しちゃって。これって、争点は地球の裏側がどこかって事でいいのかな？　って、先輩、聞いてます？』

　いつの間にか、仕事の愚ぐ痴ちになっていたらしい。

「ああ、ブラジルでサンバを踊おどったんだろう。花嫁姿で」

『全然違いますよ。あっ、マリーアントワネットが粗そ相そうを！』

「ともかく、サンバの話は今度聞いてやる。死ぬほど暇ひまな時にな」

　通話を終しゆう了りようし、外したメガネをクロスで磨みがいてからケースにしまう。

　パッチワークのクッションを抱かかえたまま頭の中の情報を整理しているうちに眠ねむ気けが押し寄せ、気付いた時には机に突っ伏ぷしたまま寝ねていた。

　その日、リオのカーニバルでサンバを踊る栗栖とマリーアントワネットの夢など見たおかげで、翌日の寝ね覚ざめはこれ以上なく悪かった。







　どういう事だ……。

　八時十五分きっかりに事務所に到とう着ちやくした結人は、稲垣所長と話をしている相手の姿を見て、思わず提さげていたビジネスバッグを落とした。

　なぜ、こいつが事務所にいる。日向陽一の姿をした成り済まし犯が！

「あ、桜沢君。ちょうど良かった」

　稲垣所長に手招きされて我に返り、バッグを拾い上げた。

　成り済まし犯から目を離はなさず進み出る。

「こちら、日向陽一君ね。今度、うちの東京本部で働いてもらう事になっているんだよ」

「東京……本部ですか？」

　急な話に頭がついていかない。どういう事だという疑ぎ問もん符ふばかりが空回りする。

　東京にある本部事務所は百人からの弁護士を抱えている。もちろん、入れるのは全国から選よりすぐられた優ゆう秀しゆうな弁護士だ。世間的に注目される大きな事件や、政治家、大だい企き業ぎようからの依い頼らいを引き受けているのも本部事務所のトップ弁護士である。

　それなのに、なぜ陽一が……いや、陽一に成り済ましたこの男が！

　王城法律事務所に所属すらしていなかったのに、何のコネクションも実績もなく、本部事務所に採用されるなど、どう考えてもあり得ない。どんなに優秀な弁護士でも最低、五年は地方支部で実績を積まなければならないのだ。

　驚おどろきよりも不審を覚えた。

　陽一に成り済ました男は、何食わぬ顔で「日向です」と名乗り、手を差し出してくる。口もとに微かすかに浮うかんだ笑えみを見て、悪お寒かんが走った。もちろん、握あく手しゆする気になど到とう底ていなれない。

「……なぜ、お前がここにいる」

　警けい戒かいを解かないまま低い声で問うと、稲垣所長が男の顔を横目で見た。

「ああ、そうか。桜沢君は君と同じ大学の同期だよ」

「そうなんすか？　すいません、俺、全然覚えていないもんで」

　平然とそう答えた男に、陽一ではないと確信した。

　言いようのない不快感が込み上げてきて、拳こぶしに力がこもる。

　胸むなぐらをつかんで壁かべに押し付け、その体を今すぐに陽一に返せと揺ゆさぶってやりたいが、他のスタッフがいる前ではそうもいかない。
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「稲垣所長、どういう事なのか説明してください。なぜ、この男が」

　険悪な雰ふん囲い気きを察したのか、稲垣所長が困ったような表情を見せた。

「君の希望は承知しているよ。しかし、これは本部の判断だからねえ」

　違う。そんな事じゃない。東京にある本部事務所に行くことを熱望していたのは事実だが、この男に先を越こされたから、どうこう言っているのではない。

　陽一に成り済ましたこの男が、ここにいる理由を説明して欲しかっただけだ。だが、それを稲垣所長に求めても仕方がない。

「まあ、気を落とさず。いずれ、君の事は僕から推すい薦せんしておくから」

　椅い子すから立ち上がった稲垣所長に、ポンと肩かたを叩たたかれた。稲垣所長に促うながされて一いつ緒しよに事務所を出て行く男は、最も早はや興味が失うせたとばかりに挨あい拶さつの一つもしなかった。

　声が遠ざかり、ドアが閉まる。他のスタッフたちの気まずそうな視線を受けながら立ち尽つくしていると、慌あわただしく栗栖が駆かけ込んできた。

「先輩、先輩、先輩！　今の人……」

　栗栖を押し退のけてホールに飛び出す。エレベーターを待つより階段の方が早い。

「あっ、待ってください！」

　非常灯のついた階段に向かうと、栗栖が後を追いかけてきた。

　駆け下りる靴くつ音おとがコンクリートの壁に反はん響きようする。







　息を切らしながら地下の駐ちゆう車しや場じように辿たどり着くと、男が車のドアにキーを差し込むところだった。稲垣所長の車が見当たらないところを見ると、一足先に出たのだろう。一人なのは好都合だ。

「待て」

　呼吸を整えながら、できるだけ冷静な声で呼び止める。ようやく追いついた栗栖が、「あの、先輩」と困こん惑わく気味に止めようとした。

　車からキーを引き抜ぬいた男の顔に、煩わずらわしそうな色が浮かぶ。

「桜沢さんとか言ったっけ？　悪いけど、あんたとしゃべっているような暇はないんだわ」

　本来、陽一のものではない薄うす笑わらいに吐はき気を覚えながら、コートのポケットに手を入れ、ゆっくりと距きよ離りを詰つめる。

「弁護士記章バツジがないな」

　足を止め、男のスーツの襟えり元もとに目をやる。

「記章？　どっかで落としたんだろ。そんな事、わざわざ言いに来たのかよ。ごくろーさん」

　運転席側のドアを片手で閉めてやると、男は露ろ骨こつに苛いら立だちを見せる。

「何だ、まだ用があんのか？」

「これじゃないのか？」

　上着のポケットから、弁護士記章を取り出した。

「ああ、そうそう」

　つかみ取ろうとする手を避よける。

「テメー、何のつもりだ？」

　男の靴くつが苛立たしげにコンクリートの床ゆかを叩く。

「これは、日向の弁護士記章だ」

「だから、俺のだって言ってんだろ」

「弁護士記章は、弁護士にとっての誇ほこりだ。簡単に落とすようなものではないし、まして落とした事に気付かないような間ま抜ぬけな弁護士などいない」

「説教かよ。くそ、つまんねーやつ。いいから、さっさとこっち寄よ越こせよ。それとも、本部事務所に栄転できなくて、俺に嫉しつ妬とでもしてんのかあ？」

　怒いかりを抑おさえながら、胸の悪くなるような笑い方をする男を見返した。

「日向がどれほど努力してこれを手に入れたか、分かるか？」

「はあっ？　知らねえよ、そんなこと」

　男の胸ぐらをつかみ、車体に押し付ける。「先せん輩ぱい！」と、栗栖が制止の声を上げたが、締しめ上げる手を緩ゆるめるつもりはなかった。

「お前は日向陽一じゃない。あいつの体を奪うばって何をしようとしているのかは知らないが、お前ごときがあいつの名めい誉よを汚けがしていいはずがない！」

　わずかに苦しげな表情をしながらも、男ははっと笑う。

「あー、ほんと、うぜーやつ」

　腹部に不意打ちの一いち撃げきをくらい、蹲うずくまりそうになった。腕うでがつかまれ、背中側にねじ上げられる。そのまま車に押し付けられ、サイドガラスにむせる自分の顔が映った。

「先輩に手を出さないでください！　警備員を呼びますよ」

　栗栖が間に入って止めようとする。

「好きにすりゃいいだろ。なんなら、このまま一緒に警察に行くかあ？　そのかわり、ＤＨＡ検査して、俺が日向陽一本人だって証明されたら、あんたの事、名めい誉よ毀き損そんで訴うつたえるけどな」

「馬ば鹿か、か……ＤＮＡ検査だ」

　ＤＨＡは魚類に豊富に含ふくまれているドコサヘキサエン酸の事だ。こんな男がよくも弁護士など名乗れたものだ。本部の連中は何を考えているのか。

「誇りだの、名誉だの、そんなクソみてえなもん、どーでもいいんだよ。これは俺の正当なる権利なわけ。分かったら、余計な邪じや魔ますんじゃねえよ。久しぶりに娑しや婆ばの空気吸えて、俺は今、最高に気分がいいんだからよお」

　歯を食いしばり、サイドガラス越ごしに男を睨にらみ付ける。コートの襟えりをつかまれて車から引き剝はがされ、手加減のない一撃を頰ほおにくらった。隣となりの車に衝しよう突とつすると、盗とう難なん警報装置が鳴り始める。

　鼻を押さえた手の甲こうの隙すき間まから血が流れ落ち、シャツやスーツに染しみを広げた。

「どーせ、記章バツジなんて申しん請せいすればもらえるんだろ。ま、別にいらねえけどな。そんなゴミ」

　歪ゆがんだ笑みを見せて、男は車に乗り込む。排はい気きガスをまき散らして急発進した車を見送りながら、拳を痛いほど強く握った。陽一の弁護士記章が手のひらに食い込む。

　これほど許せないと思った事が、かつてあるだろうか。あの男の行いは、弁護士になった者、これからなろうとする者全すべてに対する冒ぼう瀆とくだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　栗栖が差し出してきたハンカチを片手で遮さえぎり、力の入らない膝ひざに手をついて立ち上がった。

「先輩、すいません。僕、正直先輩の言っていた事、半分疑っていました。生きているはずがないって。あり得ない事だから。でも、今ので分かりました」

　ハンカチを引っ込め、栗栖も立ち上がる。

　必ず、あの男から日向陽一の体を取り戻もどす。自分の誇りとプライドをかけて……。

　スーツの襟元に留まる弁護士記章を取り外してポケットにしまう。かわりに陽一の記章を留めて、「行くぞ」と栗栖を促した。




　　　　＊＊＊




　老ろう朽きゆう化かしたテナントビルと塗と装そう店の間に、路地というほどの幅はばもない隙間があった。奥はかなり入り組んでいるらしく、薄うす暗ぐらい。地面は石が敷しかれており、隙間から雑草が生えている。

「本当に、ここを通らなきゃならないのか？」

「ええ、一番の近道ですから」

　小こ柄がらな栗栖は迷いなく奥へと進む。

　結人の体では横歩きしなければ通り抜けられない。

　落ちてきた水すい滴てきが額を叩く。上を見れば、樋といから水が漏もれていた。

　栗栖を追って進もうとした時、足にまとわりつく毛むくじゃらの生き物に気付いた。

　クンクンと甘えたような鳴き声に、全身が硬こう直ちよくする。

　この感かん触しよく、この鳴き声。恐おそる恐る視線を下げると、小さな子犬が尻尾しつぽを揺ゆらしながら見上げている。そばの段ボール箱には、子供らしき字で『ひろってください』と書かれていた。

　悲鳴を飲み込んだのは、栗栖がそばにいたからだ。

「うわ、かわいいな！　先輩、子犬ですよ。生後、何か月くらいかな？」

　犬を飼育しているだけはあり、栗栖は身を屈かがめて躊ちゆう躇ちよなく撫なでようとする。

「おい、それどころではないだろ！」

　コートが汚れるのもかまわず、壁かべに背を押し付けながら爪つま先さき立だちになる。子犬がキャワンと鳴いてすり寄ってきたので、思わず小こ脇わきに抱かかえていた六法全書を盾たて代わりに突つき付けた。

「ち、近付くな。もし、嚙かみ付いてみろ。お前の飼い主は、民法第七百十八条によって損害賠ばい償しようを請せい求きゆうされる事になるぞ！」

「先輩……犬に六法全書は効かないと思いますよ？　飼い主って言っても捨て犬ですし」

　栗栖が子犬を抱だき上げる。

「愛護動物をむやみに遺い棄きする事も、十分に動物愛護法違い反はんだろう！」

　一度飼えば、動物占せん有ゆう者しやとしての責任が生じるのだ。捨てたからといって、その責任を免まぬかれられると思ったら大おお間ま違ちがいである。

　子犬の頭を撫でる栗栖の顔に、少しだけ意地の悪い笑えみが浮うかんだ。

「もしかして、先輩って犬が苦手なんですか？」

「なんで、嬉うれしそうなんだ？」

「だって、先輩の弱みを知っちゃったし」

「弱みを知ってどうするつもりだ？」

「いやだなあ。僕は先輩マニアなので、先輩のレアな一面を蒐しゆう集しゆうしているだけですよ。それに、先輩がこんな小ちっこい犬も駄だ目めだなんて、きっと他ほかの人は知らないし」

　桜沢結人といえども完全無欠ではない。苦手なものの一つや二つあって何が悪い。知られてしまったのは不覚ではあるが、決して恥はじるような事ではないはずだ。

「犬の方は先輩の事、好きみたいなのに。ほら」

　目の前に突き出された子犬に頰を舐なめられそうになり、後あと退ずさりしようとした足がよろめく。

「お前な。分かっていて近付けるな！　か、嚙み付かれたらどうする。狂きよう犬けん病予防の注射だってしてないかもしれないんだぞ」

　結人が犬いぬ嫌ぎらいになったのは、間ま違ちがいなく子供の頃ころに追いかけてきた近所の『チロリン』という名のゴールデンレトリーバーのせいだ。あれが、生しよう涯がい消えることのないトラウマを、動物愛護者だった一人の幼い少年の胸に刻み付けたのだ。否いな、真に恐きよう怖ふだったのは、チロリンの名を叫さけびながらナマハゲのような形相で追いかけてくる、飼い主らしきイボイボサンダル履ばきの中年女性の方だったか……。

　さっさと段ボール箱に戻せと命じると、栗栖は渋しぶ々しぶのように子犬を下ろす。今は犬にかまけている場合ではない。

「いい飼い主が、見つかってくれるといいけど。あ、先輩はどうです？」

「しつこい。さっさと行け！」

　子犬は焦あせったように、段ボール箱の縁ふちに短い足を引っかける。どうやら乗り越こえようとしているらしい。かわいい形をしていてもあれは獣けものだ。騙だまされてはならない。

　先を急ぐと、通路は突き当たりで右に折れていた。見捨てないでとばかりに鳴く子犬の姿を振ふり切り、栗栖の後を追って路地を抜ぬける。

　目の前が茜あかね色いろの光に包まれた瞬しゆん間かん、子犬の声が遠のいて消えた。







　気付いた時には、『霊れい察さつ庁ちよう』と表札のかかった鉄門の前だ。

　あの世とこの世の入り口というのは、案外色々なところにあるらしい。知らないというのは恐ろしい事である。

「霊れい感かんの強い子供だと、たまにこちらの世界に迷い込んじゃう事もあるんですよ。俗ぞくに言う神かみ隠かくしってやつです」

「それ、どうなるんだ？」

「ずっと戻れない時もあるし、こちらにも交番ってやつがあるから、駐ちゆう在ざいさんが戻してくれる事もあるし。僕は子供の頃からすぐにこちらの世界で迷子になってしまうから、親によく怒おこられてましたよ。何も言わずにふらっといなくなるなって」

　栗栖がどういう経けい緯いで、霊れい界かい捜そう査さ官かんなんてものになったのかは分からないが、こちらとの繫つながりは随ずい分ぶんと古いようだった。

「先せん輩ぱいは、そういう事ってなかったんですか？」

「いや……どうかな」

　栗栖と一いつ緒しよに門を通り抜け、庁舎の正面玄げん関かんへ向かった。ここを訪おとずれたのは、陽一に会って確かめたい事があったからだ。陽一の公判期日まで三日を切っている。







　面会室に現れた陽一は、思いのほか元気そうに見えた。とはいえ、慣れない留置所での生活だ。精神的に負担がないはずがない。

「大丈夫か？」

　そう声をかけると、陽一は「ああ」と笑みを見せた。

「毎日、筋トレばっかりやってるよ。他にすることもないしな。体がないからやっても無む駄だかもしれないけど気は紛まぎれる。ただ、何も食えないのが辛つらいな」

「戻ったら、いくらでも食えるだろう。お前の好きなコロッケだって」

「そうだな。お前こそ、ちゃんと食ってんのかよ？」

「人の心配より、自分の心配をしていろ」

「お前に倒たおれられちゃ困るんだよ。お前、生活力なさそうだからなあ。面めん倒どうを見てくれる彼女とかいないのか？」

　余計なお世話だと、眉み間けんに皺しわを寄せて咳せき払ばらいする。与あたえられた時間は五分だけしかない。世間話をするために面会を申し込んだわけではないのだ。

　ビジネスバッグを膝に上げ、中から黒カバーのスケジュール帳を取り出す。

「俺の鞄かばん、どこにあったんだ？」

「空き地に鞄が落ちていたそうだ。お前が襲おそわれた日、誰だれと飲みに行ったのか、本当に覚えていないのか？」

「相当飲んだからな。女じゃないのは確かだぞ」

　陽一は首を小さく捻ひねりながら答える。

「せめて、知人かどうかくらい分かるだろう」

「あー、多分な。知ってる相手だった気がする」

「この日、原岡という人物に会った事は？」

「それは覚えてる。離り婚こん調停を頼たのまれてたんだよ。ビジネスホテルで、元奥さんの担当弁護士と三人で会った。コーヒー注文して、終わったのは十七時頃ごろだ」

「……書類は？」

「ファイルの中になかったか？」

　思わず無言になると、陽一が怪け訝げんな顔をした。

「なかったのか？」

「お前が書類を入れていたのは確かなんだな？」

「原岡さんに渡わたしたやつもあるけど、控ひかえは入れてたはずだぞ。そういや、名めい刺しも……」

　無意識なのか、陽一は自分のジャケットのポケットをさぐる。だが、手がすり抜けるだけだ。

「飲みに行った相手は原岡氏ではないのか？」

「それはねえよ。原岡のおっさんは麻まー雀じやんしに行くって帰っちまったからな」

　陽一から原岡氏の住所と連れん絡らく先を聞き、スケジュール帳に書き留めて立ち上がる。

「桜沢、こんな事に巻き込んでおいて、言えた義理じゃないけど、あんまり無理するなよ」

　陽一が腰こしを浮かせ、心配そうな瞳ひとみで見つめてくる。

「そう思うなら、最後に会った人間をさっさと思い出せ」

　そう言い残して面会室を出ると、裸はだか電でん球きゆうの灯ともる薄うす暗ぐらい廊ろう下かで栗栖が待っていた。

「先輩、一つ気になる事があるんです」

　並んで歩きながら、ためらいがちに話を切り出した栗栖の横顔を一いち瞥べつする。

「成り済まし犯が、どうやって日向の体を乗っ取ったか、か？」

　栗栖は以前、幽ゆう霊れいにも出来る事、出来ない事があると言った。

「厳密に言えば、全く出来ないわけではないんです。協力者がいるなら、それも僕と同じ霊れい界かいの捜そう査さ官かんならですけど。例えば悪あく霊りように取り憑つかれた人間が、現世において重罪を犯おかした場合、肉体と魂たましいを強制的に剝はく離りする緊きん急きゆう的てき措そ置ちをとる事があります」

「お前が持っていた、魂を成じよう仏ぶつさせる銃じゆうのようなものを使ってか？」

　栗栖は「ええ」と、深刻な表情で頷うなずいた。守秘義務とやらに引っかかる内容なのだろう。

「特とく殊しゆな弾だん薬やくを使うので、もちろん、簡単には持ち出せません。それに、もし弾薬が無断使用されたのなら大事ですよ。霊察庁に内部犯がいるという事になるんですから。そんな事、考えたくないですけどね」

「それ、調べられるか？」

「無む茶ちや言わないでください。下手へたな事を調べていたら、こっちが捕つかまっちゃいますよ。それに、どこの誰が組織に所属している人間なのか、僕らは知る事ができないようになってるんです」

「閲えつ覧らん禁止でも、リストは存在するんだろう？」

「先輩、まさか僕に、それを覗のぞいてこいなんて言いませんよね？」

「栗栖、スパイ映画に憧あこがれてエージェントになりたいと思ったことは？」

「ありません。全然、まったく、これっぽっちもありません。子供の頃ころの将来の夢は飛行機のパイロットだったんですから。僕は人生にスリルも、ロマンも、美人スパイとの一夜のアバンチュールも求めちゃいないです！」

　とんでもないとばかりに首を横に振る栗栖を、立ち止まって見つめた。

「俺にできる事なら頼みはしない。お前にしかできないから言っている。それとも、お前は気付かなかった事にできるのか？」

　迷うように視線を逸そらした栗栖は、沈ちん黙もくの後で「できません」と、呟つぶやいた。

「できるはずないじゃないですか。だけど、どっちを選んだとしても、僕は卑ひ怯きよう者ものになるんだ」

　苦く悩のうするように、栗栖は目を伏ふせた。

　内部犯を暴あばくという事は仲間を売るという事だ。後味が悪い仕事になるのは否いなめない。

「決めるのはお前だ。俺には強要する権限などないからな」

　肩かたを叩たたいて歩き出す。栗栖は結局、選ぶ事なんてできない。それが分かっていて強要しているのだから、やはり卑怯だと責められるべきは自分なのだろう。







　栗栖を霊れい察さつ庁ちように残して王城法律事務所に向かったのは十九時過ぎだった。

　残っていたのは稲垣所長だけで、陽一に成り済ました男の姿はない。

「あれ、栗栖君と飲みに行ってたんじゃないの？」

「いえ、仕事です。所長こそ珍めずらしいですね」

　いつも、十八時きっかりには帰宅する人だ。

「うん、ちょっと色々とね。ああ、でもそろそろ帰るよ。三み奈なさんから電話があったからね」

　稲垣所長はそう言って、少し恥はずかしそうに笑った。

　三奈というのは稲垣所長の愛妻の名だ。結けつ婚こんして二十年近くになるはずだが、未いまだに新しん婚こんのような関係を維い持じし続けているらしく、仕事が終わると必ず自宅に帰るコールを入れている。

　正月には二人で京都の伏ふし見み稲荷いなりに初はつ詣もうでに行くのが恒こう例れいらしく、今年も土産みやげの八つ橋を買ってきてくれた。ちなみにパソコンのデスクトップも携けい帯たいの待ち受けも奥さんの写真だ。確かに、のろけたくなるのも仕方がない程度には美人だった。

　稲垣所長はコートをはおり、「じゃ、お疲つかれ」と片手を上げてから事務所を出て行った。

　ドアが閉まるのを待ってから、デスクに置かれた電話の受話器を取る。

　陽一のスケジュール帳を開きながらプッシュボタンを押し、しばらく待っていると少し掠かすれ気味の男の声が聞こえた。

　陽一のクライアントである原岡氏だ。日向陽一の代理の者だと名乗り、離婚調停の書類の件で電話をしたのだと用件を告げる。

『陽ちゃんには随ずい分ぶん、世話になりましてね。今回で三度目の離婚だったんですわ。いやね、女によう房ぼうに浮うわ気きがばれてしまいまして』

　元々陽気な人なのか、晩ばん酌しやくの最中だったのか、豪ごう快かいな笑い声が聞こえる。

「申し訳ありません。離婚調停の書類をもう一度確かく認にんさせていただきたいのですが」

『ああ、書類ね。待ってくださいよ。しかし、王城法律事務所というから、わしはまたてっきり、女房の弁護士めが何かもの申してきたのかと……あった、あった』

　ガサゴソと何かを漁あさる音が聞こえる受話器を、わずかに耳から離はなした。

　原岡氏の元夫人の担当弁護士が、この王城法律事務所の弁護士？

「やはり、こちらの手て違ちがいだったようです。失礼いたしました」

　電話を切ってから受話器をゆっくり下ろす。

　パソコンを立ち上げ、事務所の顧こ客きやくデータを検けん索さくする。

　そんなはずはないという声が、グルグルと回り続けていた。

　該がい当とうデータ、一件……。

　パソコンの電源を落として椅い子すから立ち上がる。

　背もたれにかけていたコートをつかみ、ビジネスバッグを手に身をひるがえした。







　エレベーターで駐ちゆう車しや場じようまで降りる。

　ようやく修理から戻もどってきた自分の愛車が残されているだけで、他ほかに車はなかった。

　足早に向かう途と中ちゆう、コートのポケットが死の舞ぶ踏とう（「怒いかりの日」によるパラフレーズ）を流す。それがいつもより不ふ吉きつなものに聞こえ、一いつ瞬しゆん、手に取るのを躊ちゆう躇ちよした。

　ディスプレイに表示されていたのは栗栖の名前だ。足を止めて通話ボタンを押すと、こちらが口を開く前に、栗栖がやけに慌あわてた様子で話し始めた。

『例の件、今、調べているところなんですけど、その前に一つ分かった事があるんです。一ひと月つきほど前に、地じ獄ごくで脱だつ獄ごく事件が起こっていたようなんです。僕ら霊察庁とは管かん轄かつが違ちがうので、情報が回ってこなかったみたいなんですけど』

「その脱獄犯が、日向の体を奪うばった成り済まし犯、ということか」

『もし、共犯者が霊察庁の内部にいるのなら、脱獄に手を貸した可能性があると思います。先せん輩ぱい、霊察庁だけでなく、地獄まで絡からんでいると相当にまずいですよ』

　栗栖ははばかるように声を小さくする。

「その、脱獄犯のデータは？」

『生前の名前は、塚つか部べ正しよう吾ご。死亡したのは三十二歳の時ですね』

「……十五年前に起こった連続爆ばく破は事件の犯人じゃないのか？」

『ええ、そうです。よく分かりましたね』

　三件の無差別爆破事件を起こし、五人殺害、三十八人に重軽傷を負わせた。

　裁判では一いつ審しん、二審とも死し刑けい。だが、勾こう留りゆう中、どこかから入手した小型爆ばく弾だんを飲み込み、接見していた弁護士を巻き込んで自殺を図はかった。世間をかなり騒さわがせた事件だから忘れるはずもない。そんな凶きよう悪あく犯が再びこの世に舞まい戻っている。日向陽一の人生と体とを手に入れて。

　肌はだがゾワリと粟あわ立だった。

　向けられた視線。靴くつの爪つま先さきの向きを少し変え、ゆっくりと後ろを振ふり返る。

　ヘッドライトの明かりが表通りを往来していた。

　駐車場の入り口に立つ陽一の姿をしたその男が、ゆっくりと笑えみを浮うかべる。

　漂ただよう異い臭しゆうに気付くと同時に、結人は歯を食い縛しばり、足を踏ふみ出した。

　爆ばく音おんと共に広がった火か炎えんが駐車場を飲み込み、弾はじき飛ばされた体が、コンクリートの壁かべに叩き付けられる。

『先……どう…………先……っ!!』

　誰だれか……誰か、あの男を、捕まえてくれ。

　いや、駄だ目めだ。捕まるのは日向陽一になってしまう。

　陽一を家族の元に、何事もなく返してやらなければならないのだ。

　額から流れてくる血が視界も、意識も赤く染めていく。

　黒くろ焦こげになった愛車のタイヤのホイールが、健けな気げにも炎ほのおをかき分けながら駆かけ付け、傍かたわらに寄り添そうようにカタンと転がった。







　大学構内の駐車場で、子犬が死んでいた事があった。

　数日前から駐車場に居着いていたところをみると、学生の誰かが無責任にも餌えさを与あたえていたのだろう。それを、誰かが知らずに轢ひいたのだ。

　アスファルトに染しみついた血を雨が洗い流す。

　見ていたのは、すでに動かなくなった亡なき骸がらではない。その側そばで、困ったように鳴いているものを見ていただけだ。それは死んだ事にすら、まだ気付いてはいないのだろう。すり寄ってきて、ちょこんとそばに座った。

　こんな時に限って、うっかりメガネを図書室に置き忘れたりするから、見なくてもいいものを見てしまうのだ。見つめられても、どうしてやる事もできないのに。

　紺こん色いろの傘かさを手に、身をひるがえして立ち去ろうとした時、誰かの靴が水たまりを踏んで横を通り過ぎる。

　振り返ると、陽一が身を屈かがめ、くったりと動かなくなった骸むくろを腕うでに抱かかえ上げていた。

「埋うめてやるんだろ」

　傘も差さず、雨に濡ぬれながら陽一が言う。

「俺が、轢いたわけじゃない」

「だからって、このまま放ほうっとくのかよ。手伝えよ」

　陽一は背を向けて歩き出す。動かずにいると、立ち止まって振り返った。

「何、ためらってんだよ」

　何度か駐車場でその姿を見かけ、危ないというのも分かっていたのだ。それなのに、まとわりついてくるのが煩わずらわしくて、放置していた。

　自分には責任がないと言い逃のがれをしてみたところで、罪悪感は完全に拭ぬぐいされるものではない。そんな事は、分かっているのだ。

「陽一、何やってんだよ。ミーティング始まるぞ」

　集団で歩いてくるジャージ姿の学生たちが、遠巻きに呼びかける。

「悪い、少し遅おくれる！」

　陽一が声を大きくして答えると、学生たちは顔を見合わせた。

「先輩に説教くらっても、知らねーぞ」

　雨を避さけるように走り出した学生たちを、陽一が濡れながら見送る。

「……行けばいいだろう」

　顎あごから滴したたる雨を拭いながら、陽一が振り向いた。

「遅れると説教なんだろう」

「遅れなくてもどうせ説教だよ。挨あい拶さつみたいなもんだからな。それに、そんなに時間はかからないだろ」

　笑みを浮かべ、陽一は駐車場の隅すみに植えられた桜へと向かう。

　その場に立ち尽つくしていると、今にも消えてしまいそうな小さな魂たましいが慰なぐさめるように頰ほおをすり寄せてきた。

　嫌きらいなのに。生き物なんて……。

　胸に込み上げてくるものを堪こらえて、足を踏み出す。

　子犬を埋まい葬そうする陽一に歩み寄り、手にしていた傘を黙だまったまま差しかけた。

　飼い犬でもなく、名前すら知らない野の良ら犬いぬだ。死んだからといって、泣くほど悲しむことはない。だが、生き物はこんなにも簡単に死んでしまうのだという厳然たる事実が、ただ、いたたまれなかった。







　消防署とパトカーが、野や次じ馬うまたちを威い嚇かくするようにサイレンを鳴らし続ける。ビルの周囲にはバリケードテープが張られ、事件現場を激写しようとする人々を警察官たちが制止していた。

　駐車場はまだ煙けむりがくすぶっているようだ。

　ビルの壁に寄りかかりながら、血の付着した手で携けい帯たいを取り出す。

　額と肩かたの傷は救急隊員が応急処置をしていった。死ななかった事の安あん堵どよりも、危あやうく死ぬところだった恐きよう怖ふ心しんの方が大きかったらしい。手の震ふるえが未いまだに止まらない。

　栗栖からの電話に出ると、『ああ……かった。先っ、無事で、か!?』と、ひどくうろたえた声が聞こえる。落とした時の衝しよう撃げきのせいでどこか壊こわれたらしい。ノイズが交じり、聞き取り辛づらかった。だが、まだ通じるだけましだろう。手で前まえ髪がみを搔かき上げる。

「無事じゃない。木こつ端ぱ微み塵じんだ」

『えっ!?　先輩…が、すか!?』

「そんなわけないだろう。もう少しでそうなるところだったが」

　愛車は最も早はや見る影かげもない。警察の手によって残ざん骸がいが次々と押収されていく。戻ってきたとしても、スクラップ置き場直行確定だ。保険会社に代だい償しようしろというのはあまりにも酷こくだろう。もう、笑うしかない。

『僕……そっち、に』

「いや、いい。それより、例の件を調べる方が優先だ」

　ようやく、頭が少し冷静さを取り戻す。

『……分か、り……次し第だい、連れん絡らく……入れま、す』







　栗栖との連絡を終えて一息吐ついていると、黒くろ塗ぬりのドイツ車が停車して椿原が降りてきた。疲ひ労ろう困こん憊ぱいの状態で顔を合わせたい相手ではないが、逃にげるわけにもいかないらしい。正直、立ち上がる気力すらなかった。

「とうとう、やってしまったようだな。やはり、私の超ちよう直感は間ま違ちがっていなかったようだ」

　椿原はポケットから手て錠じようを取り出す。口を開く事すら億おつ劫くうだが仕方がない。

「念のためにきくが、それをどうするつもりだ？」

「桜沢結人、自じ爆ばくテロ容疑で逮たい捕ほする。ちなみに、私の独断と偏へん見けんと個人的趣しゆ味みにより、黙もく秘ひ権けんは認められないから覚かく悟ごしたまえ」

　気付いた時には腕を取られ、両手に手錠をかけられていた。四方八方から、フラッシュがたかれる。どうやら報ほう道どう陣じんが駆け付けていたらしい。人権侵しん害がいも甚はなはだしい。

「逮捕令状は？」

「現行犯には不要だ」

「俺は被ひ害がい者しやだ。車も大破しているんだぞ！」

「自らを被害者だと主張するのは、犯人の常じよう套とう句くだよ。世の中のいったい何が不満で凶きよう行こうに及およんだのか」

　手錠を引っ張られ、よろめきながら立ち上がる。

「待て、本気で言っているのか？」

「詳くわしい話は、署で聞かせてもらおう。それと、私の独断と偏見と個人的趣味により、弁護士の立ち会いは許可しない。どうしても、というのならば君自身で自分を弁護したまえ」

「俺じゃない。俺は無実だ！」

　車まで引きずられそうになり、思わず叫さけぶ。

　今時、お昼のサスペンスドラマの三下役が吐くような陳ちん腐ぷ極きわまりないセリフを、まさかこの自分が吐くことになろうとは。屈くつ辱じよくだが、それ以外の言葉がでなかった。混乱と動どう揺ようは人間の思考力を著いちじるしく低下させるものらしい。

「そもそも、俺が犯人なら自分の車ではなく、お前の車を爆ばく破はしている！」

「なるほど。それは実に説得力がある。では、君は他ほかに犯人がいると主張するわけか？」

　振ふり向いた椿原に尋たずねられ、言葉に詰つまった。

　十五年前に死んだ連続爆破事件の犯人の犯行だと言って誰だれが信じるだろう。まして、それで捕つかまえられるのは日向陽一の体なのだ。陽一を犯罪者にするわけには絶対にいかない。

「やはり、詳しく署で事情聴ちよう取しゆする必要がありそうだ。余罪の有う無むも含ふくめて」

「お前は……どうあっても、俺を被ひ疑ぎ者しやに仕立てたいわけか」

「二十四時間以内に、君を完落ちさせてみせよう」

　椿原が低く笑って背中を押す。

「椿原警部！」

　ヘルメットとマスクを装着した鑑かん識しき官かんが、消防隊員と一いつ緒しよに駆かけ寄ってきた。

「ガス漏もれでしょうなあ。ガス管が破は裂れつしていましたし、火の広がり方から見ても、事故で間違いないでしょう」

　消防隊員の言葉に椿原が沈ちん黙もくする。結人は別の理由で沈黙した。事故であるはずがない。あの男がガス管に細工をしたのだ。

　椿原は軽く咳せき払ばらいしてから手錠を外し、さりげなく懐ふところに収める。

「今日のところはうまく逃れたようだが、次はこうはいかないと思いたまえ」

「おい、冤えん罪ざい未み遂すいの謝罪は!?」

「私の中では君は依い然ぜん、被疑者候補だよ」

　ふてぶてしい椿原の顔に靴くつを投げ付けてやりたい衝しよう動どうに駆られる。

「桜沢君！」

　野や次じ馬うまをかき分けて現れた稲垣所長が、バリケードテープの手前から呼びかける。

　ニュースを聞いて飛んできたらしい。椿原が警察官に入れてやれと合図を送ると、稲垣所長はテープをくぐって駆け寄ってきた。

「所長、すみません。お騒さわがせしてしまって」

「そんな事はいいんだ。びっくりしてしまってね。大だい丈じよう夫ぶかい？　いや、ひどい怪け我がだね」

　スーツもシャツも血でドロドロだ。一番ひどいのは腕うでと額だろう。飛んできた車の破は片へんで切ったらしい。コートもあちこちが焼け焦こげていた。ネクタイは解け、ひび割れたメガネはいくら指で押し上げてもずり落ちてくる。

「救急車はまだ来ないのかい？」

「いえ、断りました。それほどの怪我でもないので」

「何を言ってるの！　ちゃんと診みてもらわなきゃ駄だ目めじゃないか」

　大げさな事にはしたくない。それに、総合病院までは歩いて行ける距きよ離りだ。

「これから行きます。所長、申し訳ありませんが、明日一日、休みをいただきたいのですが」

「いいよ、いいよ。一日と言わず、ゆっくり休んだ方がいい。君は元々働き過ぎだよ。年末年始もほとんど出勤してただろう。君がいない間は僕がフォローするから」

「よろしくお願いします」

　頭を下げた拍ひよう子しに腕に痛みが走った。

「ひどい災難だね。こんな事を言っちゃ何だけど、他に被害者がいなくて良かったよ」

　ビルの方に視線を向けて、稲垣所長は珍めずらしく険しい表情を見せる。

　駐ちゆう車しや場じように停とまっていたのは自分の愛車だけだった。通行人にも被ひ害がいはなかったようだ。他の誰も巻き添ぞえにならずに済んだ事だけが幸いだ。ご臨終となった愛車の事は……言うまい。

「稲垣所長」

　稲垣所長が「ん？」と、振り向いた。その顔を見て喉のど元もとまで出かけた言葉を吞のみ込む。

「明日、事務所の方に電話を入れますから」

「ああ、うん。そうだね」

　離はなれていく稲垣所長の背中を眺ながめながら、疼うずく腕をつかんだ。

「桜沢君」

　椿原に呼ばれて、うっと顔をしかめる。まだ、近くにいたのか。

「病院に行くのなら、特別に送ってあげよう。パトカーに乗れることなど滅めつ多たにないのだから、嬉うれしいだろう？」

「悪いが固辞させてもらう」

　この男の口車にうっかり乗ると、地じ獄ごくにでも搬はん送そうされそうだ。

「まあ、そう遠えん慮りよすることもあるまい。どのみち調書は取らなくてはならないからな。まだ、君を解放するわけにはいかないのだ。あきらめたまえ」

　椿原が嬉き々きとした表情で肩かたを叩たたく。この日襲おそった受難は、まだしばらく続くらしい。

　げんなりしながら、額に手をやって呻うめいた。




　　　　＊＊＊




　翌々日の日曜、マンションの駐車場に停めてある、何の因果か再び巡めぐり来たピンクの代車に乗り込みながら携けい帯たいをかける。自分の携帯は修理に出さなければならず、こちらも電話会社からの代替品だ。

　体のあちこちに痛みは残っているものの、頭の方は至ってクリアだった。

　運転席に座り、ドアを閉める。電話の相手は栗栖だ。

『例の件、照合しました。該がい当とう者しやありです』

「そうか……」

　キーを回すとエンジンがかかり、振しん動どうがシートを伝う。

『それと、もう一つ分かった事があるんです。稲垣所長の奥さんの事なんですけど』

　栗栖はためらうように数秒黙だまった。

「どうした？」

『八年前に死亡していました。死因は、自殺です』

　今度はこちらが沈黙する番だった。

「そんなはずはないだろう。稲垣所長は毎日、奥さんに電話をかけていたんだぞ」

　手の込んだ愛妻弁当を毎日、持参していた。今年の正月も二人で伏見稲荷に行ったのだと嬉しそうに語っていた。

『僕にも、分かりませんよ。でも、データ上ではそうなっているんです。先せん輩ぱい、僕、もう分からなくなりました……何が本当なのか』

　ハンドルを片手で握にぎったまま、ひどく気弱になった栗栖の声を聞いていた。

　明らかにされた真実が、常に人の期き待たいに添そうものであるとは限らない。

　その逆で、真実はいつだって、残ざん酷こくで、容よう赦しやのないものだ。

　それでも、人は突つき付けられた真実と向き合わなければならない。

「また、連れん絡らくする」

　そう告げて、携帯を切る。

　弁護士の役目とは、あらゆる罪と穢けがれと災さい厄やくの詰まった禁断の箱を開き、それが白日の下もとに晒さらされた先に、最後に残る一ひと掬すくいの希望を見つける事。

　自分にできるのは、ただ、信じる事だけだ。

　ハンドルを握り締しめながら、アクセルを踏ふんだ。







『ああ、お隣となりの稲垣さん。車がないなら、お出かけじゃないかしらね。ほら、今日は奥様の月命日だから。毎月、この日にはお墓の方に行ってらっしゃるのよ。後のち添ぞえでももらわれればいいのに。お子さんもいらっしゃらないんだからねえ』




　雪をかぶった墓石が曇くもり空ぞらの下に並んでいた。

　傾かたむいた塔とう婆ばに、枯かれた花。盆ぼんや彼岸でもなければ、燻くすぶる線せん香こうの煙けむりも見えない。

　ただ一つの墓を除のぞいて。

　黒御み影かげ石いしの墓の花受けに百合ゆりが生けられている。奥さんの三奈さんが好きな花だと、いつだか言っていた事を思い出した。清せい楚そ可か憐れんで純白の百合は、写真の女性によく似合う花だ。

「人は……なぜ、簡単に死んでしまうんだろうね」

　距離を置いて見つめていると、墓前で手を合わせていた稲垣所長が口を開く。

「知りませんでした。何も……」

　稲垣所長は穏おだやかな表情のまま立ち上がった。

「妻が生きていた頃ころは、伏見稲荷なんて一度も行かなかったんだよ。弁当だって一度も持っていかなかった。帰り際ぎわに電話をかけた事もなかった」

　墓に映る自分自身の姿を見つめたまま、稲垣所長は淡たん々たんと答える。

「僕らは理想的な夫ふう婦ふとはとても言い難がたかった。妻にあなたは最低の夫だと、何度も泣きながら罵ののしられたよ。寂さびしさが人を壊こわしていくのだと、僕は気付こうとしなかった。いや、気付いていたのかな。気付いていながら、妻の存在を僕は忘れようとしたんだ」

「それで……」

　歩み寄り、『稲垣家』と書かれた墓石を見る。

「伏見稲荷に毎年、行こうと言ったのは妻だったんだよ。新しん婚こんの頃だったかな。なのに、僕は毎年、仕事を理由にして行かなかった。弁当も、僕が食べない事を知りながら、死んだその日の朝まで毎日作っていた。やめろと言ってもきかなくてね。電話も、毎日帰る前にかけて欲しいとそう言っていたんだよ。なのに、僕は一度もかけなかった。これから帰るからと、一言告げるだけの事だったのに。そうしていたら、あの人は死ぬ事もなかっただろうに」

　滑こつ稽けいだろうと、稲垣所長は自じ嘲ちようを顔に浮うかべた。

　この人はどんな思いで、毎日弁当を食べ続けていたんだろう。

　どんな思いで、毎日待つはずのない妻に電話し続けてきたのだろう。どんな思いで……。

「朝、三奈はいつも通りだった。弁当を作って、玄げん関かん先まで見送りに出て、行ってらっしゃいと微笑ほほえんで、何も変わらなかったのに、それが最さい期ごだった」

　穏やかな表情を崩くずさず墓を見つめている。

　確かめなければならない。

　意を決して、「ききたい事があります」と話を切り出した。

「僕が霊れい界かいの関係者だという事かい？　それとも、塚部正吾の協力者だという事かな？　栗栖君と君がここ最近、嗅かぎ回っていたのは知っているよ」

　稲垣所長はポケットに手を突っ込んだまま、結人の方を向いた。

　その表情はとっくに覚かく悟ごを決めている。だとしたら、こちらも覚悟を決めるだけだ。

　眉み間けんに皺しわを刻み、拳こぶしを握った。

「なぜですか？　塚部がどれほど危険な男なのか分かっているでしょう。あの男は今、日向陽一の体を奪うばい、この世に甦よみがえっているんです」

　稲垣所長の事は尊敬していた。弁護士として優ゆう秀しゆうなだけではない。自分を一人前に育ててくれた人だからだ。

　試験を突とつ破ぱして資格を得たと言っても、実際の仕事となればうまくいかない事も多かった。クライアントと衝しよう突とつした事も何度もある。その度たびに稲垣所長が間に入り、時には自分の代わりに頭を下げてくれた。弁護士としての姿勢を教えてくれたのも稲垣所長だ。

　原岡氏の元夫人の担当弁護士が稲垣所長だと知った時も、栗栖からの報告を受けた時も信じたくはなかった。だからこそ、稲垣所長自身の口から、真実を聞かなければならないと思った。

「妻は今、どこにいると思う？」

　あの世か、それともまだ成じよう仏ぶつできていないとしたら、現世に留とどまっているだろう。

　稲垣所長の瞳ひとみに濃こい陰かげが宿る。

「地獄だよ」

　告げられた事実の重さに、思わず言葉をなくす。

　雪が舞まい、墓石を白く染めていく。それを、稲垣所長の手がそっと拭ぬぐった。

「何の罪で……」

「自らの命を絶った罪、かな。救われないだろう？　僕のせいで死んだというのに」

「それが、動機なんですか？」

「交こう換かん条件だったんだ。塚部の脱だつ獄ごくに協力すれば、妻を助けてやるとね」

「日向はどうなるんですか!?」

　思わず声を荒あらげる。

「あいつは今、あちらの世界に捕とらわれている。明日には裁判が行われます。判決が出れば、もう二度とこの世には戻もどれないでしょう。それだけじゃない。日向に成り済ましたあの男は、日向の名前と体で再び罪を犯おかすかもしれない。五人もの人間の命を簡単に、ただ愉ゆ快かいだからという理由で奪ったような男です」

「ああ……僕のやったことは許される事ではないだろうね」

「あなたも弁護士であるなら、決して踏み越こえてはならないものがある事くらい分かっていたはずだ。たとえ、どんな事情があっても！」

「人が罪を犯す動機は、いつだって単純なものだよ。だけど、その単純な理由から逃のがれられないんだ。それが罪だと分かっていても、罪を犯してでも望むものがあるから。君には、多分……分からないだろうね」

　静かに諭さとすような口調だった。

　稲垣所長のコートの襟えりを両手でつかみ、うな垂れたまま唇くちびるを嚙かみ締める。

　ただ、悔くやしかった。なぜ、踏み留まってはくれなかったのだろうと。稲垣所長は決して悪人ではない。だからこそ踏み留まれたはずだし、だからこそ、踏み留まれなかったのだろう。

　奥さんを地じ獄ごくから助けたいというその一心のために。

「……俺は、あなたのした事を許せないと思っている」

「それで間ま違ちがってはいないよ。僕は裁かれるべき人間だ」

「そう思うのなら、日向の裁判の証人になってください。俺は、あいつの体と人生を取り戻してやらなければならない。そのために、あいつがまだ死んだのではない事を立証する必要がある。時間がないんです。生きている事が証明されれば、公判を引き延ばせるはずだ。いえ、引き延ばしてみせます」

　日向陽一の公判が行われるのは明日の午前零れい時。駐ちゆう車しや場じようでの爆ばく破は事件以来、塚部正吾の消息は分からない。滞たい在ざいしていたビジネスホテルからも退去したようだ。身み柄がらを取り押さえようにも、簡単に捕つかまるような男ではないだろう。

　稲垣所長は一度、重く暗雲の垂れ込めた空を見上げる。吐はいた息が白く霞かすんだ。

「僕は、地獄に落ちるだろうね」

　そう呟つぶやいてから顔を戻し、淡あわい笑えみを浮かべた。

「稲垣……」

　静けさを破る銃じゆう声せいに、驚おどろいた烏からすが寺の屋根の上から羽音を立てて飛び立った。

　稲垣所長の体がゆっくりと前のめりに倒たおれていくのを、何が起きたのか理解できないまま眺ながめていた。飛び散った鮮せん血けつが百合を濡ぬらす。

「所、長？」

　震ふるえる膝ひざを折り、その体を微かすかに揺ゆすってみた。

　流れ出た赤い体液が広がっていく。顔を上げて辺りを見回したが、人ひと影かげなど見当たらない。

　救急車を呼ばなければ。

　コートのポケットから携けい帯たいを取り出したが、思わず取り落とした。カラカラと石いし畳だたみの上で回転した携帯が着信音を鳴らす。

　相手は不明。番号だけがディスプレイに表示されている。

　拾い上げて耳に当てると、不快な低い笑い声が聞こえた。

　声は陽一のものだが、陽一はこんな笑い方はしない。

「塚部……っ！　貴様、稲垣所長を！」

『余計な事するんじゃねえよ、桜沢さん。こっちはよーやくクソ忌いま々いましい地獄から抜ぬけ出して、人生満まん喫きつしてんだからよお』

　血の溢あふれ出す銃じゆう創そうを手で押さえながら、ぐっと歯を嚙み締しめた。

「どこにいる。姿を見せろ、卑ひ怯きよう者ものが」

『母親と妹ってやつに最後に挨あい拶さつしとこーと思ってな。永遠に会えなくなったらかわいそうだろ。最後に涙なみだのご対面ってやつ？　親切だろ？』

　ケラケラとふざけた笑い声が聞こえる。血の気が引き、携帯に向かって怒ど鳴なっていた。

「やめろ、日向の家族には手を出すな。お前とは何の関係もないだろう！」

『あんたには別に恨うらみはねえんだからよお、邪じや魔ましないでくれよ。でないと、今度は車じゃなくて、あんたが吹ふっ飛ぶ事になるぜ』

　一方的に切られた電話に折り返しかけると、女性オペレーターの感情のない声が、『ただいま、電話に出られません』と冷れい淡たんに告げた。クソッと吐き捨てて、電話のアドレス帳から栗栖を呼び出す。

『あ、先せん輩ぱい。どうした……』

「今すぐに日向の事務所に向かってくれ。塚部がそっちに向かっている！」

『えっ!?　先輩、今、どこです？』

「墓地だ。稲垣所長が撃うたれた。頼たのむ、栗栖」

　今、この場を離はなれるわけにはいかない。

『分かりました』

　栗栖は真しん剣けんな声でそう返事した。電話を切ると、すぐに救急車に連れん絡らくを入れる。

　警察を呼ぶべきだ。警察なら塚部の身柄もすぐに取り押さえるだろう。どのみち、病院に搬はん送そうされ、傷が銃創だと分かればすぐに通報される。そう思うのに、手は躊ちゆう躇ちよしたまま動かない。

　塚部の罪を、陽一に背負わせるわけにはいかなかった。制裁を受けるべきは塚部なのだ。

　だが、すでに死んでいる塚部を現世において裁く事はできない。

　あの男をもう一度地獄に送り返し、相応の罪を償つぐなわせてやる。

　このままで済ますものかと、血が滲にじむほど強く唇を嚙み締めた。
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　酸素マスクが、緩ゆるやかな呼吸を繰くり返すのに合わせてゆっくりと曇くもる。

　ベッドの傍かたわらに置かれたパイプ椅い子すに腰こしをかけ、懐かい中ちゆう時計に目をやった。すでに二十一時を回っている。横たわった稲垣所長は、目覚める気配を見せない。この状態では裁判で証言をすることなど無理だろう。

　立ち上がり、音を立てないように病室を抜け出した。

　薄うす暗ぐらいホールに向かい、公衆電話から電話をかけるとワンコールで栗栖が出る。

『先輩、稲垣所長の容態はどうです？』

「今は安定している。意識は戻っていないがな。そっちは？」

『塚部は現れませんでした。もう時間がありませんよ。稲垣所長の証言もないのに、どうするつもりですか？』

「やれることをやるしかないだろうな」

　煩わずらわしい前まえ髪がみを搔かき上げて、深く息を吐く。

『僕もやっぱり……』

「いや、お前はそこにいてくれ。何かあれば、椿原に連絡しろ」

　警察の事情聴ちよう取しゆで陽一の名は出していない。狙そ撃げきした犯人の姿は見ていないと報告した。それは噓うそではない。今ごろ素す性じようの分からない犯人を捜さがして、警察は市内を走り回っているはずだ。

　塚部も警けい戒かいが厳しくなれば下手へたな事はできないだろう。だが、もし、陽一の家族に危害を加えるようなら、警察に頼たよらざるを得ない。

『分かりました。僕の代わりに案内する人を頼んでおきましたから』

「栗栖、気を付けろよ」

『何言ってるんです。先輩の方こそですよ。今の大だい審しん院いん長ちよう、相当に容よう赦しやのない人ですから』

　裁判で陽一の弁護ができるよう根回しをしてくれたのは栗栖だ。寝ねる間も惜おしんで骨を折ってくれた栗栖のためにも、稲垣所長のためにも、そして陽一のためにも、この裁判、負けるわけにはいかない。

「行ってくる」

　そう、告げて電話の受話器を置く。

「まったく、前ぜん代だい未み聞もんだわ。こんな事……」

　近付いてくる足音と声に振ふり向くと、柳井女史だった。

　栗栖が言っていた案内人とは彼女の事だったらしい。しかも、今時古式ゆかしいナース服とナースキャップ、白タイツにナースシューズという恰かつ好こうだ。

「何ですか。セクシャルハラスメント的視線を向けないでください。訴うつたえますよ」

　少し恥はずかしそうに、柳井女史は短すぎるナース服の裾すそを引っ張る。

「……その恰好は、一体」

「これが、私のこちらの世界の本業です」

　なるほど。別に、ナースのコスプレが趣しゆ味みなわけではなかったというわけだ。

「どうやってあちら側に行くんだ？」

「ここは病院ですよ。なくなった方の魂たましいを速すみやかに回収するために、直結通路があるんです。その逆の場合にも利用しますけど」

　柳井女史は素っ気ない口調で説明しながら、エレベーターの下ボタンを押す。

「君も栗栖と同じ捜そう査さ官かん、というやつなのか？」

「私は事務官です。捜査官など簡単になれるわけじゃありません。相応の資質と条件を備えた人間だけですから。栗栖君のように優ゆう秀しゆうでなければ無理なんです」

　霊れい察さつ庁ちようは霊れい感かん的てきな能力を持つ人間を積極的にスカウトしていると、栗栖から聞いた。人材不足だからと理由を挙げていたが、とてもそれだけとは思えない。

　霊察庁はあちら側に干かん渉しようできる人間を管理、あるいは監かん視しするために組織内に取り込んでいるのではないか。そんな気がした。生きていながら、霊れい界かいに干渉できる人間というのは霊察庁にとっては危険な存在にもなりうる。稲垣所長のように……。

　墓地で撃たれる直前に見せた稲垣所長の表情が頭から離れず、密ひそかにため息を吐ついた。

　到とう着ちやくしたエレベーターの自動ドアが開く。

　柳井女史の後に続いて乗り込むと、彼女の指がためらいなくＢ１のボタンを押したので、不ふ吉きつな予感を覚える。

「まさかとは思うが……その直結通路とは、霊れい安あん室しつ的てきな場所じゃないだろうな？」

「霊安室的な場所ですが、何か？」

　うっと顔が強こわ張ばる。この手の場所に苦手意識を持っているのは、別に恥じるべきことではないはずだ。誰だれだって、好き好んで近づきたい場所ではない。

　チンッと、嫌いやな音を立ててエレベーターが到着を知らせる。

　開いたドアの先は、足が固まる程度に素す敵てきに不気味で真っ暗だった。







　現世に六法全書というものがあるように、あの世には霊界六法というものがある。だが、栗栖から渡わたされたそれは、ゆうに六法全書の三倍はあるような代しろ物ものだった。

　さすがに全すべてを暗記するには時間が足らず、関連する必要条じよう項こうのみ百ヶ条ほどを三日で頭に叩たたき込んだ。準備不足なのは否いなめないが、稲垣所長の証言も得られない以上は、出たとこ勝負でやるしかない。

　膝ひざに置いた六法全書の厚い表紙を開く。霊界に現世の六法全書など持ち込んでも仕方がないのは分かっているが、これは自分にとってお守りのようなものだ。

　表紙の裏に書いた『勝』の文字を指でなぞる。

　負けはない。どんな裁判だろうとも、依い頼らい人にんの人生という重みを背負っているのだ。その事が怖こわくないと言えば噓になる。

　それでも背負って立つと決めたのだ……。

　表紙を閉じて立ち上がった時、漆しつ喰くいの壁かべにかこまれた廊ろう下かを、背の高い細身の男が歩いてくる。優顔で、色素の薄うすい茶色がかった瞳ひとみ、歳は三十前後というところだろう。温和な顔立ちと目元はどことなく見覚えがあるような気がした。以前に会った事があるだろうかと記き憶おくを辿たどっていると、男がにこりと微笑ほほえんで片手を差し出してきた。

　茶色の革かわバンドと、シンプルなデザインの文字盤ばんの時計に目が留まる。

「桜沢さん、ですね？　本件を担当する検事の……」

　男が数秒黙だまったので、眉まゆをひそめながら「あの？」と声をかける。

「ああ、すいません。木こ檜ぐれと申します」

「桜沢です。よろしくお願いします」

　軽く手を握にぎり返すと、陽一の時と同じく触ふれているはずなのに感かん触しよくはない。という事は、栗栖や柳井女史とは違ちがい、完全にこちら側の人間なのだろう。だとしたら、なおさら会った事などあるはずがない。

　霊界における裁判では通常、弁護人はつかない。日々、日本全国津つ々つ浦うら々うら、老ろう若にやく男なん女によ問わずこちら側に送られてくるので、一人一人の裁判に時間をかけているような暇ひまはないのだろう。

　それに、生前犯おかした罪は全てこちら側の『生前記録簿ぼ』というものに記き載さいされているので、ほとんどの場合、担当検事がその生前記録簿をもとに作成した起き訴そ状を読み上げ、求きゆう刑けいを行い、裁判長である大審院長が判決を下すのだという。あの世の裁判とは、それだけ明確で絶対のものだという事だ。

　判断の難しいケースにのみ、霊界に登録された公選の弁護人がつくが極きわめて希まれだという。日向陽一の裁判は、霊界にとってもかなり異例という事だ。まして、自分は登録外の現世の弁護士だ。煩はん雑ざつな手続きを代行してくれた栗栖には感謝しなければならない。

「霊界裁判は初めてですか？」

　穏おだやかな口調で尋たずねられて、手を離はなしながら、「ええ」と正直に答えた。

「木檜さんはこちらで検事をされて、どれくらいになるのですか？」

「十五年くらいかな。そろそろ開かい廷ていの時間になりますね」

　木檜が腕うで時ど計けいを確かく認にんする。複数の靴くつ音おとが廊下に響ひびいた。振り返ると、腕うでに手て錠じようをかけられた陽一が、刑けい務む官かんに連れられてやってくる。

　天てん秤びんと剣けんを手にした髑どく髏ろが彫ほり込まれた、不気味さを漂ただよわせる重じゆう厚こうな扉とびらが、重い音を響かせながらゆっくりと開く。流れ出した冷気が肌はだに触れると、ゾクッと身が震ふるえた。

　人が誰しも迎むかえる最さい終しゆう審しん判ぱんの場所……。

「桜沢」

　傍かたわらで足を止めた陽一が、開かれた扉の先を見つめたまま呼ぶ。

　刑務官が進むように促うながしたが、立ち止まったままだ。

「俺が弁護士になれたのは、お前のおかげだって言っただろ？」

　腹を括くくったのだろう。陽一の表情はこれから裁きを受ける人間にしては落ち着いていた。誰だって、自らの裁判の前は平静ではいられないものなのに。

「お前に憧あこがれたんだよ。お前が真っ直すぐに目指すものを、俺も目指してみたくなった。同じ弁護士になって、お前と同じ場所に立ちたかったんだ」

　刑務官に促されながら、陽一は振り向いて少し目を細める。

「お前に、任せる」

「日向……」

　かけるべき言葉はある。なのに、喉のどに引っかかったまま出てこない。

　陽一は顔を正面に戻もどすと、表情を引き締しめて自らを裁く法ほう廷ていへと足を一歩踏ふみ出す。

　裸はだか電でん球きゆうの灯ともる廊下の天てん井じようを見上げると、オレンジ色の淡あわい光が瞳の中でぼやけた。

　損得でもなく、義務でもなく、助けを必要とする誰かのために闘たたかえる、理り不ふ尽じんなことを理不尽だと言える、そんな強さに憧しよう憬けいを抱いだいたのは自分の方だ。

「友人、なのですね」

「ええ」

　木檜の言葉に、迷いなく頷うなずく。

　この法廷に自分が弁護人として立つ理由は、それで十分だ。







　円形ドーム型の法廷の中央には、孤こ独どくな証言台が置かれ、正面左右には事務官席と書記官席が設けられ、無表情な男たちが座っていた。

　木檜が起訴状を淡たん々たんと読み上げるのを聞きながら天井を見上げると、かの有名なミケランジェロの最後の審しん判ぱんが描えがかれている。目の眩くらみそうな澄すんだ青が、本物の空がそこにあるかのような錯さつ覚かくを覚えさせる。

　大だい審しん院いん長ちようと呼ばれる魂の裁定者は遥はるか高みにあり、その姿を見ることはできない。ただ、その存在は法廷の中で圧あつ倒とう的てきな威い圧あつ感かんを放っていた。

「被ひ告こく人にんは、公こう訴そ事実を認めるか否か。異議あれば速やかに申し出よ」

　大審院長の感情の量れない低い声が法廷に響く。

　起訴状には陽一が生まれてから今までに現世で犯してきた罪の数々が列挙されている。些さ細さいな事から、若わか気げの至りというにはあまりに恥はずかしいエピソードまで暴ばく露ろされてるのだから、穴があったら入りたいという心境だろう。

　陽一だけではなく、自分もまたいつかはこんな風に裁かれる日が来るのかと思うと、とても他人ひと事ごととして笑うことはできなかった。

「……認めます」

　陽一はぐっと顔を上げて、はっきりと答えた。事実は事実。それを否定することも取り消すこともできない。だが、今回の裁判で重要なのはそこではない。

「弁護人は？」

　大審院長の声に、結人は椅い子すから立ち上がる。

「被告人、日向陽一の裁判の取り消しを求めます」

　陽一が弁護人席の方に視線を向けた。

「その理由は？」

　高みから問う声に、表情を引き締める。

「現世において被告人の肉体は未いまだに健在であり、訴そ訟しよう条件を満たしていない事から公こう訴そ棄き却きやくとすべきです」

「大審院長」

　起訴状を手にした木檜が、挙手して立ち上がる。

「霊れい界かい六法第七十八条三項こうに、被告人の現世における死亡確認後、四十八時間以上を経過した場合、これを提起できると規定されており、被告人日向陽一はその条件を満たしていることから、訴訟の有効性は疑うべくもありません」

　裁判官席に向かって主張してから、木檜は結人の方を向いた。

「霊界における最終審判が取り消された判例は、過去一度もありませんよ」

　ひっくり返せるものならば、ひっくり返してみろと言わんばかりの口調だった。温おん厚こうな顔立ちだが、やはり検事は検事だ。容よう赦しやなどするつもりはないらしい。もっとも、こちらとしてもそんなものを期待しているわけではない。

「木檜検事に確認しますが、現世における死亡確認後、四十八時間以上経過しなければ起訴できない、という事で間ま違ちがいないのですね？」

　宣戦布告なら受けて立つ。

「ええ、間違いはありません」

「現世における死亡の確定条件とは、肉体の心肺停止、脈みやく拍はく消失、対光反射消失です。日向陽一の肉体は健全に機能しており、医学的にも死亡とは断定されていない。よって、死亡確認後という前提条件に該がい当とうしていない」

「被告人の肉体と魂たましいとはすでに離り別べつしており、再び肉体に戻れるという可能性が事実上ないのであれば、それは死と同義でしょう」

　陽一が肉体に戻れる可能性が、ない……。

　一いつ瞬しゆんだけ、証言台の陽一に視線を向ける。

　陽一はただ目を伏ふせてきいていた。唇くちびるをかたく引き結んだまま。

　本当に、そうなのだろうか。肉体があれば戻れるものだと疑いもしなかったが、肉体からすでに切り離されている魂を戻す方法がないのだとしたら……。

　いや、迷うな。すべては可能性の話だ。

　自分に言い聞かせるように手を握にぎり締めてから、木檜の方に顔を戻した。

「日向陽一の体には、現在、別の人間の魂が入っている。それこそ、一度切り離された魂が肉体に戻れるという証明だ」

「なるほど……ですが、そもそも被告人の肉体が現世において生存していると判断する根こん拠きよは何でしょう？　日向陽一の体に別人の魂が入っている、それを証明する手段はありますか？」

　人じん畜ちく無む害がいな草食男子のような顔で、容赦なく痛いところを突ついてくる。とはいえ、日向陽一をこの目で見たというだけでは証しよう拠こにならないのはこちらも織り込み済みだ。

「先年十一月三十日、地じ獄ごくから塚部正吾という囚しゆう人じんが脱だつ獄ごくし、現世に逃とう亡ぼうしている。生前には、無差別連続爆ばく破は事件を起こし、五人もの人間を死に至らしめた凶きよう悪あく犯だ」

「異議あり、本件とはなんら関係ありません」

　片手を上げながら、木檜は静かな声で大審院長に向かって言った。それを遮さえぎるように、「関係ならある」と声を張り上げる。
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「塚部正吾は現世に逃亡し、本年一月三日、日向陽一の体を奪うばって成り済まし、現在も現世において生きている。凶悪犯の脱獄を許したのは明らかに霊界側の落ち度であり、不当に人生と体を奪われた日向陽一は被ひ害がい者しやだ！」

「日向陽一の体を奪だつ取しゆした犯人が塚部であるというのは、推測に過ぎないでしょう！」

　つられたのか、木檜の声も大きくなる。

「塚部の脱獄に手を貸した、稲垣千裕からも証言を得ている」

「それが事実であるというのなら、この場に証人喚かん問もんをしてはどうです？」

「塚部の襲しゆう撃げきに遭あい、現在は病院で意識不明の重体だ」

「証人として呼べないのであれば、その証言は証拠とはなりませんよ」

「では、稲垣千裕の生前記録簿ぼを証拠として提出する」

　そう言うと、木檜がはっとしたような顔をした。生前記録簿は霊界裁判において絶対のものだ。木檜の読み上げる起き訴そ状もそれを元にしたものである。これ以上の証拠などありはしない。

「生前犯おかした罪が全すべて網もう羅らされているのだろう。だとしたら、稲垣千裕が塚部と接せつ触しよくを行った事実についても記されているはずだ」

　シンと張りつめた空気の中で、木檜と相対する。

　木檜が判断を仰あおぐように、裁判官席の大審院長に視線を向ける。

「続けたまえ」

　どこか愉ゆ快かいそうな声こわ色いろで、大審院長が先を促うながした。

　この声、どこかで聞き覚えがあるような……。

　いや、気のせいだろう。あの世の裁判官が自分の知人であるはずがない。知っているとすれば、前世の記き憶おくか何かに違ちがいない。そんなものが残っていれば、だが。

　弁護人席から離はなれ、証言台に立つ陽一の前を通り過ぎる。

「木檜検事に、お尋たずねしますが」

　検事席に歩み寄り、机に片手をつく。

「日向陽一の寿じゆ命みようはどれくらい残っているのですか？」

　そう問うと、木檜は少しの間をおいてから、少し声のトーンを落として「四十五年と三か月二十日、ですね」と答えた。

　少なくとも七十歳までは生きられたという事だ。

　自分の寿命を知った陽一が、「そうだったのか」と驚おどろきを込めて呟つぶやいた。

「本来ならば、それだけ生きる権利が被告人には与あたえられていたはずだ。そうですね？」

「全ての人間が満期一いつ杯ぱいまで生きられるとは限りませんが……そうですね」

「霊界六法第八十二条一いつ項こう、定められた寿命期間に達せず不ふ慮りよの死を迎むかえた場合、満期期日まで公判を延期とし、現世に留とどまることを認めるものとする。仮に、被告人が死亡していたとしても、この条じよう項こうに該当するはずだ」

　木檜に向かって言い放ってから、正面の裁判官席の方を向く。

「大審院長、同条同どう項こうにより公判期日の延期と、被ひ告こく人にんの保ほ釈しやくを請せい求きゆうします」

　最初から、裁判を取り消しにできない事は分かっている。どんな人間でも、いずれはこの場に立たされて裁かれる事になるのだ。目的は陽一を今すぐにあの世送りにさせない事だ。

　保釈となり、体を取り戻もどす事ができれば、寿命が尽つきるまでは裁判は延期せざるを得ない。

「俺は……」

　それまで貝と化していた陽一が、思い余ったように口を開く。余計な発言をするなと目で制したが、陽一はかまわずに裁判官席を見上げた。

「まだ、生きる事が赦ゆるされるなら、俺は生きたい。俺自身のためじゃなくて、おふくろや妹や……守らなきゃならないもののために、生きたいんです」

　声を張り上げ、陽一が深々と頭を下げる。

「俺を現世に、もとの世界に戻してください。お願いします！」

　法ほう廷ていが静まり返る。

　目を伏せる。言うべき事はなかった。今の日向陽一の言葉が、想いが全てだ。

「木檜検事、君の意見は？」

　大審院長の声が尋ねる。

「休きゆう廷ていを要よう請せいします」

　そう答えてから、木檜が視線をこちらに向ける。その口もとに少しだけ満足そうな笑えみが浮うかんだのが、ひどく気に食わなかった。







　木檜とともに審しん議ぎ室に移る。陽一は刑けい務む官かんと共に別室へ移動したはずだ。

　漆しつ喰くいの壁かべに暖だん炉ろが埋うめ込まれ、炎ほのおがユラユラと揺ゆれている。クラシカルな内装の部屋には、年季の入ったマホガニー製の調度が置かれていた。

　猫ねこ足あしの一人がけ用ソファーに腰こしをかけていると、ティーカップが差し出される。良質な茶葉の香かおりに鼻び腔こうをくすぐられて顔を向けると、木檜がにこりと微笑ほほえんだ。反対の手には自分用らしいコーヒーカップが握られている。

「砂糖は入れていませんが、必要ならお持ちしますよ」

「いえ、結構。よくお分かりになりましたね」

　あらかじめ、こちらのデータを入手していたのだろう。ティーカップを受け取りながら皮肉を込めて言うと、木檜は隣となりのソファーに腰をかけながら目を細めた。

「今日は少し、懐なつかしくなりました」

「現世が、ですか？」

「これでも、弁護士だったんです」

　目を細めながら、木檜はコーヒーを一口啜すする。

「優ゆう秀しゆうな弁護士だったんでしょうね」

「そうでもありませんよ」

　物静かな横顔からは、考えていることが読めない。だが、声に微かすかな自じ嘲ちようが混じっている気がした。時計をつけた木檜の細い腕うでに視線を向ける。

「……結けつ婚こん、しておられたのですか？」

「そう、見えますか？」

「その時計」

　おそらく、誰だれか大切な人から贈おくられたものなのだろう。そんな気がした。

「知っていますか？　お墓に入れてくれたものは、ちゃんとこちら側にも届くんですよ。これだけが、今は自分が生きていた証あかしなんです」

　木檜の手が、自分の時計を慈いつくしむように撫なでる。

　死んだ時、生きた証だと言えるようなものが自分にはあるだろうか。

　あるとしたら、弁護士記章バツジくらいなものか……。

　ゆっくりと湯気の立ち上る紅茶を眺ながめていると、扉とびらが開いた。

「お茶会を始めているのか。私を誘さそってくれないとは、随ずい分ぶんとつれないな」

　この声……。

　大審院長の声だ。だが、そばで聞くと法廷で感じた違い和わ感かんの理由がはっきりと分かった。

　嫌いやな予感を感じながら振ふり返ると、ズボンのポケットに片手を突つっ込んだ椿原が、ソファーの背後に立っていた。

　ティーカップが傾かたむき、こぼれた紅茶を反対の手に持ったソーサーが受ける。

　椿原がまとっているのは裁判官の着る黒の法衣だ。

「何かお飲みになりますか？」

　コーヒーカップをテーブルに置き、木檜が立ち上がる。

「コーヒーを。砂糖三杯ばいに、コーヒーとミルクの比は三対七で」

　それは最も早はやコーヒーではなく、コーヒー牛乳というのだ。いや、そんな事はどうでもいい。勢いよく立ち上がり、ティーカップを椿原に向かって突き付ける。

「何でお前が当然の如ごとくこの場にいるんだ！」

「何か問題が？」

「あるに決まっているだろう。どういう事か説明を求める」

　なぜ、よりにもよってこの男が死者の魂たましいを情なさけ容よう赦しやなく地じ獄ごく送りにするあの世の支配者なのだ。地球人類七十億人の中でもっとも最悪の人選だ。

「言っただろう。罪人どもを地獄送りにするのが使命なのだ」

「そんな理由で誰が納なつ得とくする！」

　ティーカップが揺れて、紅茶が撥はねる。

　椿原はやれやれという顔をして、木檜が差し出した大きめのマグカップを受け取った。

「桜沢君」

「……何だ？」

　いささか身構えてきき返すと、ため息を吐つかれる。それが馬ば鹿かにされているようで、苛いら立だちが募つのった。

「人には他人に知られたくない別の顔、というものがあるのだよ」

「警察官が副業なんてしていいと思っているのか？　服務規程違い反はんだろうが」

「こちらの仕事は無給奉ほう仕し活動だよ。言うなれば、ノブレス・オブリージュというものだ」

　なにが高ノ貴ブなレるス者・のオブ義リー務ジユだ。どこまでも上から目線の男だ。

「お二人は知り合いだったのですね」

　木檜がソファーに戻って来て腰をかけた。

「ええ、まあ」

　不快感を込めて答えてから、椿原に視線を戻す。

「お前は塚部が地獄から脱だつ獄ごくして、日向の体を奪うばった事も知っていたんだな」

「報告は受けている」

「なぜ、もっと早く塚部を取り押さえないんだ。あいつのせいで、稲垣所長は撃うたれたんだぞ！」

　歯を嚙かみしめて、ティーカップを少々乱暴にテーブルに戻した。

「霊れい界かいは無む闇やみに現世に干かん渉しようできない。そのために、現世と霊界を行き来出来る人間を捜そう査さ官かんとして任命しているのだ。我々の存在を知られないように現世で事を片付けるというのは、なかなか難しいのだよ」

　椿原はマグカップをテーブルに置くと、足を組み、膝ひざの上で指を組み合わせる。

「それとも、日向陽一の身み柄がらを爆ばく破はや殺人未み遂すいの容疑者として取り押さえても良かったと？　私はそれでも構わなかったのだが、これでも穏おん便びんに済まそうと、あちこちに手を回したのだがね。惰だ眠みんをむさぼっていたような言いようは、いささか心外だな」

　爆破が単なる事故でない事や、稲垣所長を狙そ撃げきした犯人が誰かなど調べれば分かる事だ。日向陽一の名が捜査線上に浮かんでいてもおかしくはない。

　つまり、知らないうちに、椿原に大きな借りを作っていたらしい。このサディストに借りなど考えただけでも身の毛がよだつが、おかげで陽一が罪人にならずにすんだのは確かだ。

「……一つ、聞きたい。塚部に手を貸した稲垣所長の量りよう刑けいは？」

「軽くは、ないだろう」

「情状酌しやく量りようの余地はあるはずだ」

「ある程度は。彼は塚部の脱だつ獄ごく及および、日向陽一の肉体奪だつ取しゆに荷か担たんした実行犯だが、首しゆ謀ぼう者しやではないからな」

「稲垣所長が、誰かからの命令を受けて動いていたという事なのか？」

　無意識に眉み間けんに皺しわが寄る。

「地獄から囚しゆう人じんを脱獄させるなど、単独で行える事ではない。組織ぐるみの犯行だよ。同種の事件は過去にも起きている。君もすでに、調べたのではないかね？」

　過去の新聞記事などを調べた時、類るい似じ性せいの見られる事件は起こっていた。もっとも、三面記事の片かた隅すみに小さく載のっている程度のものばかりだったが。

「塚部の行方ゆくえは、我々としても捜そう索さくはしていたのだ。だが、如何いかんせん、生きている人間の体に入り込まれると探査のしようがなくてね。そうやって、地獄から脱獄させた囚人を現世で匿かくまうための組織が存在している。君もよく知っている、とある事務所の事だが」

「王城法律事務所の事を言っているのか？」

　言ってから、結人はそんなはずはないと頭かぶりを振った。

「あり得ない。そもそも、地獄からの脱獄犯など匿って、事務所に何のメリットがある？」

「他人に知られたくない別の顔を持つのは、人だけではない。組織もまた同様だよ」

　椿原の瞳ひとみに宿る濃こい闇やみに、畏い怖ふを覚えた。頭は全力で否定している。なのに、疑念は足もとからじわりと湧わき上がってきて、絡からみ付き、振り払はらうことができない。

　日向陽一に成り済ましていた塚部を事務所に連れてきたのは稲垣所長だった。東京の本部事務所の指示で……。

　実績もない地方弁護士の陽一が、いきなり王城法律事務所の、しかも本部事務所に雇こ用ようされるなどあり得ない事だ。いくら、稲垣所長が熱心に推すい薦せんしたとしても難しいだろう。だが、椿原の言うように、王城法律事務所が『別の顔』を持っていたなら納得もいく。

　だが、それが事実だとしたら、自分は今まで犯罪組織に属していた事になる。

　結人は息苦しさを覚えてネクタイに指をかけて緩ゆるめた。今まで机を並べて仕事をしてきた同どう僚りようの顔が頭を過よぎる。いったい、誰が、どこまで知っている。全員が全員、犯罪に荷担していたとは思わないが、誰の顔も今となっては噓うそめいて見えた。

　父は……東京にいる父は、知っているのか？

　額を押さえた手が汗あせばんでいた。

「王城法律事務所の四辻支部に所属する弁護士は五人。そのうち、君を含ふくめ三人が強い霊れい感かんを持っている。これが偶ぐう然ぜんだと？」

　椿原の言葉に、視線をゆっくりと上げた。

「どういう、意味だ？」

「王城法律事務所には、特とく殊しゆな採用基準があるのではないかと、思ったものでね」

　そんな事はないと言うには、確かに不自然すぎる。もし椿原の言う事が本当なら、今まで弁護士としての能力を見込まれて採用されていたと信じていた自分はなんと愚おろかな事か。

「事務所が犯罪組織だというのなら、それが分かっていながら、なぜ今まで取り締しまりもされず放置されてきた？　それこそ、おかしいだろう」

「我々にも介かい入にゆうできない領域というのがある」

　苦り切った顔で言う椿原の声には、どうしようもない歯がゆさが滲にじんでいた。

「桜沢さん」

　それまで静かに聞いていた木檜が、落ちついた声で呼ぶ。

「私が先ほどの公判で挙げた、霊界六法第七十八条三項こうを覚えていますか？」

「被ひ告こく人にんの現世における死亡確かく認にん後四十八時間以上を経過した場合これを提起できる、だろう」

「ええ、そうです。霊界の法は死亡後、つまり死者の魂しか裁くことはできません。現世の法で死者が裁けないのと同じく」

　王城法律事務所が地獄から囚人を脱獄させ、現世に匿っていた逃のがれられない明確な証しよう拠こがあったとしても、それを行っている者たちが生者である以上、霊界は一いつ切さい関かん与よできない。

「だが、脱獄犯が現世で行った犯罪は現世の法でも……」

「もし訴うつたえれば、捕つかまるのは日向陽一という全く無実の人間だ。体は日向陽一だが、中身は十五年前に死亡した塚部正吾だなどと言っても警察は信じない。まして裁判で訴えれば失しつ笑しようを買うだけだ。違ちがうかね？」

　反論の言葉が出ない。事実、自分も警察に訴え出られなかったのだ。

「王城法律事務所の行っている事を裁く法律は、現世にもあの世にも存在しない。彼らの犯罪はどちらの法にも引っかからないグレーゾーンなのだよ。まったく、忌いま々いましい事にね」

「そんな事があってたまるか。実際に被ひ害がいは出ているんだぞ！」

「神の創つくりたもうた自然界の完全なる法則ならともかく、不完全な人間の生み出した法律はしょせん、不完全な代しろ物ものにすぎない、ということだ」

「だから指をくわえて見ているしかない、などと言うつもりか？」

　非難を込めて睨にらむと、椿原は「まさか」と、薄うすく笑えみを浮うかべる。

「組織の存在は霊界にとっても、現世においても有害でしかない」

「塚部は俺が必ず捕まえてやる。そのかわり、日向陽一の保ほ釈しやくは認めてもらうぞ」

　ソファーから立ち上がり、椿原を見下ろして要求する。

「この私に対して交こう換かん条件を出す、と？」

「お前たち霊界の尻しりぬぐいをしてやっているんだろう。吞のんでくれてもいいと思うが？」

「ふむ……仕方があるまい。今回のみ、特例として認めよう。我々としても塚部を捕とらえれば、地じ獄ごくの内通者を洗いざらい吐かせることができるからね」

　どこか楽しげに、椿原は目を細める。どんな方法で白状させるつもりかは精神衛生上よろしくないので、聞かない方がいいだろう。

「私専属のチワワ一号を君に貸そう。好きにこき使ってくれてかまわんよ」

　チワワ一号というのが誰だれの事なのかは、聞くまでもない気がした。

「つまり、そのチワワ一号は、最初からお前の命令で事務所内部を調べていたというわけか？」

「一ひと筋すじ縄なわではいかない組織だからな」

「俺の事を執しつ拗ように疑っていたのも、組織の一員だと思ったからか？」

「残念だが、今回の一件に関して君が白だったとしても、私が君に抱いだく諸もろ々もろの嫌けん疑ぎが晴れたわけではない。現世と霊界の事とを混同してもらっては困るな。いわば、ここにいる私と、現世にいる私はまったく立場の異なる人間だよ」

「都合のいい事を。何も知らずに右往左往していたのは、俺と日向だけだったというわけだ」

　とはいえ、陽一の保釈を勝ち取るという目的は達した。後は塚部を取り押さえ、肉体の方を押収するのみだ。

「塚部の行方は？」

「四辻市内に潜せん伏ぷくしてるのは確かだろう」

「なぜ、そう言い切れる？」

「我々も手は打っている。市内のどこかまではつかめていないがね。後は君に任せよう」

　無責任なと顔をしかめる。だが、こちらとしても椿原の手をこれ以上借りるつもりはない。

　これ以上、この男の手の内で踊おどらされてたまるか。







　窓から琥こ珀はく色いろの淡あわい光が斜ななめに差し込む。

　審しん議ぎ室を出て廊ろう下かを歩いていると、追いかけてきた木檜に呼び止められた。

「一つ、お伝えしたい事があって」

　足を止めた木檜の瞳がためらいを見せてから、結人を真っ直すぐに見る。

「生前、塚部の弁護を担当していたのは、私なんです」

　静かに告げられたその言葉は、少なからず結人に衝しよう撃げきを与あたえた。

　塚部は死し刑けい判決が確定した後、接見した弁護士を巻き込んで自殺を図はかった。ちょうど十五年前の事だ。事件の記事は覚えているが、担当弁護士の名前は『木檜』ではなかったはずだ。

「待ってください、あの事件の担当弁護士は……」

「ええ、そうです。木檜は結けつ婚こん前の苗みよう字じですから」

　言葉を失って、木檜の顔をまじまじと見つめる。どこか見覚えがあるような気がした理由が、ようやく分かった気がした。額に手をやり、胸に溜たまった息を吐はき出す。

「なぜ、黙だまっていたんです」

「私はこちらの世界の検事ですから、父親として、法ほう廷ていに立つわけにはいかなかったんです」

「だが、日向は！」

「あの子は、覚えていませんよ。私は写真が苦手で……遺のこしていないから」

　記き憶おくに残る面おも影かげは時とともに薄れていくものだ。まして、十五年前は陽一もまだ子供だ。

　父親の不運な死が陽一に与えた心の傷は浅くはなかっただろう。母の志織も陽一が弁護士になる事に反対していたと言っていた。それでも、父親と同じ弁護士という道を進む事を決めた。

　陽一の抱かかえていた想おもいを、自分は何も知らないのだ。

「伝えないんですか？」

「その資格は私にはありませんよ。それに、禁じられています。ただ、あなたにお話ししておくべきだと思ったのです」

　木檜は窓の外に顔を向けると、細い眉まゆを微かすかにひそめた。

「塚部の所在は分かりませんが、何をしようとしているかは、多分、私にも分かります」







　自分が、生きていた証あかし……。

　庁舎を出て、玄げん関かんポーチに立ちながら手の中の時計を見る。文字盤ばんが夕日を跳はね返していた。

　王城法律事務所の面接を受けるため、東京の本部事務所まで足を運んだ時の事を思い出す。

　正面にずらりと並んだ面接官たち、その前にポツリと置かれたパイプ椅い子す、真新しいリクルートスーツを着て背筋を正しながら、膝ひざの角度四十五度で座っていた。

　弁護士になった理由を問われ、「正義のため」と今考えると青あお臭くさすぎるセリフを迷いもなく、胸を張って答えた。そんな自分の姿が、面接官たちにはどれほど滑こつ稽けいに見えていただろう。

　苦い笑みがこぼれる。

　自分が信じてきたものは、何だったのか？

　自分が一心不乱に目指してきたものは……。

「桜沢……おい、結人！」

　急に名前を呼ばれて我に返ると、日向陽一が顔を覗のぞき込んでいた。

「誰が結人だ」

「お前だよ、桜沢結人」

　陽一はいたずらっぽい笑みを見せる。釈しやく放ほうされて安あん堵どしたのか、裁判の時には強こわ張ばっていた顔はすっかり解ほぐれていた。

「俺、やっぱりお前を追いかけて正解だったな」

「何の話だ？」

「前に言ったろ。弁護士になるつもりはなかったって。親父おやじは弁護士になったこと、あの世で後こう悔かいしてると思ってたんだよ。弁護士にならなきゃ、死ぬ事もなかったってな」

　結人と向き合った陽一の瞳ひとみが夕日を映して淡い琥珀色に染まって見えた。

「法廷のお前見てて、親父は弁護士として最後まで誇ほこりを持ってたはずだって思ったんだ。だから、俺もこの先、どんな目に遭あったとしても、どんな運命だったとしても、弁護士として誇りを持って死ねる」

　たとえ青臭いと笑われようとも、甘い理想だと言われようとも、事務所の面接の時答えた言葉に偽いつわりはなかった。この世界の絶対的な正義を信じたはずだ。

　自分の人生を、この魂たましいを、賭かけられると信じたから選んだ道だ。

「お前には大きな借りが出来たな」

　笑って肩かたを叩たたき、陽一は玄関ポーチの階段を下りていく。




『守れなかった私の代わりに、渡わたしてください。あの子に……』




「そういや、検事の木檜さんってさ」

　足を止めた陽一が、鮮あざやかな夕焼け色の空を見上げてぽつりと呟つぶやいた。

「日向」

　肩かた越ごしに振ふり返る陽一に、手にしていた時計を差し出す。

「受け取れ」

「時計がないと、お前が困るだろ。俺は別に……」

「渡してくれと頼たのまれただけだ」

「誰からだよ？」

「いいから、受け取れ」

　階段を下りて陽一の胸に時計を押し付ける。

　不可解そうな顔をしながらも、陽一は受け取った時計を腕うでに巻いた。思った以上にしっくりと腕に馴な染じんでおり、まんざらでもなさそうな顔をした。

「悪くねえな、これ。高いんじゃねえのか？」

「なくすなよ」

　忠告して、コートのポケットに手をしまいながら門へと向かう。

「桜沢、待てよ。俺、いつまで現世に留とどまってられるんだ？」

「……そう、猶ゆう予よはないだろうな」

　原則では満期期日、つまり本来の寿じゆ命みようまで現世に留まれるとなっているが、実質的な裁量権は霊れい界かい裁判所、つまり椿原に委ゆだねられている。塚部正吾の身み柄がらを確保できなければ、陽一は今度こそ裁判にかけられ、刑けいが確定すればあの世送りだ。

　そのことを、木檜は陽一に伝えただろうか？

「塚部ってやつの行方ゆくえは分かってないんだろ？」

「ああ、だが目的なら分かった」

「俺の体を世のため人のために、有効利用ってわけじゃないよな」

　険しい表情で足を止めると、陽一も立ち止まり、察したように顔色を変えた。

「おい、まさか……」

　言わずにおくわけにはいかないだろう。少なくとも、陽一には知る権利がある。

　一呼吸置いてから、改めて向き合った。

「あの男の狙ねらいは、お前の家族だ」

　努めて冷静に告げると、陽一が顔を強こわばらせる。

「何だよ、それ。どういう事だ」

「塚部の裁判を担当していたのは、お前の父親だ」

　目を見開いて、陽一が駆け出す。その腕を反射的につかんだ。

「どこに行くつもりだ!?」

「おふくろや妹が危ねえんだ。助けに行く」

「事務所には栗栖がいる。塚部が現れれば連れん絡らくをしてくるはずだ」

「時子は？　あいつは定時制だから、これから学校に行く時間だろ？」

　上着の内ポケットから携けい帯たいを取り出す。呼び出したのは栗栖の番号だ。

『あっ、先せん輩ぱい、どうでした？　裁判の結果は』

「栗栖、お前、今どこにいる？」

　電話には、かなり周囲の雑音が混じっている。

『商店街ですよ。おばさんが夕飯の買い物したいって言うから。それが……』

　鐘かねの音や周囲の歓かん声せいで栗栖の声がかき消される。

『キャアアアーッ、栗栖君、やったわ、やったわよ。アマゾンの旅が当たったのよ！　ピラニアと過ごす、アマゾンの奥地野宿十日間の旅よ！』

「おふくろ、こんな時に何やってんだ」

　携帯から漏もれる母のはしゃぎ声に、陽一が頭を抱えて呻うめいた。

『うわあ、すごいですよ！　先輩、聞いてました？　おばさんが福引きで一等賞を引き当てたんですよ。アマゾン旅行！』

　興奮気味な栗栖を、「いいから、聞け！」と窘たしなめる。

「日向の妹は一いつ緒しよか!?」

『時子ちゃんなら四時頃ごろ、事務所を出ましたよ。学校に行く前に本屋に立ち寄るからって。先輩、どうかしたんですか？』

「塚部が狙っているのは日向の妹と母親だ」

　そう告げると、栗栖が携帯の向こうで息を吞のむのが分かった。

『僕、これから学校の方に……』

「いや、お前は母親のそばから離はなれるな。俺が向かう」

　携帯を切ると、陽一が「桜沢」と心配そうな顔で呼んだ。

「学校に向かったらしい。行くぞ」

　陽一を促うながし、鉄門を押し開いて外へと飛び出す。

　黄昏たそがれが薄うす闇やみに変わり、雨が頰ほおに当たった。気付けばそこは黄泉坂商店街近くの神社の境けい内だいだ。

　通りに出ると、タクシーを呼び止めて飛び乗る。




　　　　＊＊＊




　日向陽一の妹、時子が通っている野の辺べ北きた高等学校は四階建てのコンクリート校舎だった。桜土手沿いに面した門の前でタクシーを降りる。昼間は全日制の生徒たちが通学しているが、十八時からは定時制の生徒たちが入れ替かわりに通学してくる。

　淀よどんだ雲が校舎の上にかかり、不ふ穏おんな雷らい鳴めいを時折、響ひびかせていた。それが否いや応おうなく不ふ吉きつな予感を抱いだかせ、無意識に正面玄げん関かんへと向かう足が速まる。

　校舎の中に立ち入った瞬しゆん間かん、違い和わ感かんを覚えたのは、やけに静かだったからだ。

　部活帰りの全日制の生徒たちの姿も、これから授業を受ける定時制の生徒たちの姿も見当たらない。昇しよう降こう口ぐちを通り抜ぬけて廊ろう下かに出たが、誰だれ一人いなかった。

「桜沢、どうなってんだ」

　陽一もさすがに異変に気付いたのか、困こん惑わく気味に廊下を見回す。

　すでに外は暗くなっていたはずだ。だが、窓から見える中庭は斜しや陽ように包まれている。床には傾かたむいた窓まど枠わくの影かげが、等とう間かん隔かくに伸のびていた。

　沈しずんだはずの太陽が逆行するなど、超ちよう自然的現象が起こるはずがない。どうやら、自分たちはあちら側の世界に迷い込んだらしい。

　教室のドアを開くと、机と椅い子すだけが並んでいるだけで無人だ。

「分かれた方が早い。俺は二階をさがす。お前は一階をさがせ」

　陽一は「分かった」と、頷うなずいた。

　教室を出て無人の階段を上がった時、廊下にやけに大きく響いた携帯の着信音にビクッとした。

　ポケットから取り出して待ち受け画面を見ると時子の番号だ。何かあった時のために、連絡先を交こう換かんしていたのだ。教室のドアを開きながら、携帯を耳に当てる。

『桜沢……さん？』

　怯おびえたような時子の声が聞こえる。

「時子ちゃんか？　今、どこにいる？」

『駄だ目め、来ちゃ駄目だから……』

「誰かと一緒にいるのか!?」

　誰もいない教室を出て走り、別の教室のドアを開いた。

『やっぱ、あんたも一緒か。桜沢さん。余計な事するなって言っただろ』

　時子にかわって聞こえた男の声に、足を止める。

「塚部……どこにいる!?」

『さあて、どこでしょう？』

　愉ゆ快かいそうな声に、ギリッと歯を嚙かみ締しめる。携帯を握にぎる手に力がこもった。

「ふざけるな。その子に手を出すな」

『なあ、桜沢さん。俺もむやみにガキなんか殺したくねえんだよ。だから、あんたに五分だけ時間をやる。せいぜい、頑がん張ばってここまで辿たどり着いてみせな』

　ククッと卑ひ屈くつな笑い方をしてから、塚部は一方的に電話を切る。

　携帯の時計を確かめると、五分でちょうど十八時だ。

　塚部の声の背後で微かすかに聞こえたのは飛行機の音だった。天候が悪化しているために低空飛行していたのだろう。陽一の携帯番号にかけると、すぐに出た。

『どうなってんだ。職員室にも誰もいねえ』

「屋上だ、日向。塚部はお前の妹と一緒にいる！」

　怒ど鳴なるような声で告げて携帯を切り、屋上へと続く階段を駆かけ上がった。







　ドアに手をかけると、階段の下から「桜沢！」と陽一の呼ぶ声が聞こえた。姿を確かめる間もなくドアを開いて屋上へと飛び出す。

　雲を染める琥こ珀はく色いろの光が、空一面に広がっていた。防災無線からは、十八時を知らせる童どう謡ようが流れてくる。

　屋上で待ち構えていた男が、歪ゆがんだ笑えみを浮うかべた。

「塚部……」

「残念だったなあ、桜沢さん。五秒遅ち刻こくだ」

　手にした携帯を軽く上げて見せる。反対の腕うでは時子の制服を乱暴につかんでいた。黒い布で目め隠かくしをされ、腕にガムテープを巻かれた時子は、状じよう況きようが分からず、今にも泣きそうになりながら震ふるえている。

「さ、桜沢……さん？　お兄ちゃんが……」

　時子からしてみれば、その姿も声も陽一の、兄のものだ。

「時子！」

　背後から焦あせった声がして振ふり返ると、陽一がドアの前に立っていた。妹の姿を目にして、その表情が青ざめている。

　時子が戸と惑まどうように、辺りを見回した。

「時子、そいつは俺じゃねえ。俺はここだ！」

　陽一が胸を叩たたいて声を張り上げる。その声は時子の耳にも届いたらしい。

「お兄ちゃん……桜沢……さん、来ちゃ、駄目！」

　震える声で訴うつたえる時子の首には、マッチ箱よりも少し大きなプラスチック製の箱が、ガムテープで固定されている。それを見て息を吞んだのは、陽一も同じだ。

「かわいそーに。お前らが間ま抜ぬけなせいで、罪のない少女が天に召めされちまうってわけだ」

　塚部は痛ましそうな表情を作りながら、携けい帯たいを上げて見せた。おそらく、プラスチック製の箱が爆ばく発はつ物で、携帯と連動して起き爆ばくするようになっているのだろう。

「お前の目的は復ふく讐しゆうだろ？　だったら俺だけにしろよ。妹に手を出すな！」

　陽一が怒いかりの滾たぎる瞳ひとみで、塚部を睨にらみ付ける。堪こらえているのは握り締めた拳こぶしで分かる。

　髪かみを引っ張られた時子が、小さな悲鳴を上げて喉のどをのけぞらせた。

　今の状況では、陽一より自分の方が冷静だ。陽一の肩かたをつかみ、一歩前に進み出た。

「塚部、その子を殺せば、せっかく手に入れた自由を失う事になるぞ。それとも、また死し刑けい判決を受けたいのか？」

「別にかまわねーよ？　その時はこいつの体を捨てて、別のやつと入れ替わればいいだけの話だ。そーだな、今度はあんたの体をもらってもいい。俺に、あんたの体と人生をくれよ」

　人差し指をゆっくりとこちらに向け、塚部が低い声で笑う。言いようのない嫌けん悪お感かんに、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「お前が日向の体を乗っ取れたのは、稲垣千裕の協力があったからだ。特とく殊しゆな銃じゆうと弾だん丸がんがなければ、お前は他人の体を奪うばえない。出来てせいぜい、その辺りの浮ふ遊ゆう霊れいのように人の体に取り憑つく事くらいだろう。だが、霊れい界かいはお前の行方ゆくえを捜さがしている。遠からず、地じ獄ごくに連れ戻もどされるのは火を見るよりも明らかだ」

　努めて平静を装よそおいながら指し摘てきすると、塚部ははっと笑った。強がっているのは、強こわばった表情からも分かる。

「協力者があいつだけだと思ってんのか？」

「ここまで騒さわぎを起こしたお前を、組織の人間が庇かばうと思うか？　お前は分かってるはずだ。日向の体を失えば、もう二度と現世には留とどまれない」

　塚部は沈ちん黙もくの後で笑い出した。

「あんた、やっぱり分かってねえよ。俺はねえ、桜沢さん。あいつらの秘密を知ってんだよ」

「秘密？」

　きき返すと、塚部は笑うのを止やめ得意顔になる。

「あいつらは、俺の口からそいつが漏もれるのを恐おそれてるのさ。だから、俺に死なれちゃ困るってわけだ」

「その秘密とやらを、洗いざらい自白する気はないのだろうな？」

　王城法律事務所が関かん与よしている組織が、何を企くわだてているのか気になるところだが、それを追及するのは自分の役目ではない。塚部を霊界に引き渡わたせば、おそらく椿原が人道的、非人道的にかかわらず、あらゆる手段を講じて口を割らせるだろう。

　生きている人間に霊界側は関与できない。だから、組織はこの男を現世に逃にがしたのだ。あるいは、塚部が秘密をネタにして組織と取引を行ったのか。

「そんな事をしたら、俺は本当に消されちまうよ。だけど、組織の連中の秘密なんて俺にはどーでもいい」

　塚部は目を細めると、本来は陽一のものである体を指差した。

「こいつの体には、俺を殺したやつの血が流れてる。こいつの妹の体にも。そいつらをまとめて吹ふっ飛ばしてやれば、俺の心は満たされんだよ。そのために、安くない代だい償しようを払はらって舞まい戻ってきてやったんだ。実行しないわけにはいかねーだろ？」

　塚部は肩を揺ゆすりながら、再び笑い出す。

　弁護士として何人もの被ひ告こく人にんと向き合ってきた。中には殺人事件や殺人未み遂すい事件を起こした者もいた。だが、いつだって心のどこかで、自分は第三者であり、事件には直接関係ないのだという思いがあった。

　だからこそ、冷静に弁護できたし、感情の入り込む余地などなかった。

　それなのに、今は怒りが抑おさえきれなくなりそうだった。

「日向の父親を恨うらむのも、その家族に復讐するのもお門かど違ちがいだ」

　敢あえて感情を交えずに告げると、興奮した塚部が声を荒あらげる。

「そいつの親父おやじが無能でなけりゃ、俺は死刑になんてならずにすんだんだよ！」

「ふざけんな……俺の親父はお前みたいなクズでも、何とかしてやろうって必死だったはずだ。それなのに、何で殺されなきゃならないんだよ!?」

　陽一が拳を握りながら、怒りを抑えた低い声で言う。その心中は相当に穏おだやかではないだろう。辛かろうじて踏ふみ止とどまっているのは、妹が人ひと質じちに取られているからだ。

「不当なる死刑に対するささやかな抗こう議ぎってやつさ。うまくやっていれば無罪になってたんだ。俺はあの男に人生を奪われた。だーかーら、言ったんだよ。これは俺の正当な権利だってな！」

「どんな優ゆう秀しゆうな弁護士でも、五人もの人間を殺したお前を無罪にすることなど無理に決まっているだろう！」

　思わず怒鳴るような口調になった。塚部のあまりに理り不ふ尽じんな言動が許せなかった。

　弁護士は被ひ告こくを弁護する。だからといって、犯罪を擁よう護ごしているわけではない。罪は正しく裁かれなければならない。

「なあ、桜沢さん。俺の何が悪いんだ？　俺だってまともになろうとした事もあるんだよ。部品工場で、朝から晩までこき使われて。最低賃金で残業代も出ないってのに、過か剰じよう労働を文句一つ言わずにやったよ。それなのに、いきなり呼び出されてクビ宣告だ」

　そうだと、不意に思い出した。陽一が一番初めに電話をかけてきた部品工場は、塚部が最初に犯行を行った場所だ。爆ばく破はされた事務所から、工場長と社長の遺体が発見された。

「理由は人件費削さく減げんだとよ。だから、俺は二酸化炭素排はい出しゆつ量を削減するために、あいつら地球上から抹まつ殺さつしてやったんだよ！」

　陽一の姿で、陽一の声で、狂きよう気きを浮かべた表情で嘲あざけるように嗤わらう相手を、静かな怒りとともに見つめる。

「自分を正当化するな。お前が殺した中には、無関係な人間もいただろう」

「ショッピングモールにいたガキの事を言ってんのか？　確かに、ガキには悪い事をしちまったよな。だけど、あのガキの母親は最悪だった。人にジュースぶっかけておきながら、無視しやがったんだよ。人を汚お物ぶつみたいに見やがって」

　塚部は暗い目をして歯ぎしりする。

「謝れって言ったら、いきなりキレて警備員呼びやがった。俺が変質者なら、てめえはモンペじゃねえか。あんな親、いない方が世の中のためだろ。だから、処分してやったんだよ。なあ、桜沢さん。俺のやった事が罪なら、あいつらのやった事だって罪だろ？　裁かれるべきだろ？」

「そうだとしても、他人の罪を裁く資格はお前にはない」
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「なら、俺の罪を裁く資格が、誰だれにあるんだよ？　裁判官だってしょせん人間だろ？　人に人を裁く資格があるのかよ。俺は確かに人殺しだけどよお。裁判官も弁護士も、俺に死刑宣告したやつらだって人殺しだろ？　どこが違ちがうんだよ！」

「だからといって、日向の妹や母親を殺して何になる。死後に犯おかした罪は生前の罪よりも重いそうだ。これ以上罪を重ねれば、今度こそ救われなくなるのはお前自身だぞ！」

　まともに話の通じる相手ではないのは分かっているが、どんな人間にも心はあるはずだ。その心を少しでも動かせれば思い止まるかもしれない。

　誰一人、失わせるわけにはいかない。握り締めた携帯が汗あせで滑すべり落ちそうだった。

「裁判官のやつが、最後に俺に何て言ったと思う。更こう生せいの余地なしだとよ。俺は生しよう涯がいクズだから、生かしておく必要なしって事だ。じゃあ、何で生まれてきたんだ？　なあ、教えてくれよ。あんた、弁護士なんだろ？　俺のどうしよーもねー腐くさった人生、弁護してくれよ」

　絶望の淵ふちに沈しずんだ者の濁にごり切った瞳。塚部も、救いを求めていた時があったのだろう。だが救いなどどこにもないとあきらめた瞬しゆん間かんに、この男は憎にくしみを自分を取り巻く世界に向けるしかなかったのだ。塚部の行った罪の深さを思えば同情はできない。だが、誰かに理解されたかったという思いは分かる。誰しもがそうだから。

「弁護の余地、なしか」

　皮肉を込めて呟つぶやいた塚部の指が、携帯のボタンを押そうとする。

「塚部、待て！」

　叫さけんだ瞬間、爆ばく音おんと共に給水塔とうの一部が破は裂れつした。

　金属片へんと水しぶきが降り注ぐ中、陽一が歯を食いしばりながら手を伸のばす。突つき飛ばされると同時に、屋上のドアのそばに置かれていたバケツが炸さく裂れつした。

　あちこちに爆ばく発はつ物を仕し掛かけていたらしい。陽一が気付かなければ、巻き込まれていただろう。

「救いなんて、俺にはどこにも用意されてねえ。だったら、一人でも多く道連れにして墜おちてやるよ！」

　塚部の腕うでに首を絞しめ上げられ、時子が苦しげな表情で喘あえいだ。

「親父を道連れにしただけじゃ、足らねえのかよ……」

　立ち上がった陽一が、塚部を見み据すえたまま吐はき捨てる。

「知ってるか？　人に殺されて恨みを遺のこした魂たましいは、悪あく霊りようになって現世の人間をあの世に引っ張り込むようになんだよ。お前の妹も、母親も、そうなるかもなあ。一家そろって地じ獄ごく行きだ」

　愉ゆ快かいそうに笑った塚部が、不意に悲鳴を上げる。時子がその手に思い切り嚙かみ付いたのだ。

　それが一いつ瞬しゆんの隙すきとなった。塚部が怒いかりの声を上げて時子を殴なぐり飛ばした瞬間、陽一が飛び出した。止める間などなく、気付いた時には陽一に投げ飛ばされて、塚部はコンクリート面に背中から墜つい落らくしていた。

　放ほうり出された携けい帯たいが、一度跳はね返ってから転がる。

　立ち上がり、携帯に手を伸ばそうとする塚部を、陽一が背後から羽は交がい締じめにしようとした。だが、塚部に殴られてよろめく。幽ゆう霊れいといえども、痛覚と衝しよう撃げきは少なからずあるらしい。

「桜沢！」

　陽一が蹴けり飛ばした携帯は、回転しながらコンクリートの上を滑る。

　情けなく座り込んでいる場合ではない。起き爆ばくのための携帯だけは、塚部の手には渡せないのだ。震ふるえる膝ひざに手をついて立ち上がり、走り出した。

「くだらねえ……どいつもこいつも、死んじまえよ。俺の世界にはいらねえんだ」

　塚部が懐ふところから銃じゆうを取り出す。銃口を向けられるのは分かったが、足を止めるわけにはいかなかった。躓つまずきそうになりながら、携帯に手を伸ばす。その瞬間、銃声が響ひびいた。

　肩かたをえぐられるような痛みと衝撃に歯を食いしばりながら携帯をつかむ。

　よろめくように膝をついて振ふり返ると、塚部が二発目を撃うとうと銃をかまえている。だが、体は意志に反して動かなかった。

　携帯を握にぎり締めて、かたく目を瞑つぶった瞬間、銃声と悲鳴とが屋上に響き渡わたった。

　はっとして目を開くと、陽一に体当たりされた塚部が、屋上の縁ふちから宙に投げ出される姿が映る。その体は塚部のものではない。陽一のものだ……。

　生暖かい液の広がる肩を押さえながら、目を見開いて膝を上げた。

「日向！」

　地面を蹴って手を伸ばそうとしたが、届くはずもなかった。

　塚部の上げた悲鳴が途と切ぎれ、黄昏たそがれの空は闇やみへと一変する。

　気付けば激しく叩たたき付ける雨の中で佇たたずんでいた。

　気を失った時子の体が横たわっている。

　確かめなければ……。

　ふらつきながら、屋上の縁へと向かう。

　見下ろせば、遥はるか下のアスファルトで陽一の体がうつ伏ぶせに倒たおれていた。

　膝をつき、口もとを片手で押さえた。込み上げる吐き気を堪こらえて自分の胸むな元もとをつかむ。

「こんな、事」

　こんな最悪の結末、誰が認められるものか！

「分かっているのか？　お前の体なんだぞ。もう、戻もどれないんだぞ！」

「そう、みたいだな」

　傍かたわらに立つ陽一の声には乾かわいた響きがあった。

　見上げると、陽一は苦い表情で自分の体を見下ろしていた。

　なぜ、そんなに平然としていられる。失ったのは自分の体だというのに。運良く助かるような高さではないのは分かっているはずだ。

　生き返る望みは、もうない……。

「……ざけるなっ！」

　拳こぶしを握って怒ど鳴なる。

「なんで、俺なんかを助けようとした。お前が守るべきものは、他ほかにあるだろう！」

　死にたくないと言ったではないか。生きたいと、そう言ったではないか。母親と妹を守らなければならないと。簡単に投げ出せるような軽い命ではなかったはずだ。

　留置所で見せた涙なみだは、法ほう廷ていで訴うつたえた陽一の想いは、決して噓うそではなかったはずだ。だからこそ、自分も取り戻してやりたいと思ったのだ。

「お前はトキを助けようとしてくれたんだ。それなのに、お前を死なせられるかよ」

「だからって、自分の体を突き飛ばす馬ば鹿かがどこの世界にいる！」

　怒りのやり場がなく、立ち上がり、陽一の胸むなぐらをつかんだ。

　塚部を突き飛ばす時、陽一は冷静だった。落ちた自分の体がどうなるかも分かっていただろう。分かっていながら躊躇ためらわなかった。

　命を捨ててまで助けられても困るのだ。そんな恩義、自分にはあまりにも重すぎる。背負い切れるようなものではない。

　まして、陽一の母や妹にどう伝えろというのか。そんな役目、御ご免めんだ。

「俺の体がお前を殺したら、それこそ俺は自分を許せなかった。だから、誰のせいでもない。俺の寿じゆ命みようが尽つきたってだけの話だ」

　陽一は自分に言い聞かせるように、「これで良かったんだ」と呟く。

　何が良いものか。残された母親と妹はどうする。負い目を感じて生き続けなければならないこの自分はどうなる。物分かりのいいことを言うな。こんな結末、誰だれが納なつ得とくできるものか。

　唇くちびるを伝う苦い雨を嚙み締めながら、声を押し殺して涙が止まるまで瞼まぶたを手で押さえ続けた。

　降り止やまない雨の中で……。

　今日、この日ほど敗北感に打ちのめされた事はなかった。







　　　五




　日本列島を襲おそった大寒波のせいで、大雪になった。

　白黒の垂れ幕のかかる葬そう儀ぎ場には、喪も服ふくの弔ちよう問もん客が途切れることなく訪おとずれていた。

　親類縁えん者じや、近きん隣りんの商店街の人々、果ては黒くろ塗ぬりのベンツで乗りつけた明らかにかた気ではないご職業の御お方かた、幼よう稚ち園えん時代から大学時代の友人、先生、アルバイト先の人々まで、どこから聞きつけたのか、通夜だというのに駆かけ付けてくる。

　大学時代の同期の中には、結人の事を覚えている者もいて、驚おどろいたように話しかけてきた。「お前はこういうところに顔を出すようなタイプじゃないと思っていたよ」などと言われたが、そこまで薄はく情じような人間に見られていたとは心外だ。

　だが、事実、以前の自分は大学の同期の通夜など、連れん絡らくが来たところで足を運ぶことはなかっただろう。それなのに、何の因果なのか、息子むすこの死を知らされて途と方ほうに暮れている陽一の母、志織の代わりに、葬そう儀ぎ屋に連絡して葬儀の手はずを調ととのえ、役所に赴おもむいて必要手続きを行った。

　朝から来客の相手や、葬儀屋との打ち合わせなどで忙いそがしく、まともに焼しよう香こうもしていない事を思い出した。気が重かったが、足を葬儀場に向ける。

　白い菊きくで飾かざられた質素な祭さい壇だんが正面に置かれ、その前で僧そう侶りよが経を唱え続けていた。

　喪も主しゆである志織は傍らの椅い子すに座ったまま、ぼんやりと祭壇の方を見つめている。その姿がやけに小さく見えて、足を向けるには少しだけ勇気がいった。

　時子の姿はない。学校の屋上で気を失ってから病院に運ばれ、今日一日は入院している。精神的ショックは大きかったようだが外傷はなく、明日の告別式には参列できるだろう。

　焼香を済ませてから歩み寄ると、志織がゆっくりと顔を上げた。濡ぬれた瞳ひとみで頼たよりなく見つめられ、言葉が出ない。

「桜沢さん、何もかもお世話になってしまったわね。本当にありがとう」

　志織が頭を下げる。やめてくれと喉のど元もとまで出かけた。礼を言われる資格など自分にはない。何一つ役に立たなかったのだから。それどころか……。

「駄だ目めね。私はお母さんだから、しっかりしなくちゃいけないのに。時子とこれから二人でちゃんと生きて行かなきゃならないのに」

　白い頰ほおを涙が伝い落ちていく。

　ポケットから取り出したものを、握り締しめてから差し出した。

「これ、日向の弁護士記章バツジです。お預かりしていました」

　手を伸のばして受け取った記章を、志織は両手で宝物のように包み込んだ。その手を額に押し当てながら、嗚お咽えつを上げて泣き出す。

　何度も繰くり返し息子の名を呼ぶ姿を見ているのが、ひどくやるせなかった。







　志織をタクシーに乗せて自宅に送り届けさせた後で、葬儀場に戻る。弔問客も僧侶も帰ってしまうと、ひどく静かだった。

　納のう棺かんされた陽一の顔を見ようという気にはなれない。あそこに横たわるのは抜ぬけ殻がらだ。

　ドアが開いて寒気が流れ込み、規則的な靴くつ音おとが近づいてくる。

　眉まゆをひそめたが、振ふり返りはしなかった。それが誰だれなのか分かっていたから。

　隣となりのパイプ椅子に、コートを手にした椿原伶司が腰こしをかける。

「何の用だ？」

「死者を悼いたみに」

　あの世の裁判官殿どのが直々にお出ましとはご苦労な事だ。

「君には、一応報告しておこうと思ってね」

「塚部の事なら、栗栖から聞いた」

　陽一の体を失った塚部の魂たましいは、あの後駆け付けた栗栖によって回収され、再び地じ獄ごく送りにされたらしい。もう二度と逃にげ出すことはできないだろう。

　栗栖は今日も事後処理に走り回っているようだ。

　人一人の犠ぎ牲せいを出しての一件落着はあまりにも苦い。

　今朝の地元紙には、野辺北高校の屋上に落らく雷らいがあり、給水塔とうが破は裂れつ、その場に偶ぐう然ぜん居合わせた約一名がその衝しよう撃げきで転落死したと小さな記事が載のっていた。

　おそらく、椿原が報道や警察に手を回したのだろう。現世でもかなり有力なコネクションを持っているらしい。事件を表おもて沙ざ汰たにしたくなかったのは椿原の都合だろうが、おかげで陽一は名めい誉よが守られた。

「君を勧かん誘ゆうしようと思ってね」

「勧誘？」

「霊れい界かいの公選弁護士になる気があるのなら、私が推すい薦せんしよう」

「断る。金輪際、俺はあちらの世界に関かかわるつもりはない」

「霊界と現世の人間とを結び付ける。それが君の使命ならば、果たすべきではないのかね？　桜沢結人」

　パイプ椅子から立ち上がった椿原が差し出してきたのは、太陽と月を象かたどった小さな記章バツジだ。霊界の弁護士である証あかしだろう。

　研修生時代に最高裁の法廷で見たタペストリーを思い出した。描えがかれた太陽と月は、情熱と冷静を意味するのだと教わった。

　それとも、この記章が表しているのは現世とあの世なのか。

「今回関わったのは、成り行きだったんだ」

　自分が関わらなければ、陽一が体を失う事はなかったかもしれない。

　関わるべきではないのだ。もう二度と……。

「今の君は望むと望まざるとにかかわらず、すでにこちらの世界に関かん与よしてしまっている。いわば、棺かん桶おけに片足を突つっ込んでいるにも等しいのだ。何もかもなかった事にしたとしても、以前と同じ平へい穏おんを享きよう受じゆするのは難しいだろう」

「あちら側の存在を否定するつもりはない。が、積極的に肯こう定ていするつもりもないだけだ。俺はお前や栗栖とは違ちがう」

　記章を受け取らずにいると、椿原は手を引っ込め、コートのポケットに収める。

「この世界には深い闇やみが存在する。王城法律事務所はその一いつ端たんに過ぎないのだ。放置すれば、闇に取り込まれる者は後を絶たないだろう。それに、君が関わるつもりはなくとも、彼らにとって君はすでにブラックリスト入りだよ。今まで通り、弁護士を続けていくことが可能だと思うかね？」

「だから、お前の庇ひ護ご下かで犬になれと？」

　皮肉を込めて唇くちびるの端はしを上げた。

「現世では罪を犯おかしても裁かれない者もいる。善良に生きても報むくわれない者もいる。その理り不ふ尽じんさが私は許せないのだよ」

　表情こそ変わらなかったが、椿原の声が一段と冷ややかさを増す。
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　絶対的正義に対する執しゆう念ねん……。

　そんなものを抱いだかせる何かが、この男の心の奥底にはあるのだろう。

「だから、あの世の裁判官になったのか？」

「あの世では、どんな人間も例外なく裁かれ、罪を清算しなければならない。だからこそ、世界は公平たりえるのだよ」

「だったら、なぜ日向が死ななきゃならない。あの世の理ことわりも十分に理不尽だろう！」

　やり場のない憤いきどおりをぶつけるように声を荒あらげる。その声が冷え冷えとした会場に響ひびき、空むなしく消えた。

「死はいつだって公平だよ。誰だれにでも、いつかは必ず訪れるものだ」

　それでも、日向陽一が死ぬのは『今』ではなかったはずだ。

　膝ひざの上で拳こぶしを強く握にぎった。

　椿原は感情の見えない瞳を祭壇の遺い影えいに向ける。

「日向陽一の事だがね。彼の魂は今夜零れい時をもって、霊界に移送される事になっている」

　椿原の顔を見上げ、「おい、待て」と立ち上がった。

「日向の本来の寿じゆ命みようはまだ残っているだろう。現世に留とどまる資格があるはずだ」

「生き返る見込みがなくなった今、現世に留まる理由があるのかね？」

　そうだ。幽ゆう霊れいとして現世を彷徨さまよい続けるなど、むなしいだけだ。陽一には未来はない。この先許されるのは、流れていく時間をただ眺ながめている事だけだ。そんな辛つらさを味わってまで現世に留まれなどと、陽一に言えるはずがない。

　だが、現世を離はなれるということは、幽霊の姿の陽一も消しよう滅めつしてしまうという事だ。

「日向は……死ぬのか？」

　ぽつりと呟つぶやく。

「何を今さら。死んだから葬そう式しきをしているのだろう」

　そんな事は言われなくても分かっている。ただ、幽霊でも姿は見えていたし、話もしていたから、実感が湧わかなかっただけだ。現実だと認にん識しきした途と端たんに愕がく然ぜんとした。

「何とかならないのか。お前は……お前は霊界の裁判官なんだろう」

「私は万ばん能のうの神ではないよ。ただの人だ」

　椿原の静かな声が、ひどく残ざん酷こくに聞こえた。

「あいつが死んだのは、霊界の不ふ手て際ぎわじゃないのか。塚部が地獄から脱だつ走そうしなければ、こんな事にはならなかった！」

　陽一を死なせたのは自分だ。弁護士などと言って、人一人も救えない。大手法律事務所に入れたとうぬぼれて、自分は有能だと勘かん違ちがいして、状じよう況きようを甘く見て、中ちゆう途と半はん端ぱに関わって、挙げ句の果てに決して犯してはならないミスを犯した。

「あいつの命を奪うばう権利なんて、誰にもないはずだ。塚部にも、お前にも……俺にもっ！」

　椿原の胸に拳を叩たたき付け、唇を嚙み締める。

　どうにもならない事なんて分かっているのだ。人の死という結末を神ならぬ身で変える方法などどこにもない。無む慈じ悲ひでも、冷れい酷こくでも、理不尽でも、それが世界の秩ちつ序じよであり、法則だ。

　椿原が肩かたを叩く。

「残念だが……」

　立ち去ろうとして、ふと思い出したように足を止める。

「記章バツジは気が向いたら、いつでも取りに来たまえ。それまでは、私が預かっておこう」

　そう言い残し、椿原は忌いま々いましいほど規則的な靴音を響かせながら立ち去る。

　崩くずれるようにパイプ椅い子すに腰を下ろし、力を入れすぎて白くなった拳を額に押し当てる。

　しばらくの間、立ち上がれなかった。







　どこに消えたのかと思えば……。

　黄泉坂法律事務所に戻もどると、日向陽一が一人、応接椅子にもたれて座っていた。

　椿原の言葉が嫌いやでも頭を横切り、ぼんやりしたその横顔に声をかけるのをためらう。

　おそらく、陽一はまだ聞かされてはいないだろう。

「悪い、なんか合わせる顔……なくてさ」

　陽一がゆっくりと振ふり返り、苦く笑しようを浮かべる。

　寿命だの、運命だのと言ってみても、自分を慰なぐさめ切れるものではない。人生満まん喫きつしきって逝ゆくほど年老いてもいないし、悟さとり切っているわけでもない。後こう悔かいしないはずはない。

「自分の葬そう儀ぎ見るのって、思ったよりもきついぜ」

　途と中ちゆうまでは葬儀場にいたらしい。いたたまれず、事務所に逃にげてきたのだろう。

「あれだけ多くの人間に悼いたまれて、なに贅ぜい沢たくな事を言ってるんだ」

　自分が死んでも、いったい何人の人間が葬式に参列しようという気になるだろう。

　本気で別れを惜おしんでくれる人間がいるという事は、人生の締しめくくりとしては上出来だ。それだけ、愛されていたという証なのだから。

「そうか、そうだよな。俺は幸せものだ」

　陽一の向かいに腰こしをかけ、コートのポケットから途中で買った缶かんビールを取り出す。それを投げると、陽一が反射的に両手を出して受けた。もう片方から自分用の缶ビールを取り出す。

　日ひ頃ごろは飲まない方だが、陽一との約束も結局は果たせずじまいだ。

　栗栖の言う通り、幽霊と約束など交かわすものではない。

　缶ビールのプルトップを開けると、泡あわがあふれ出す。

　これが最後だ……。

　缶ビールをあおった。

　ビールの苦さが喉のどを通り抜ぬけていく。

「これでお前も元の仕事に戻れるな」

「どうだかな」

　今回の一件は本部の方にも報告が上がっているだろう。事務所の目もく論ろ見みを妨ぼう害がいしてしまった自分は、おそらく敵と認識されているはずだ。今まで目指してきたトップ弁護士への道も断たたれたと考えるべきだ。それなのに、不思議なほどに未練はなかった。

　陽一の人生を、稲垣所長の人生を不当に狂くるわせた。その事は許せないし、許すつもりはない。現世の法でも、あの世の法でも裁けないからといって、罪にならないということは絶対にない。

　罪は必ず償つぐなわせる。それが、救えなかった者に対して自分ができる唯ゆい一いつの責任の取り方だ。

　密ひそかな決意を込めて、空になったアルミ缶を握り潰つぶした。

「日向」

　顔を上げて呼びかけた時、壁かべかけのボンボン時計が時が尽つきた事を知らせる。重く響くその音に、次の言葉が出ない。十二回鳴り終えると同時に玄げん関かん戸が叩かれた。

　握り締めた手に力がこもる。

　告げなければならない。それは自分の仕事だ……。

　陽一は玄関の方を見てから、「さて、と」と呟いて立ち上がった。

　目を見開いて、陽一を見上げる。

「時間だ」

　そう言い、陽一は少しだけ目を細めた。

「おい……」

「桜沢、俺、行かなきゃならないみたいだ」

　玄関戸が開き、冷たい風が吹ふき込む。

　玄関戸の方を振り返ると、アーケードの明かりと長い影かげが床ゆかに映っていた。

「栗栖」

　玄関の外に立つ栗栖は、いつもと変わらないスーツとダッフルコート姿だ。その背後には、黒い制服姿の男たちを連れている。

「日向陽一、現世での死亡確定より二十四時間を経過したので、霊れい界かい府ふ管かん轄かつに移行。霊界法第二百三十一条にのっとり、その身み柄がらを移送します」

　スーツのポケットから取り出した霊れい察さつ庁ちようの手帳を見せ、栗栖は淡たん々たんと告げる。

「待て、栗栖」

　足を一歩踏ふみ出すと、陽一が肩をつかんだ。そのまま押し退のけられる。

「連れて行けよ、栗栖」

　陽一はそう言い、玄関へと向かう。

「日向、それでいいのか？　母親や妹はどうするつもりだ。事務所の事だってあるんだぞ。お前を必要としている人たちはどうなる!?」

　背を向けたまま出て行く陽一を引き止める言葉を、いや、理由を必死にさがしていた。

　行くな……。

　喉のど元もとまで出かけた言葉を吞のみ込む。

　行くな……。

　引き止める権利も資格も自分にはないと分かっているが、それでも、こんな別れは納なつ得とくできない。事務所を出て行く陽一の後を足が追う。

「日向！」

　外に飛び出して呼ぶと、男たちに連行される陽一が足を止める。

　アーケードの蛍けい光こう灯とうが今にも切れそうな頼りない光で照らしていた。

「今度は、追ってくるなよ。桜沢」

　陽一が背を向けたまま、はっきりした声で言った。

「勝手過ぎるんだ、お前は。大事なもの全部放ほうり出して、俺は……俺はお前の人生まで肩かた代がわりしてやれないんだぞ！」

　叫さけんだ声が掠かすれる。陽一が向き直った。

「悪い。おふくろと妹には、俺のかわりにさ、ごめんなって伝えてくれよ。何もしてやれなくて、守ってやれなくて……本当に悪かったって」

　胸の奥から込み上げてくるものを堪こらえて唇くちびるを嚙かむ。

「……嫌、だ。言いたいことがあるのなら、お前の口から直接伝えろ。俺は、言えない……言えるわけがないだろう」

「言えないから、頼たのんでるんだろ？」

　苦笑する陽一を精せい一いつ杯ぱい睨にらみ付ける。

「根こん性じようで、夢ゆめ枕まくらにでも何でも立って言え！」

　無む茶ちやな事を言っているのは自分でも分かっている。

「お前とさ……大学の時、もっと話しときゃ良かった。一いつ緒しよに飲みに行って、遊んでさ。何で、そうしなかったかなあ、俺ら。やり直しなんて、できないって分かってたのにな」

　駄だ目めだ。陽一の顔がまともに見られない。見れば何かが切れそうだ……。

「今さらなんだ、全部」

「そうだな。今さらだ。こんなに早く、人生が終わるものだと思わなかったからな。だけど、俺はお前と会えて、弁護士になった事は後悔しないぞ。来世があったらさ、やっぱり、俺はお前とやり直してえよ」

　頰ほおを伝う涙なみだが冷えて肌はだに張り付く。それを拭ぬぐうこともせずに、足あし下もとを見続けた。

「……くな………………」

　声を絞しぼり出し、かたく目を瞑つぶる。

「大だい丈じよう夫ぶだって」

　ゆっくり顔を上げると、陽一は笑ってみせる。

「また、会える。そうだろう？」

　口を開く前に、陽一は男たちに背を押されて歩き出す。

「すいません、先せん輩ぱい」

　栗栖が顔を伏ふせたままそう言い、傍かたわらを通り抜けていった。

「待て」

　後を追う足がもつれそうになる。

　アーケードの先の路地が、鮮あざやかな琥こ珀はく色いろに染まっていた。

「日向！」

　静かに揺ゆらぐ光の中に陽一や栗栖の姿が吞まれる。

　手を伸のばしたが、つかめたのは光の残ざん滓しだけだった。

　気付いた時には一人路地に取り残されていた。

　闇やみに舞まう雪がゆっくりと十字路に落ちていく。

　どれほど叫んでも、もう、声が届くことはないのだ……。
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　葬そう儀ぎも一段落ついた週末、四辻総合病院に向かった。

　四階の西病びよう棟とうの個室に入院中の稲垣所長を見み舞まうと、意識も戻もどっており、顔を見ると以前と変わらない笑え顔がおで迎むかえてくれた。

　業務連れん絡らくと、リハビリの経過、見み舞まい客きやくの話など、差し障さわりのない会話を交かわした後で、事件の顚てん末まつを報告した。そうすべきだと思ったからだ。

　日向陽一の死という結末を、稲垣所長はただ静かに聞いていた。

「日向君には、本当に申し訳ない事をしてしまった。謝罪して許されることではないだろうね」

「私には所長を断罪する資格はありません。ただ、どうしようもなく腹が立ちます。あなたが塚部に荷か担たんしなければ、あいつは……日向は死なずに済んだかもしれない」

「ああ、彼を殺したのはこの私だ」

　その事実を胸に刻むように、稲垣所長ははっきりと言った。

「稲垣所長、犯おかした罪は償わなければならない。ですが、未み来らい永えい劫ごう許されない罪なんてないと私は思います。いつかは、救われていいはずだ」

　ビジネスバッグの中から取り出した写真立てを、床頭台に置いて立ち上がる。

　稲垣所長が事務所のデスクに置いていたものだ。ガラスのフレームの中では、百合ゆりの花束を抱かかえて幸せそうに微笑ほほえむ女性が写っている。稲垣所長はその写真をじっと見つめていた。

　頭を下げて病室を出て行こうとすると、呼び止められる。

「ありがとう……」

　稲垣所長は小さな声で言い、深く頭を下げた。

「いつか、あちらの世界で裁判が行われる事になったら、私に弁護させてください。奥さんの分も」

「それは頼もしいね」

　頭を上げた稲垣所長は、そう言って微笑んだ。







　病院の正面玄げん関かんを出ると、車止めに停とまった車から栗栖が降りてきた。

　仕事の途と中ちゆうなのか、スーツの上に相変わらずのダッフルコートを着込んでいる。

「先輩、事務所を辞やめるって本当ですか!?」

　駆かけ寄って来るなり、栗栖が不安そうな瞳ひとみで尋たずねる。

「今月一いつ杯ぱいでな。お前に引き継つぎしようと思っていたところだ」

　栗栖はためらうように視線を逸そらした。

「それは……僕が、日向さんを連れていったから」

「お前は自分の役目を果たしたんだろう」

「でも、先輩は僕を恨うらんで……っ！」

　思い詰つめたようにうつむく栗栖の肩を、ため息混じりに軽く叩たたいた。

「勘かん違ちがいするな。俺はただ、自分にけじめをつけただけだ」

「先輩が辞めるなら、僕だって辞めてやります！」

　手を離はなすと、栗栖は泣きそうな目で見上げてきた。

「お前はやることがあるだろう」

　栗栖は霊れい界かいからの命令で、王城法律事務所の内部調査を行っていたのだ。その任務は現在も継けい続ぞく中だろう。

「僕、まだまだ、先輩と一緒に仕事したいんですよ。教えて欲しい事だって山ほどあるし、先輩に毎日会えないなんて嫌いやですよ！」

　なにも南極と北極に分かれて住むわけではない。狭せまい四辻市内にいるのだから、その気になればいつでも会う事くらいできるだろう。

「教わるなら、俺よりもベテランの弁護士がいる」

　駐ちゆう車しや場じように停めた代車に向かう。

「先輩も事務所が裏で何をやっているか、知っているでしょう。僕の素す性じようも多分ばれてるし、一人じゃどうにもなりませんよ。先輩なら、一緒に闘たたかってくれると思ったのに」

　足を止めて振ふり返ると、栗栖が目に涙を溜ためていた。華きや奢しやな肩かたが震ふるえている。

「お前のバックに椿原がいるのは事務所も分かっている。下手へたな事はしないはずだ」

「そんなのっ！　だいたい、椿原さんは僕に何かあったってきっと平気で見捨てますよ。冷血漢だし、意地悪だし、性格陰いん険けんなんですから。先輩だって知ってるでしょう!?」

　両手の拳こぶしを握にぎりながら、栗栖は顔をしかめて力説する。

「まあ、な」

　メガネのブリッジを押さえる。椿原の人間性についてまったく信用が置けないことについては栗栖と同感だ。もっとも、あの男にはあの男の信念があり、それに従っているだけなのだろう。その点については認めざるを得ない。

「もし……もし、何かあったら、先輩は助けてくれますか？」

　潤うるんだ瞳で見上げられ、微かすかにため息を吐つく。

「ああ、分かった。約束する」

「絶対ですよ！　僕も先輩が危なくなったら、絶対駆け付けますからね」

　返事の代わりに栗栖の肩を叩き、運転席のドアを開いて乗り込む。

「事務所に戻るぞ」

「はいっ！」

　栗栖は指で涙なみだを拭ぬぐってから、笑顔になって返事をした。

　事務所に戻る前に、寄らなければならない場所がある。

　栗栖が助手席に乗るのを待って車を発進させ、ハンドルを切った。
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　薄うす暗ぐらい事務所に置かれた事務机に向かい、受話器を片手にメモを取る。ダイヤル式の黒電話にかかってくるのは、もっぱら『あちら側』の世界からだ。

　旧式の扇せん風ぷう機きがカタカタと音を立てながら首を振り、温ぬるい風を無意味にかき回している。ネクタイを緩ゆるめ、半はん袖そでシャツのボタンを二段目まで開いていても首筋には汗あせが滲にじんだ。

「ええ、はい、分かりましたから、ちょっと落ち着いて。子々孫々末代まで取り憑つかなくていいですから。今、どこにいるんです？　二丁目の墓地？　分かりました。これから向かいますので、大人しく待っていてください。いいですね」

　受話器を置いて、メモを破る。

　書類に埋うもれるようにして置かれたアメフトのボールに、ふと目をやってから手を伸のばした。マジックで書かれた文字に目をやり、軽くため息を吐く。

　ボールを戻して立ち上がると、暖簾のれんの奥から冷茶と水ようかんののったお盆ぼんを手に、志織が姿を現した。

「あら、これからお出かけ？」

「ええ、すいませんが留守番をお願いします」

　椅い子すの背に引っかけていた上着を取ってはおる。

「ああ、そうだ。今日のお夕飯はコロッケだから、桜沢さんも早く帰ってきてくださいな」

「そのつもりです」

　笑えみを返し、ビジネスバッグを手に事務所を出る。







　商店街のアーケードは色紙で作った天の川や星が飾かざり付けられ、等とう間かん隔かくに七夕祭りの吊つり広告が並んでいる。もう、そんな時季になるのかと感かん慨がい深く思いながら見上げていると、不意に背後から肩を叩かれた。

　振り返ったが、そこには誰だれの姿もない。

　気のせいか……。

　顔を戻もどして歩き出そうとした時。

「桜沢」

　呼びかける声に、足が止まる。

　そんなはずはない。二度と、聞くはずのない声だ。

　メガネを指で外し、もう一度振り返ると、暑そうに脱ぬいだスーツの上着を肩に引っかけながら、陽一が笑みを浮うかべて立っていた。

「日向……」

　一いつ瞬しゆん、これが現実なのか、夢なのか分からなくなる。

「だから言っただろ？　また会えるって」

「本当に、お前なのか？」

　信じられない面おも持もちでその姿を眺ながめる。陽一の体は相変わらずほんの少し透すけていた。だがその存在は、夢でも幻まぼろしでもない。

「当たり前だろ。他ほかに誰がいるって言うんだよ？」

「何で……」

「俺な、体に戻れるかもしれないんだよ」

　陽一の言葉に驚おどろいて、その顔を見つめる。

　冗じよう談だんを言っているようにも、からかっているようにも見えなかった。

「まだ、はっきり決まったわけじゃないけどな。もしかしたら、戻れないかもしれないけど……でも、可能性はあるんだ」

「お前、その話を誰から聞いた？」

「いや、実はな。椿原さんからなんだよ」

　陽一が親指を後ろに向ける。アーケードの入り口を、黒くろ塗ぬりのドイツ車が堂々と塞ふさいでいた。腕うでを組んで車のドアにもたれかかっている椿原を見て、眉まゆをひそめる。

　いったい、どういうつもりなのか……。

　椿原は車に乗り込むと、そのまま走り去っていった。

「現世への在留許可書ももらったからな。体に戻れるかは分からねえけど、しばらくこっちにいられる事になったんだよ」

「戻れる保証はないんだぞ」

　椿原の言葉など信用できない。そもそも、人が生き返るなど簡単にできるはずがない。

　だが、本当にそれが可能なのだとしたら……。

「椿原さんにも期待はするなって言われてる。戻れなくても、現世に留とどまる事はできるだろ？」

「いいのか？　本当に、お前はそれで」

　幽ゆう霊れいの身で、何十年も先の見えない日々を送る事になるかもしれないのだ。

　その選せん択たくをした事を、陽一が後こう悔かいしないとは限らない。

「俺にはまだ、お前と一いつ緒しよにやり残した事があるからな」

　陽一の迷いのない瞳ひとみが「そうだろう？」と、問いかける。

　上着のポケットから取り出した小さな記章バツジに目をやる。太陽と月を象かたどるそれは、霊れい界かい弁護士の証あかしだ。

　霊界と現世の人を結び付ける……。

　それが本当に自分の使命であるというのなら、今度こそ果たしたい。

　記章バツジを一度握にぎり締しめてから、襟えりに留める。

　顔を上げると、陽一が「依い頼らいか？」ときいた。

「ああ。行くぞ」

「おう」

　陽一は笑顔になり、肩かたに引っかけていた上着をはおる。

　横を歩く陽一の確かな存在を感じながら、前に向かって歩き出す。

　襟に留めた二つの弁護士記章が、今は自分の生きる証なのだとはっきりと思えた……。







　噂うわさによると、商店街の一角にはこの世の事だけではなく、あの世の事まで解決してくれる弁護士のいる法律事務所があるという。

　──その名は、黄泉坂法律事務所。







　あとがき







　望月もらんです。本をお手に取ってくださった皆みな様さま、ありがとうございます。

　実を言いますと、何を書こうかと思案していた時に、出だしの一行がポンと浮うかんで参りまして、そこから全すべてが始まった作品です。今までは構成や設定を詰つめてから書いてきたので、書き出す時にはすでに八割方出来上がってしまっている事が多かったんですが、今回は何一つ決めていなかったので、自分自身、どういう方向に話が流れていくのか皆かい目もく分からず、大だい丈じよう夫ぶなのかと心配する一方で、先の見えないものを書くという楽しさを久々に味わう事ができました。

　とはいえ、本当にこれが企き画かくとして通るのだろうかとかなり不安だったのですが、担当編集さんのおかげで、何とかこうして本として出す事が叶かないました。弁護士というかなり冷や汗あせもののネタを選んでしまいましたが、走り出した勢いで何とか頑がん張ばりたいと思います。

　そして、本作品のイラストを引き受けてくださいました、さとい先生には大変感謝しております。素す敵てきなスーツ男子をたくさん書いていただきました。届けられたばかりのカラーの表紙を眺ながめながら、今もにんまりしている有様です。

　ご尽じん力りよくを賜たまわりました関係各所の皆様にも、心より御お礼れい申し上げます。




　あとがきが少々余っているので、余談を。

　弁護士は密ひそかに憧あこがれの職業だったのですが、私の記き憶おく力では到とう底てい目指せないために、今世では断念してしまいました。来世では、もう少し能力値をアップしてチャレンジしていきたいところですが、ともあれ、小説の中で疑似体験できるというのは何とも楽しいものです。

　今にして思うと、なりたくてもなれないものがたくさんあったから、この道を選んだのかもしれませんね。冒ぼう険けん家にもなりたかったし、考古学者にもなりたかったし、なれるものならお医者さんや、弁護士も目指してみたかった。

　でも、私はいつだって傍ぼう観かん者でしかなかったんです。なれるという可能性を捨てて、憧れだけを抱いだき続けて生きてきた。

　小説という道は、私にそのあきらめた夢を空想の中だけでも叶えさせてくれる。だからこそ、書き続けているのだろうと思うのです。

　桜沢結人は、多分、私のそんな夢から生まれたキャラクターです。

　皆様に少しでもお気に召めしていただければ、幸いです。





望月もらん　　
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